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『今が永遠に続けばいい』

　そんな風に思える瞬間があるだろ？

　恋人の寝顔を眺めている時とか、都会の喧けん噪そうから離れてリゾート地でのんびりと過ごす休日とか、連チャンが止まらない時とか。

　俺おれはどれも経験したことがないんだけどね。

　ただ、残念なことに、どれだけ幸せな時間にも終わりは必ず訪れる。

　永遠に続く今なんてどこにもない。

　それどころか、楽しい今の後には狙ねらったように不幸が待ち構えていたりもする。そして不幸の後には必ずしも幸せが待っているとは限らない。

　人生というやつは不条理にできているらしい。

　でも。

　だからこそ。

　人生というやつは楽しいのかもしれない。

　永遠に続いてほしい今にとどまるよりも、それを待ちわびている時の方が幸せなのかもしれない。



    

  
    
      

　一章　夢





　たとえば。

「自分は超能力者で、いつも奇っ怪な事件に巻き込まれて大変なんです」

　というヤツが、決して普通ではないけど、そこそこ平穏に暮らしていたとしても。

　別にいいだろ？



　俺おれの名前は、佐さ々さ木き与よ四し郎ろう。四し郎ろうを与える、と書いて、与四郎だ。……うん。自分でも驚いている。四郎を与えるって何だ？　俺の残念さもついにここまできたか……。

　んまあ、とにかく。

　未だに「嘘うそだったんじゃないか？」と我が身を疑ってしまうほどのトンデモナイ事態に巻き込まれた文化祭が終わって、一ヶ月が過ぎた。

　某フランス人美人ママに蹴けり回されてデコボコになった顔面も、すっかり元通り。

　寒さがいよいよ厳しくなり、学校に通う生徒たちもマフラーや手袋が手放せなくなっている今日この頃ごろです。

　そんな中、俺はアルバイトを始めた。実は、校則で禁止されているんだけど、それでも働かなければならない理由がある。

　約五ヶ月にも及んだ『過去での生活』、俺とニーナはそのうちの二週間を二ふた葉ばの部屋で居い候そうろうさせてもらった。俺とニーナは無一文だった――あるにはあったけど、時間の矛む盾じゆん的理由から使うことを禁じられた――ので、生活費はもちろん、服代やゲーム代に至るまですべて二葉が負担してくれた。同じように柊ひいらぎちゃん（のお祖じ父いさま）にも世話になった。

　借りたものは返さなければならない。それが金銭ならば尚なお更さらだ。校則に違反することは心苦しいが、校則を守るよりも大切なことはある。

　というわけで、アルバイトだ。文化祭が終わってからすぐに働き始めた。といっても、さすがに平日は学校があるので週末だけ働いている。

　職種は肉体労働、いわゆるガテン系というやつ。これが想像以上にキツい。ある程度は覚悟していたけど、覚悟を大きく上回る過酷さだった。

　で。

　今日、初めての給料を貰もらった。自分で働いて稼ぐ金がこんなにも嬉うれしいものだとは知らなかった。充実感と達成感が疲れた体を軽くしてくれる。同時に、ちょっとだけ浮ついた気持ちがいつもより二百円も高い弁当を買わせようともする。

　浮かれきってしまう前に返してしまおう、と俺は二葉の住むマンションへと走った。



　マンションに着き、ロビーにあるパネルキーで三○三号室を押す。

『……何？』

　と、無愛想な声がすぐに返ってきた。

「突然で悪いけど、ちょっと出てきてくれないか？」

『……何で？』

「説明しにくい」

　というか、会わなきゃ渡せない。

「大丈夫。今日は『未来から来ました』とかじゃないから」

『……ちょっと待ってて』

　それから十分ぐらい待たされて、二ふた葉ばがロビーまで降りてきてくれた。

　唇を一文字に結び、遠くまで貫くような弾丸の瞳ひとみがゆっくりと近づいてくる。

　上下とも黒で統一されたパーカーとスウェットパンツ。リラックス優先の部屋着なのに二葉が着ていると凛りんとして見えるから不思議だ。

「……何の用？」

「これを渡そうと思って」

　コートのポケットから給料の入った封筒を取り、そのまま差し出す。

　二葉は訝いぶかしみながらも封筒を受け取って、中身を確認する。

「……何だ、これ？」



    

  
    
      



    

  
    
      「借りてた金だよ」

「は？」

「ほら、お前の部屋で居い候そうろうさせてもらってた時に――」

　説明の途中なのに、ドンと胸元に封筒を突き返された。

「いらない」

「そう言うと思ったけど、そう言うなよ」

「言う」

「いいから貰もらってくれ」

「いらない」

「借りた金ぐらい返させてくれよ」

「貸してない」

「じゃあ、謝礼金だ。色々と迷惑をかけたお詫わびと感謝の気持ちだ」

「今が一番迷惑」

「う……。で、でも、こういうことはキッチリしておかないとダメだから。親しき仲にも礼儀ありって言うだろ？」

「親しくない」

　むうぅ。なんて頑固なヤツだ。それから仮に本当だとしても「親しくない」とか真顔で言うから凄すごい。ちょっと感心する。

「わかったら帰れ」

　吐き捨て、二ふた葉ばはくるりと踵きびすを返した。すぐに腕を掴つかんで引き留める。

「待てよ」

「なっ……！　放せ、このバカ」

　と、腕を振り回す二葉の手に（肘ひじで顔面を乱打されながらも頑張って）封筒を無理矢理押しつけた。

「いらないと言って――」

「頼む！」

「……」

「お前が拒む気持ちもなんとなくわかる。逆の立場だったら俺おれも同じことをすると思う。だけど、他に方法が思いつかないんだ。本当に感謝してるから、だから、貰ってくれ」

「……わがままゆ毛」

「わがままゆ毛でも何でもいいから、な？」

　二葉は突き刺すような眼まな差ざしで懇願する俺を睨にらみつけ、ギリリと奥歯を噛かみ、長い時間黙ってから、はぁと長い長い溜ため息いきをついた。

「……今回だけだ」

「そういうわけには――」

「今回だけ」

「わ、わかった」

　もちろん今回だけにするつもりはない。全額返済にはまだまだ遠い。でも今日のところはここで引いておくのが賢明だろう。次もまた同じようなやり取りをするのかと思うと、気が重くなるけど。

「まあ、そういうことだから。ホント、突然でゴメンな」

「……ん」

「じゃあ、明日また学校で」

　どこか晴れやかな気分でマンションから出ようとしたら――。

　きゅっ、と背後からコートを掴つかまれた。

　振り返ると――当然なんだけど――二ふた葉ばが俺おれを引き留めていた。

「どうした？」

「いや……うん……」

　二葉はなぜか目を合わせようとしない。不審に泳がせる視線の先に俺が持っていたレジ袋を見つけて、

「……それ、何？」

「弁当。今日の晩飯だ」

「……」

「こ、これはあげないぞ！」

「いらない」

「違うの？　じゃあ、何だよ？」

「……それ、今から帰って食べる、のか？」

「そうだけど？」

「……」

「あぁ、心配するなって。道ばたで食べるような真ま似ねはいくら俺でも――」

「そうじゃない」

「これも違うのか。てゆーか、何なんだよ？　新しい意地悪？」

「………」

　二葉は眉まゆをピクピクと動かして、キュッと口を結ぶ。むぐむぐ、と忙せわしく顔を動かす。これは言いたくないことを言う前触れだ。それもかなり言いたくない時の表情だ。

「ふ、二葉？　どうした？」

　恐々としながら尋ねると、薄く形のいい唇が重々しく開いた。

「………私の部屋で食べる？」



　二葉の誘いを丁重に断って、冷たい夜風に吹かれながら家路についた。

「じゃあ遠慮なく」

　といった意味の言葉がすぐそこまで出かかったんだけど、どうにかこうにか飲み込んだ。一人暮らしの女子の部屋に（しかも夜に）男があがりこむのはやっぱりよくない。部屋に入ったからといって俺おれと二ふた葉ばが変なことになるとは思えないし、いかがわしい真ま似ねをするつもりもさらさらない。

　……いや、そこは微妙だな。どうも近ちか頃ごろの俺はサル化が進む一方だしなぁ。でもまあ、サルになったところで瞬殺されるのは火を見るよりあきらかで、そうとわかっている以上、俺の自制心も容易たやすくは崩壊しないだろう。……多分。

　――とかなんとか今さらながら断りの理由を並べてみても、どれもイマイチしっくりとこない。

「あがらせてもらえばよかったかな……」

　これも今さらだけど呟つぶやいてみる。言葉が真っ白な息となって、霧散した。

　本当は、アイツに話したいことや聞いてほしいことがあったんだ。

　それが二葉の部屋である必要はないけど、学校じゃちょっと話しにくい。そう考えると絶好の機会を逃したのかもしれない。

　でも。

　給料袋を抱えてきた男が女の部屋にあがって真面目まじめな話をする――なんて、まるでアレみたいだろ？

　それは変な感じとかサルとかよりも恥ずかしい。

　これだな。断った理由はきっとこれだ。

　吹き飛んでいたはずの疲れが戻ってきて、足がやけに重たくなった。

　自宅マンションの前に着き、ふと見上げると、部屋に明かりがついていた。

「またニーナが勝手に……」

　苦笑いしつつも、ちょっと救われたような気持ちでエレベーターに乗り込む。

　そして、ドアを開けた。

「ただいま」

「おかえり」

　と言ったのは、ニーナじゃなかった。

「え？」

「……え？」

　俺はもちろん、「おかえり」と言った本人までもが自分のセリフに驚いている。

　部屋に二葉がいた。

　……。

　………なぜ？

「二葉、ここで何してるんだ？」

「……そっちこそ」

「んん？？」

「それから、何だその格好は？」

「え？」

　と、我が身を確認する。俺おれは背広を着ている。きっと泣いちゃうだろうから鏡で確認はしないけど、素晴らしく似合っていないことは想像に難くない。

　しかし。

「そういう二ふた葉ばこそ、何だよその格好は……？」

「え？」

　と、二葉が自分の姿を確認する。

　白いキャミソール、ジーンズ生き地じのショートパンツ、その上からピンク色のエプロンをかけている。

　こんなことを言うのは誠に悔しいのですが……素晴らしく可愛かわいい。文化祭の時、唯ただ一人エプロン姿を拒んだ二葉が、今、目の前でエプロン姿になっている。

「なっ……！」

　一瞬で顔を真っ赤にした二葉は、目にもとまらぬ速さで俺に平手打ちを喰くらわせ、

「み、見るな！」

　さっと壁の陰に隠れた。恥じらうその姿が、やけに初うい々ういしい仕草が――こういうことを言うのは甚だ遺憾ではありますが――異常に可愛い。可愛さ尋常じゃない。

　ただ、残念ながら見み惚ほれている場合ではない。

　――何だこれ？

　ひとまず落ち着いて状況を把握しよう、と部屋に足を踏み入れた。

　瞬間、ガスン、と額に雑誌が直撃した。角の硬いところが。

「こっちに来るな！」

　両手で抱え込むようにして必死に服装を隠そうとしているけど隠しきれていない二葉の姿は、それはもう嘘うそみたいに可愛かった。が、それ以上におでこが痛い。

「お前……何でもかんでもすぐに投げる癖を直せ。それに『来るな』って言うけど、ここ俺の部屋だぞ？」

「……え？」

　二葉が唖あ然ぜんとして部屋を見渡す。ここが俺の部屋であることに初めて気づいたようだ。

　俺も改めて部屋を見渡す。間違いない。ここは八畳一間の愛いとしき我わが家やだ。

「二葉、瞬間移動でもしたか？」

「まさか」

「だよな。それはニーナの能力だもんな」

「……」

「じゃあ、何これ？」

「……さあ？」

　ふぅむ……と腕を組み、与えられたわずかな情報から現状を推測してみる。

　俺は、二葉の住むマンションをあとにして自分の部屋へと帰った。ゆっくり歩いていたけど、その間、二ふた葉ばに追い抜かれた覚えはない。二葉にも俺おれの部屋に来た記憶はなくて、ましてや瞬間移動などしていない。

　二葉が部屋にいるのはひとまず置いておくとしても、俺たちが妙なコスプレをしているのは輪をかけて謎なぞだ。俺の背広姿もさることながら、あの木き元もと二葉がエプロン姿になっていることは不可解極まりない。

　これじゃまるで………

「あ」

　うっかり発してしまった。当然、稲妻のような速さで二葉の追及が始まる。

「何だ？」

「ん？」

「何かわかったんだろ？」

「ん？」

「とぼけるな」

「その格好、可愛かわいいな」

「誤魔化すな」

　誤魔化されてくれず、ぐいいいっと襟えり元もとを掴つかまれ首を絞められた。

「ちょ、二葉……入ってる、これマジでキマって……」

　三十三回目のタップをした時、二葉は力を抜いた。いや、力が抜けたのだろう。

「あ」

　と、俺と同じように小さな音を発した。どうやら二葉も気づいたようだ。

「お前……今のかなり本気だっただろ？　見えちゃいけない花畑がちらっと見えたぞ」

「そんなことはどうでもいい。それよりも……」

　決してどうでもいいことではないけど、話を進めることを優先しよう。

「ああ。ここはきっと『夢の中』だ」

　以前、ジャングルで野獣と追いかけっこをしたりエイリアンと異種格闘技戦をしたあの夢だ。俺の妄想が産みだした仮想空間とか精神世界とかいう例のアレだ。アンタはわかるだろ？

　となると、これは某エスパー女教師の仕業だということになる。

「そういうことだよな？」

「だろうな」

「まったく、柊ひいらぎちゃんまたかよ……。あれほど注意したのに」

　苦々しくそう呟つぶやき、呆あきれた感を全面に醸しだしつつ距離を取り、なるだけ自然な感じでテーブルの前に腰を下ろす。そうやって精一杯、二葉の意識をバンビの失態に向けようと試みたけど、徒労に終わった。

　二葉が、般はん若にやも裸足はだしで逃げだすであろう凶悪な目つきで睨にらんできた。

「……おい」

「ん？」

「……どういうことだ？」

「ん？」

「これは一体どういうことだと訊きいている」

「だから柊ひいらぎちゃんがまた――」

「そうじゃない」

「お、落ち着けよ。飯でも食おうぜ」

　テーブルにはご丁てい寧ねいなことに食事が並べられていたりする。

「食うか。さっさと言え」

　二ふた葉ばは、すう、と息を吸い込んでから、触れてほしくない核心に触れた。

「お前は一体何を想像したんだ、このエロまゆ毛！」

　そう。

　ここは柊ちゃんの超能力（正しくは暴走した能力）が原因で生まれた仮想空間だ。

　しかしながら、この空間を彩っているのは他でもない、我が妄想なのだ。俺おれの想像したことが形となって現れる。ここはそういう場所だ。

　そして、それは今のこの状況にもピッタリと当てはまっちゃうのである。

　二葉のマンションからの帰り道、まるでアレみたい、と思った状況がそっくりそのまま投影されている。

　つまり――

　給料袋を持って帰ってくる男。あるいは、彼氏。ぶっちゃけ、夫。

　そんな彼の帰りを、夕食を用意して待つ健けな気げな女。または、彼女。早い話が、嫁。

　――みたいなことを想像した。

　アンタだけには正直に言うけど、夫や嫁の部分を俺と二葉に置き換えた。

　ということなので。

「さっさと答えろ」

　む～り。目の前で怒ど髪はつ天てんを衝きまくっている人に真実なんか言えるわけな～い。

「い、いや、だからそれは……」

「それは？」

「それは、つまり、その……」

「何？」

「あ。この玉子焼き美お味いしい」

「食うな。さっさと言え」

「うぅ……」

　言ったら絶対に怒るくせに。たたじゃ済まさないくせに。しかし、このままシラを切るのもどうやら無理っぽい。

　俺は、ごほん、とわざとらしく咳せき払ばらいをして、

「二ふた葉ば」

　と真剣な顔を向ける。二葉は心なしか怯ひるんだ様子で、

「……な、何だ？」

「おかわり」

　差し出した茶ちや碗わんごと殴られた。

「ふざけるのも大概にしろ。そんなに花畑が好きか？」

「ご、ごめん。今のは全面的に俺おれが悪い。ホント、びっくりするぐらい調子に乗った」

「…………はぁ」

　と、二葉はかつてないほど呆あきれに満ちあふれた溜ため息いきをついて、

「……もういい。もういいから、さっさと元の世界に戻せ」

　それさえすればすべてを水に流してやる、と最低ラインの譲歩をしてくれた。

　が。

「もうやってる」

「……は？」

「ここが夢だと気づいた瞬間から『元の世界に帰りたい』と思っている」

「嘘うそをつくな」

「嘘じゃない」

「……もっと強く思え」

「可能な限り強く思っている」

　なのに帰れない。夢から覚めない。世界が変わらない。

「もっともっと強く思え。念じろ。願え。祈れ。あきらめるな。限界を超えろ」

「お、落ち着けって」

「……お前はどうしてそんなに余裕なんだ？」

「俺も余裕なんてないけど、慌てることもないだろ。ここはジャングルじゃない。なぜか食事もある。前みたいに怖い思いや大変な思いはしなくて済みそうだ。だからまあ、ひとまずは落ち着いて飯でも食えよ。腹が減っては何とやらだ」

「………」

　俺に諭されたのがよほど気に食わなかったのか、渋々という言葉の手本のような表情を浮かべ、二葉は箸はしを手に取った。小さな口を動かして玉子焼きを食べる。なんだかんだと言いながらも食べるんだからコイツの方がよっぽど余裕あると思うんだけどな。

「美お味いしいだろ？」

「……」

「味み噌そ汁しるも出だ汁しがきいてて美う味まいぞ」

「……」

「この食事ってやっぱり二葉がつくったことになるのかな？」

「……」

「いい加減、機嫌直してくれよ」

「………」

「……うん。機嫌は直さなくてもいい。それは難しいな。ただ、今は一時休戦というか、もう少し穏やかな雰囲気で食事をしませんか？」

「……別に、怒ってない」

　表情とセリフがここまで一致しないのも珍しい。

「だったら、そんなに険しい顔するなよ。これじゃせっかくの……」

「何？」

「ん？」

「せっかくの……何だ？」

「あ。お茶、入れるね」

　追及される前に台所へ逃げた。

　せっかくのエプロン姿が台無しだ――なんて言おうものなら今度こそ花畑鑑賞ツアーに参加させられる。

　元の世界に帰れないのは、俺おれがこんなことを思っているからかもしれない。

　二人分のお茶を運んで、再び二ふた葉ばの前に座る。

「そういえば、もうすぐ一年だな」

「……何が？」

「俺たちが最初に会った日だよ」

　二葉と俺は、他の能力者に会うよりも早くテレビ番組のオーディション会場で「偶然」に出会っている。詳しい日付までは覚えていないけれど、あの日を境に俺の人生は劇的に変化した。そういう意味では、ちょっとした記念日みたいなものだ。

「しかしまあ、おっそろしく濃密な一年だったよな」

「……ん」

　ジャングルでの遭難から始まって、ドッペルにタイムスリップ……。間違いなく人生で一番タフな一年だ。そして、あっという間の一年だった。

「俺たち、来年には高校二年生になるんだよなぁ」

「お前は進級できればの話」

「うっ……」

「でもまあ普通にいけば、そうなる」

　俺はもうすぐ十六歳になる。当然、その次は十七歳になって、十八歳になる。

　約束の時が、来る。

　その日も今日と同じように、あっという間に訪れるのだろうか？

「なあ、二葉」

「何？」

　俺は心持ち姿勢を正す。でも恥ずかしいので顔は背ける。

「ちょっと真面目まじめな話とかしちゃってもいい？」

「許す」

　許されたので、話す。大きく深呼吸をしてから、思いきって訊きいてみる。

「俺おれ、去年に比べて少しはマシになったかな？」

「……どういう意味？」

「なんていうか……お前の言った通り、俺は進級も危ないぐらいのバカだから、大学進学なんて無理だ。バカ田大学が実在でもしない限り絶対に不可能だ。だから俺の学生生活は高校まで。あと二年で終わるんだ」

「……」

「二ふた葉ばとナナさんは賢い大学に行ける。ヒカルも大丈夫だろう。柊ひいらぎちゃんはすでに社会人だし、ニーナは………」

「ニーナは？」

「……大学は無理でも何とかなるだろう。容姿は抜群だし、なにより性格がいいからな。あ、それにニーナはバイリンガムだし」

「バイリンガル」

「そう、それ。ひょっとしたら俺たちの中でニーナが一番ポテンジャム高いのかもな」

「ポテンシャル」

「お、おう。わかってる。つまり、みんなには眩まぶしいぐらいの取り柄があるってことだ。でも、俺にはない。ゼロだ。欠点なら百個ぐらい楽勝で言えるんだけどさ」

「そんなことは……」

「あ、別に愚痴るつもりはないんだ。そりゃ、正直みんなを羨うらやましくは思うけどさ、俺がバカなのは俺自身のせいだし、他人と比べたってどうなる話でもないから」

「……だから、自分と比べる？」

「そうなんだ。受験のように誰だれかと競うことだとボロ負け確定だけど、相手が自分なら、去年の自分になら勝てるかもしれない。というか、勝っていたい。そうやって、少しずつマシな自分になって社会に出たいんだ」

「………お前、凄すごいな」

　二葉がぼそりと言った。

「何が？」

「……ううん。何でもない」

「そうか。で、どう思う？　俺、去年に勝ってるかな？」

「私が決めることじゃない」

「そうかもしれないけど、二葉的評価はどんな感じ？」

　一年前の俺を知っている二葉だからこそ、訊いてみたい。

「……まだまだ、だな」

「うぅ、やっぱりか……」

「だけど、まだまだ先は長い。卒業までもまだ二年ある」

　どこまでも淡々とした口調なのに、響きがとても優しかった。

「……そっか。そうだよな。まだまだ、だよな」

　ゆっくりであってほしい。いずれ訪れるその時ができるだけゆっくりであってほしい。まだまだ学生でいさせてほしい。心からそう思った。

「………わ、私もする」

　と、悟り顔で未来を見つめる俺おれとは対照的に、ひどく難しい顔をして二ふた葉ばは言った。

「何を？」

「……真面目まじめな話」

「許す」

　二葉はた～っぷりと間をあけてから、

「……私も、取り柄なんかない」

「学年一の秀才が何言ってんだよ」

「大したことない……それに欠点も……」

　二葉がキッと俺を睨にらむ。

「わ、笑うなよ？　か、かなり真面目だぞ？」

「笑わないよ」

「……絶対？」

「神に誓って」

「……」

　むぐむぐ、むぐむぐ、と顔中を忙せわしく動かす。相当言いたくないことなんだろうな。

「大丈夫か？　無理して喋しやべることないんだぞ？」

「…………それ」

「どれ？」

「私は………喋るの、苦手だ」

　内心、大爆笑するつもりでいただけに拍子抜けした。そんな間の抜けた俺の顔を見ようともせず、堰せきを切ったように二葉は続ける。

「ウシみたいには、絶対に、ムリ。あのバカタヌキみたいにも、できない。コガネムシは何を言っているのかわからない時が多いけど、それでも、私よりは、上手……」

　このセリフに限っては柊ひいらぎちゃん以上にたどたどしい。けど。

「そんなことないだろ。ナナさんとケンカしている時なんかむしろ感心するぐらいだぞ。矢継ぎ早に言葉が出てくるし、語ご彙いも豊富だし、切れ味も抜群だし」

「あ、あれは別だ。そうじゃなくて、もっと、普通の時」

「まあ、無口は無口だな。相当なモンだ。でも、二葉がニーナみたいにお喋りになったらそれはそれで変な感じがするしなぁ……。あんまり気にすることないんじゃないか？」

「…………機嫌直せとか言うくせに」

　二ふた葉ばらしくもない歯切れの悪さでごにょごにょと呟つぶやいたから、何を言ってるのかまるで聞き取れなかった。

「え？　なに？」

「何でもない」

　このセリフはとても歯切れがよかった。

「ま、二葉は今のままでも全然いいと思うぞ」

「………っ」

　顔の忙せわしさは収まったけど、今度は不機嫌さが増した。眉み間けんに深い溝ができている。

「そうだな。今のままでも全然いいけど、強いて言うならもう少し……」

　我ながら思わせぶりな止め方だったので、二葉はすぐさま問いただしてきた。

「何？」

「ん？」

「もう少し……何？」

「何でもない」

「……」

　穴が開くほど睨にらまれ、大きな大きな舌打ちもされたけど、黙秘を貫いた。

　続きの言葉は俺おれだけの秘密にしておく。

　こればっかりはアンタにも内緒だ。

　お茶がすっかり冷たくなっていた。俺は「元の世界に～」と念じることもすっかり忘れていた。

　二葉の貴重なエプロン姿も堪能できた。お互い柄にもなく真面目まじめな話もした。

　さて、そろそろ本当に帰ろうか――と思った矢先。

「二葉……。こいつはちょっと困ったことになったぞ……」

「……どうした？」

「眠い」

「は？」

「急激に眠気が襲ってきた。お前、麻酔銃とか撃った？」

「撃つか」

「うわ、何これ？　すっごい眠気。眠すぎて笑える」

「笑うな。寝る前に元の世界に戻せ」

「俺もそう思って頑張ってるんだけど、戻らないんだよ。それどころかボーッとして全然頭が働かない」

「落ち着け。それはいつも通りだ」

「うふふ」

「な、なんだその気持ち悪い笑い……って、おい！　寝るな！」

「……ん？　なに？　声が遠いよ、二葉……」

「このバカっ！　寝るな！　元に戻せっ！」

　さっきからバシンバシンと往復でビンタをされているけど、それにも勝る眠気だ。瞼まぶたが重くて重くてどうしようもない。

「帰るの明日でもいい？」

「ふざけるな」

「よかった」

「許してない。ちゃんと会話しろ」

「うん。わかってる。俺おれは床で寝るから二ふた葉ばは……」

　俺はとろんとろんの目をベッドに動かして、

「せっかくだから一緒に寝ようか？」

　どうしてこんな恐ろしいことを口走ったのか、自分でもわからない。どうした、俺？　何をそんなに生き急ぐ？　……あー、ダメだ。眠すぎてそれもどうでもいい。

　こめかみに右フックを喰くらってベッドまでブッ飛ばされて、そのまま眠ってしまった。あるいは失神したのかもしれないけど、とにかくそこから先の記憶がない。



　目が覚めた。

　ボーッとする頭を働かせて現状の確認をする。場所は我わが家や。時刻は朝の六時半過ぎ。エプロン姿の二葉はいない。そして、俺はコンビニ弁当に顔を埋めた状態だった。

「……えー……」

　何この状況？　昨晩の記憶がハッキリとしないけれど、どうやら夕食の最中に夢の中へ引きずり込まれたようだ。そして、無事に帰ってこられた。そのことにはホッと胸を撫なで下おろす。でも「えー……」が止まらない。朝からこんなに嘆いたのは初めてだ。

　顔にへばりついた唐揚げとご飯粒を取りながら、ふと、ベッドに視線を移す。

「……何であんなこと言ったんだろう……？」

　恥ずかしさが押し寄せて、もう一度、弁当に顔を埋めそうになった。それでも、悪い夢じゃなかったな、と思う自分もいて、色んな意味でまだ夢の中にいるみたいだった。



　二葉の態度は普段と変わらなかった。通学路、いつもの曲がり角で仁に王おう立だちしていて、ナナさんと毎朝恒例の口論をする。俺には挨あい拶さつすらしない。無言で全身から殺気のような威圧感を放ついつも通りの木き元もと二葉だ。

「二葉」

　教室の前席に座る二葉の肩を叩たたいた。煩わしそうにヘッドフォンを外し、煩わしそうに振り返る。

「……何？」

「大丈夫だった？」

「何が？」

「いや、なんとなく色々と」

「問題ない」

「そっか。それならいいんだ……」

「……」

　俺おれもいつも通りに振る舞った、つもりだ。

　内心、ドキドキが止まらなくて、二ふた葉ばの顔をまともに見られなかったけれど、それでも俺たちが昨晩会っていたということに気づく人は一人もいなかった。

　ま、当たり前か。

「昨日、何してたの？」

　昼休み、手作り弁当を持ってきてくれたナナさんがおっしゃった。

「うへっ？」

「何よ、そのリアクション」

「い、椅い子すがうへって感じになったので、つい」

「何それ？」

　大きな大きなタレ目が蔑さげすむように俺を見つめる。出会った頃ころより少し伸びた栗くり色いろの巻き髪に真昼の太陽が反射して、神秘的な輝きを放つ。

　管かん崎ざきナナ様は本日もぶっちぎりで女神様であらせられる。

　と、二秒ぐらい見み惚ほれてしまったが、すぐに気を取り戻す。

「き、昨日は、別に、何も、しておりませぬが」

「……あっそ」

　ナナさんは愛らしい瞳ひとみを細め、狼ろう狽ばいする俺と平静な二葉の背中を交互にジーッと見やり一瞬だけ悪魔になりかけたけど、それ以上の詰きつ問もんはしてこなかった。

　俺は冷静を装いつつ、それにしても勘の鋭い人だ、と妙に感心してしまった。



　放課後――。

　登校時と同じように二葉とナナさんに挟まれて歩いていた。いつもの曲がり角で、さよならの挨あい拶さつもせずに二葉が自宅へと帰る。

　ナナさんは、まるで二人きりになるのを待っていたかのように、

「キツネと何かあった？」

「わんっ！」

　なぜこんな擬音が出たかというと、気絶しそうになったからです。

「わん？」

「い、いえ、ちょっと犬の霊が憑ひよう依いしたので、つい……」

　不機嫌な妖よう精せいがジト目で睨にらんでらっしゃる。

「つまんない」

「……ですね。俺も言いながら後悔してました」

「それよりも答えなさいよ。何かあったの？」

「な、なぜ、そんな風に思うので、ござるか？」

「なーんか二人とも様子が変だったから。つーか、ござるって何よ」

　……観念しよう。俺おれがこの人に隠し事などできるはずもない。なにより心臓に悪い。

「実はですね……」

　と打ち明けた。バイトのことを。バイトのことだけを。二ふた葉ばに金を返したことや、それから後のことは言えなかった。

　喋しやべり終えた瞬間に（体が勝手に）防御態勢をとる。だが、アッパーカットやローリングソバットは飛んでこず、優しくポンと肩を叩たたかれた。

　ガードの隙すき間まから窺うかがうと、そこには天使のスマイルがあった。

「偉い！　ヨシローくん偉いわ！」

「そ、そうっすか？　うへへ……」

「そりゃあ私に隠し事してたのは許せないわ。てか、許さない。それ相当のペナルティは与える。当然よね？　あと、笑い方が気持ち悪いのも大幅にマイナス査定よ」

　あれ？　やっぱり怒ってる？　いや、でも顔は笑顔のままだ。

「でも。うん。そうよね。年末年始は何かと物入りだもんね。バイトの一つや二つぐらいしなきゃね」

「ナナさん？　何の話をしているのか全然わから――」

「大丈夫。私ってこう見えて金のかからない女だから。プレゼントなんて何でもいいの。大切なのは気持ちだもん。マジで気持ちだけとかはありえないけど。あ、でも、ごめん。毎年イブは家族で過ごすことになってるから、次の日でもいい？　いいわよね？　クリスマス当日だもんね。ヨシローくんもちゃんと空けておくのよ？」

　……ダメだ。話の展開が早すぎてついていけない。

「わかったの？」

「は、はぁ」

「返事は『わん』でしょ？」

「……わん」

　さあ帰りましょ、とエンジェルが腕を組んできた。どうやらナナさんはクリスマスプレゼントの話をしていたようだ。……あってるよな？　釈しやく然ぜんとしない部分は多々あるけれど姫がとっても上機嫌なので、良しとしよう。

　それにしても。この妖よう精せいと本当にクリスマスデートなんかできたら、幸せだろうなぁ。クリスマスバージョンでおめかししたナナさんはサンタも土下座するほど可愛かわいいだろう。

　てなことを考えていたら頭の中が沸ふつ騰とうしそうになった。そこへ追い打ちをかけるように隣にいる天使が上目遣いで、

「イブの夜からにするぅ？」

　と、猫なで声で囁ささやいたから、茹ゆだりきった頭が今度こそ爆発するかと思った。



　その日の夜――。



　俺おれはオシャレなスーツを着て、ベンチに座っていた。

　隣には、真っ赤なコートと、もはや「エグいっす」という表現しか出てこない強烈ミニスカートを身にまとったナナさんがいる。

　場所はどこかの山。その山の頂上付近にある展望スポット。

　空には満天の星が輝き、眼下には星空にも負けず劣らずの美しい夜景が広がっている。

「な、なにこれ？」

　ナナさんは動揺を隠せずにいる。が、俺は慌てなかった。

「またか……」

「どういうこと？」

「これ、夢です」

「夢って……ジャングルの時と同じアレ？」

「さすが。飲み込み早いっすね」

「てことは、これはヨシローくんが想像した世界？」

「だと思います」

　ここまで具体的な妄想はしてないつもりだけど、まあ、似たようなものか。

「ふぅん……」

　と、ナナさんは甘ったるい声を出しながら夜景を眺める。そして、星空も白旗を揚げるほど神々しい笑みを浮かべた。

「悪くないじゃない」

　確かに、俺の妄想にしちゃ悪くない。一番の褒め所は天使の衣装だけど、デート場所もなかなかだ。ただ、強いて難点を挙げるとすれば……

「寒っ」

　ナナさんがコートのファーで口元を覆う。さすがに真冬の山は寒い。

「ねぇ、さむいぃ～」

　駄々をこねるようにナナさんが腕を組んできた。コートを着てない分、俺の方が確実に寒いと思うんだけど……。

「あ、そうだ」

　妙案を閃ひらめき、俺は超能力を使った。

　指先に小さな炎が灯る。ゆらゆらと頼りなく揺れる炎はまるでキャンドルライトのようで、オシャレな雰囲気をさらにオシャレにした。

「どうしちゃったの？　ロマンチックすぎてヨシローくんじゃないみたい」

　お褒めの言葉を頂き、二人で身を寄せ合うようにして炎に手をかざす。

「この火、前よりも大きくなったと思いません？」

「全然」

「そ、そうっすか……」

「何で？」

「実は文化祭が終わってからも時々、練習してるんですよ」

「何で？」

「少しは真面目まじめに超能力者をやってみようと思いまして」

「何で？」

「ナナさん、さっきから『何で？』しか言ってませんよ……」

「ねぇ、何で？」

「どんな敵が現れてもいいように日々鍛錬を積んでおくべきだと」

「敵なんて現れたことないじゃん」

「そうですけど、これから先はわからないでしょ？　それに、敵とか関係ナシでも意味はあると思うんです。モモコさんがそう言ってました」

「お母さんが？」

「はい。力をもっと上手に使えるようになりなさい――って」

「……」

　ナナさんは急に物憂げでアンニュイな顔になった。天使でも悪魔でもない、時折みせる素の表情に。

「ヨシローくんって凄すごいよねぇ……」

　今日の（この世界の）彼女は本当に優しい。俺おれを褒めてばかりだ。

「どこがですか？」

「バカなとこ」

　褒めてるというのは勘違いでした。

「私、あれからお母さんと口きいてないもん」

「ええっ？　それはダメですよ」

「だってムカつくじゃん。ずっと騙だましてたんだよ？　ヨシローくんは頭にこないの？」

「ちっとも。モモコさん、悪気があったわけじゃないでしょ？」

「ほら、そーゆーとこよ」

「どーゆーとこ？」

「バカだから理屈じゃなく感情とか感覚で理解するでしょ。私は頭がいいからそういうのできない」

「……あの、一応お尋ねしますが、褒めてます？」

「ベタ褒めよ」

　む、むずかしいなぁ。

「あとアレもそうよ、えっと、何だっけ？　私とヨシローくんの子供の名前」

　ナナさんとの子供とは決まってないんだけど。

「プチです」

「そう。そのプチの話にしてもさ、あんなの普通は信じないわよ。探せば穴なんていくらでも見つけられるのに、ヨシローくんは何も考えず鵜う呑のみにするでしょ？」

「ペロッと鵜呑んじゃいましたね」

「たまにヨシローくんが羨うらやましくなる。あとニーナも。バカな人にしか見えないものってあるのよね、きっと」

　いつの間にか俺おれとナナさんも真面目まじめな話をしている。この世界はそういうのが流は行やっているのか？　ならば、滅めつ多たにない機会なので便乗させてもらおう。

「ナナさんでも誰だれかを羨ましいとか思うんですね」

「ごくごくたま～に、ね」

「二ふた葉ばのこともですか？」

「誰それ？」

「……」

「ったく、何でアイツの名前が出てくるかなぁ……」

「ご、ごめんなさい」

「………まあ、アイツのこともほんの少しは羨ましいわよ。ホント、ナノ単位だけどね」

　菜の田に？　何だろう、それ？

「あのチビ、頭いいくせにバカでしょ？　バカってゆーか不器用でしょ？　そういう意味じゃヨシローくんに近いものがあるからさ」

「ナナさんは器用ですもんね」

「そうなの。器用すぎて器用貧乏なところが……って、誰が貧乏よ」

「おおっ、ノリツッコミ」

　スパンと頬ほおを叩たたかれた。その手のひらにはノリツッコミした恥ずかしさと宿敵を褒めてしまった腹立たしさが込められていた。

「ナナさん、ダメですよ」

「なによ、ちゃんとパーで叩いたでしょ」

　グーでもパーでも人を叩いてはいけません。

「そうじゃなくてですね……器用で頭がよくて美人で誰からも羨まれる存在、それが管かん崎ざきナナさんです。俺なんかを羨ましいと思っちゃダメです。そんなのナナさんじゃないっす」

　ナナさんは素の表情をさらに崩した天使らしからぬ顔でしばらく俺を見つめる。

「……そ、そうよね。うん。てゆーか、言われなくてもわかってるわよっ」

「それならいいです」

　フン、と鼻を鳴らして、ほんのり紅潮した顔を背ける。この人は本当に表情が豊かだ。まだまだ色んな顔を隠し持っているだろう。そのすべてを見られるヤツがいるのならば、そいつこそ羨ましい。

「ヨシローくん、休みの日は何してるの？」

　ナナさんは頬ほおが白くなるのを待ってから、ふりだしに戻るような質問をしてきた。

「ですから、バイトを」

「それ以外で」

「掃除とか洗濯をします」

「それ以外」

「天気のいい日は朝から釣りに行ったり、テレビで将棋番組を観たりしてますね」

「それ以外」

「落語のＣＤやＤＶＤを――」

「もう！　そうじゃなくて！」

　何がこのお方の逆げき鱗りんに触れているのか、さっぱりわからん。

「バイトも家事も趣味もいいけど、もっと他にすることがあるでしょ？」

「……あっ！　マンションの自治会に顔を――」

「違うわよっ！　そんなもんに顔出さなくてもいいの！」

　そんなもんってことはないし、顔も出すべきだよな？

「私とデートでしょ！　こんなに可愛かわいい子をほったらかしにして落語なんか聴いてる場合じゃないでしょ！　こんなの常識でしょ！」

　そうなの？

「別に、こんなオシャレじゃなくても、どこでもいいんだから、たまには誘ってよ……」

　ナナさんは恥ずかしそうに、それでいて悲しそうに、口を尖とがらせる。それもまた初めて見る表情で、俺おれの心臓はドクドクと鼓動を速める。

「――あれ？　何だこれ？」

　速すぎる鼓動が心配になって胸を押さえたら、スーツの内ポケットに何か入っていた。取り出してみると、リボンの巻かれた小さな箱だった。

「あら、プレゼント？」

「そういうことになるんですかね？」

　箱の中には指輪が入っていた。

「わぁ……」

　天女といえども宝飾品の類たぐいには弱いようだ。ま、それぐらい素敵な指輪ではあるな。

「はい」

　と、ナナさんが指輪を俺に渡してきた。そして、すっと左手を広げた。

「何ですか？」

「して」

「わ、わかりました」

「違うぅ。その指じゃなくて、こっち」

「うへっ？　でも、左手の薬指って――」

「返事は？」

「………わん」

　白魚の指に、その薬指に、震えながら指輪を通した。

　この時の彼女がどんな表情をしていたのかは、わからない。

　わかったのは、ナナさんの手もかすかに震えていたということだけだ。



　目が覚めた――。

　俺おれは自宅のトイレで眠っていた。便座を抱きしめて眠っていた。どうやら用を足そうとした時に『夢の中』に連れて行かれたようだ。ズボンまで脱いでしまっていたら、朝一で号泣したことだろう。目覚めとしては最悪に近い。

　が、気分は悪くない。それどころか、夢のことを思い出すと胸がポカポカとしてくる。頭もフワフワする。頬ほおがだらしなく緩ゆるむ。

　ナナさんはといえば、非常にご機嫌がよろしかった。朝からエンジェル全開で、組んでくる腕の力が普段の三倍は強く、曲がり角で二ふた葉ばと合流してもデビルにならない。手作り弁当のメニューは俺の大好きなハンバーグだった。あまりにも優しい彼女に物足りなさを感じてしまうことには若干の不安を覚えるけど、胸の温度がぐんぐん上昇して、まともにナナさんの顔を見られなかった。

　柊ひいらぎちゃんに注意をすることも忘れていた。



    

  
    
      



    

  
    
      

　その日の夕方、部屋にニーナが遊びにきた。

　正確には、俺おれが家に帰るよりも先にニーナが俺の部屋に帰っていて、

「いらっしゃい。遠慮せんとあがって」

　と、八重歯の輝く太陽の笑顔で出迎えてくれた。

「……う、うん。ここ俺の部屋だけどな」

「まあまあ。細かいことはエエやん。それよりも……」

　ニーナは唇を斜めに吊つり上あげて、フッフッフとニヒルな笑みを浮かべる。

「何だよ？」

「じゃーん！」

　と、隠し持っていたものを見せてくれた。

「ああっ！　コレは！」

　それは超人気ＲＰＧゲームのソフトだった。

「手に入れたのかっ！」

「手に入れたぞ！」

「でかした！」

「でかしたった！」

「んじゃ早速、行きますか？　冒険に」

「いやいや。まずは準備ですよ、ヨシローさん」

「さすがニーナさん、わかってらっしゃる」

　俺とニーナはムッフッフとニヒル笑いをして、コンビニに向かった。

　テーブルにスナック菓子とジュースと夕食用の弁当と夜食用のカップ麺めんを置き、万全の準備を整えたところで、二人並んでテレビと向き合う。

「ほな、行こか？」

「行っちゃいましょう」

　というわけで、ゲームスタート。ニーナが操作をして、俺が鑑賞＆口出しするいつものスタイル。二人であーでもないこーでもない、ぐふぅ、ぎゃうう、と言いながら、夕飯を食べるのも忘れて盛り上がる。

　コントローラーをブンブン振り回すニーナを眺めていると、こんな子がいるんだな、とつくづく思う。底抜けに陽気で、抜群に可愛かわいくて、胸も大きくて……。それこそゲームやアニメの中にしかいないような女の子。存在そのものがファンタジーだ。そんな子が俺と一緒に遊んでいる。なんだか夢でも見ているような気分になってくる。



　なんてことを考えてしまったので――。



　俺は薄手のみすぼらしい服を着て、右手には今にも折れそうな木の棒を持って、だだっ広い草原に立っていた。

　隣にはニーナがいる。黄金色の髪に黒い三角帽子をのせていて、右手には剣、左手には斧おのを持ち、ドレスは聖なるオーラが漂う羽は衣ごろもというイカサマじみた格好をしている。

「な、なんやこれ？」

　ニーナは戸惑っているけど、俺おれはもう慣れてきた。

「夢だよ」

「ジャングルの時と同じアレか？」

「おぉ、飲み込みが早すぎてニーナらしくない」

「さっすがヨシロー、オモロイこと思いつくなぁ」

「お、おうよ……」

　ここまでハッキリとした世界は思い浮かべていない。おそらくゲームのイメージがそのまま反映されたのだろう。にしても、俺の装備……。

　ぴょん、と目の前で影が躍った。それは（おそらく）日本で一番有名なザコモンスターだった。

「うわあ、ニーナ見て見て！　生スラ●ムだあ。超かわいいよ～」

「せいっ！」

　撫なでてあげようとしたス●イムが爆発して細切れになった。ニーナがどこからか出してきた杖つえで魔法を放っていた。

「か、可哀想かわいそうに……。すごく仲間になりたそうな目をしていたぞ、アイツ」

「甘いなヨシロー。ここは弱肉養よう殖しよくの世界やで」

「強食な。あと、その杖は反則にもほどがあるぞ」

「ここめっちゃおもろいな！　次はどいつや？　どっからでもかかってこんかい！」

「やる気なのはいいけど、俺はもう少しマシな装備が欲しい」

「ほな、村に行こ」

「村？」

「あそこに見えてる」

　草原の外れに、それらしきものが見える。

「よし。じゃあ、行こう」

　目的地を定さだめて歩き出した矢先だった。ゴゴゴゴ、と背後から凄すさまじい威圧感が襲ってきた。もしかして、さっき倒したスライ●の親玉っぽいのが……怖々と振り返る。

　どでかいドラゴンでした。

「う、う、うわあああああああ！」

　一も二もなく逃げだした――のに。

「とうりゃっ！」

　イカサマ勇者が無謀にも戦いを挑んでいた。そして、ワンパンチで弾はじき返された。ごろごろと転がって元いた位置に戻ってきたニーナは、

「きゅぅぅ」

　と、面白いけどかなり危ない音を出した。慌てて駆け寄る。

「ニーナ、大丈夫か！」

「か、勝てると思った……」

「何で？　アイツどう見てもボスじゃん。ラスボス級じゃん」

　そうこう言ってる間にもドラゴンが接近してくる。一歩一歩は遅いけど、歩幅が異様に大きくて、歩く度に地面が揺れる。

　俺おれはニーナを背中におぶって、全速力で村を目指す。

「そうだっ！　ニーナ、超能力！　今こそテレポートだ！」

「ＭＰが足りん……」

「やっぱりそういうシステムなの？　さっきの爆発魔法か？　あれ一発でか？」

「最強魔法やったからなぁ」

「あんなザコに使うな！」

「あははは」

「何で笑うんだよ！　かなり高い確率で死にかけてるんだぞ、俺たち！」

「だって、楽しいねんモン」

「た、楽しいことは楽しいけどさ……」

「よっしゃ。もう一回チャレンジしてくる」

「ダメだってば！」

　後ろからボスモンスターに追われているのに、次から次へと笑いがこみ上げてきた。

　ニーナと一緒だといつだってこうだ。どんな場面でも笑いが巻き起こる。

　ドラゴンとの駆けっこに辛かろうじて勝ち、奇跡的に村へと辿たどり着ついた。

　村――だと思った（外観もそう見えた）のに、そこにあったのは、現実世界の俺たちが住む街から一番近い都会だった。

「なんや、もう終わりか……」

　なぜか落胆するニーナをよそに、俺は「妙だな」と首を傾かしげる。こんなことは想像していない。助かりたい一心が反映されたのか？　いや、そもそもドラゴンなんて……

　背後からゴゴゴゴゴと音が聞こえた。振り返る。ドラゴンいた。

「キタ――――っ！」

「来ちゃダメ――っ！　てか、喜ぶな――っ！」

「ウチら完全にロックドンされてるな」

「オン！　ロックオン！」

「それそれ～」

　ドラゴンがビル群をなぎ倒して道交法ガン無視で接近してくる。

「わわっ、ちょ、マジでどうする？」

「落ち着けヨシロー。こういう時は宿屋や」

「なるほど」

　宿屋は聖域。それがＲＰＧの不ふ文ぶん律りつ。そこも無視ならお手上げだ。

「でも、宿屋って？」

「あそこ」

　ニーナが指さしたのは、ピンクやオレンジの禍まが々まがしいライトが輝く大人の宿屋だった。

「……あそこはちょっとマズいんじゃないかな」

「なんで？」

「なんでって……俺おれたちまだ未成年なんだし……」

「ウチ、前から入ってみたかってん」

「ニーナさん、あそこが何かわかってる？」

　ドラゴンが近づいてくる。ぎゃーすかぎゃーすか鳴いている。超うるせぇ。

「ええい！　仕方がない！」

　ニーナを背負ったまま、大人ホテルのゲートをくぐった。

　すると、そこには俺の部屋があった。

「………もう本当にわけがわからん」

「今度こそ終わりかなぁ……」

　なぜかなぜなのか落胆するニーナがベッドに寝転がる。

「まだ終わってないみたいだぞ。俺たち、服がそのままだ」

「あ、ホンマや」

「でも、もう外に行くのはやめよう。命がいくつあっても足りない」

　残念そうではあるもののニーナは納得してくれた。そして、すぐ気づいた。テーブルにゲームソフトが山積みになっていることに。

「うわ、うわっ。これ全部欲しかったヤツやん。最高！　ヨシロー最高！」

　ニーナは跳び起きて、ゲームを始める。環境への順応性が並外れているな、この子は。かく言う俺もベッドに腰を下ろして鑑賞モードに入っている。

　さっきまでと打って変わって、まったりとした時間が流れる。これはこれで落ち着くんだけど、夢の中でもいつものようにゲームをしているのが勿もつ体たいなく思えてきた。

「ニーナは卒業したらどうするんだ？」

「お？　なんやえらい真面目まじめな話やな」

「うん。せっかくだから」

　ニーナは金髪をなびかせて軽やかに振り返り、ニッと笑みを浮かべた。

「卒業したらヨシローと結婚」

「え？」

　ってのも変か。そういう関係だもんな、俺たち。

「――のつもりやってんけど、こないにたくさんエスパーが集まるなんて思ってなかったからなぁ」

「俺おれとのことは今は置いておくとして、やりたいこととか夢とかないの？」

「夢か……そうやなぁ……う、う～ん……夢かあ……」

「ニーナちゃん、湯気。頭から湯気がでてるよ」

「アカン。な～んにも思いつかん。ヨシローは何かあるん？」

「俺？　俺はアレだよ……ほら、あの………う、ううん……」

「湯気でてるよ」

「……俺たち、実は結構ヤバいんじゃないか？」

「大丈夫。夢なんかなくってもお腹なかは減らん」

　あっ……。これか。

　ナナさんの言っていた意味がわかった。俺には見えないけど、ニーナには見えている。バカにしか見えないものが。

「ま、これからどうなるかわからんけど、どうなっても日本には残るつもりやで」

「イタリアには帰らないのか？　むこうにも友達いるんだろ？」

「おらんよ」

「またまた。それは嘘うそだろ」

「嘘ちゃうよ。ウチ、イタリア語あんまり喋しやべられへんからな。それでも笑わしたろ思って体張ってボケても誰だれもツッコんでくれへんし。多分、むこうにいる知り合いはウチのこと大人しい子やと思ってるんちゃうかなぁ」

　そこまで聞いてもまだ信じられなかった。

　俺は、ニーナのほんの一部分しか知らないのかもしれない。ファンタジーの裏側にある切実なリアルが見えていないのかも。やっぱり俺はニーナとはタイプの違うバカだな。

「せやからな、日本が大好きやねん。友達たくさんできたし、ライバル出現にはめっちゃ焦ったけど、みんなエエ子やしな」

「そっか……」

「でもでも、やっぱりヨシローが一番や。ヨシローほど気が合って、笑いのツボも一緒でボケもツッコミもできる人は世界中どこにもおらん。最高の相方や」

　嬉うれし涙がこぼれそうになった。喉のどの奥にこみ上げてくる嗚お咽えつを堪こらえ、

「ありがとう」

　と言うのが精一杯だった。

「なあ、ヨシロー」

「ん？」

　ニーナが太陽の笑顔を消して、じっと見つめてきた。その碧あおい瞳ひとみは憂うれいを帯びていて、どこか物悲しい深みがあった。それがとても美しかった。

「これからもずっと一緒に遊んでくれる？」

「……」

「ずっとずっとずっとずっとウチの相方でいてくれる？」

　どう答えるべきか、迷った。ニーナがどういう意味で言っているのかも、わかりかねた。

　それなのに。

「当たり前だろ」

　俺おれの口はそんなセリフを紡いでいた。

「ありがと！」

　不安な曇り空に再び太陽が昇り、ニーナは飛びついてきた。で、押し倒された。

「ちょ、ちょっと待て、なにを――」

「これはもう、おサルになるしかないやろ」

「何でそうなるんだよ！」

「おサッル～♪　夢の中でサルルル～♪」

「サルルル～じゃない！　ふ、服を脱がすな！」



　翌日――。

「佐さ々さ木きくん？　どうしたの？」

　休み時間、教室の机で突っ伏していた俺にヒカルが声をかけてきた。

「顔色が悪いよ？　大丈夫？　何かあったの？」

「……うん。ちょっとな」

「なになに？」

　ヒカルの問いかけを無視して、ちらっと教室の中央に視線を動かす。親衛隊に囲まれてキャッキャ騒いでいるニーナがいる。

　二匹のおサルが誕生する直前で現実に戻ってから、ニーナの顔もまともに見られない。ベッドに忍び込んでくるニーナを大おお袈げ裟さに拒み、結局、自主的にトイレで寝た。そうでもしなければ、理性のタガが外れてしまいそうだった。

　視線を前席に動かす。

　ヘッドフォンで音楽を聴いている二ふた葉ばとも、あれからロクに会話をしていない。二葉も俺に話しかけてこない。

　壁を越えて隣のクラスを透視する。

　ナナさんはあれから毎日、俺の好物入り弁当を作ってくれる。でも、味がしない。味がわからない。食欲もいまいち湧わかない。

　胸のポカポカがいよいよ大変なことになってきた。モヤモヤもする。ザワザワもする。息苦しい。何十回と深呼吸をしてみても治らない。悪い気分というわけではないけれど、スカッとしなくて滅め入いる。なんとも表現しにくい倦けん怠たい感かんに包まれる。

「本当に大丈夫？」

　ヒカルが心配そうに覗のぞき込こんでくる。

　この元・美少年は、天に昇る龍りゆうを叩たたき落とす勢いで男子からの人気が爆発中だ。もはや実の姉である女神様をも超えているかもしれない。

　そりゃそうだ。なんせナナさんと瓜うり二ふたつのルックスにＣカップと性格のよさが加わるのだからな。ある意味、無敵だよ。

「……ヒカル、お前は本当に優しいな」

「そんなことないよ。普通だよ」

「そのうち菩ぼ薩さつにでもなるんじゃないか？」

「ダ、ダメだよ、佐さ々さ木きくん。そんなこと考えたら菩薩に『変身』しちゃうかも」

「……いや。それは大丈夫なんじゃないかな」

「それは？」

　変身はしなくても、アレにはなるかもしれない。

　あぁ、そうだ。柊ひいらぎちゃんを注意しに行かなきゃ……まあいいか。動くの面倒だ。

「ね、ねえ？」

「ん？」

　ヒカルは心配そうに見ていた目を逸そらし、指先をモジモジと遊ばせる。

「ほ、保健室に行く？　ボ、ボクも、なんとなく体調が優すぐれないから、一緒に……」

「……君はホントに無敵だな」

「え？」

　その日、俺おれは一日中ぐったりとしていた。



　もう予想がついているとは思いますが――。



　俺は保健室のベッドで寝ていた。服装は学校の制服。そして、

「あ。起きたんだ？　具合はどう―――って、うわっ、なにこれ？」

　白衣を身にまとったヒカルが現れた。ヒカルは混乱の極地にいるけど、俺はものぐさな態度で寝返りを打つ。

「あー、これ夢だから」

「夢？」

「ジャングルの時と同じアレだよ」

「ジャングルって？」

「そっか。お前は知らないんだな」

　ざっと説明をした――。

「――つまり、ここは佐々木くんが想像した世界ってこと？」

「そうだ。と思うんだけど……」

　どうもしっくりこない。場所が保健室というのはまだ許容範囲内だけど、ヒカルが菩薩じゃないのはおかしい。菩薩じゃなかったとしても、後光の一つや二つは差しててもいいはずだ。ところが、ナースときたもんだ。……そう、花のように可か憐れんなナースなんだ。

「……その格好、可愛かわいいな」

　白衣に白タイツか……我ながらいい趣味してやがる。似合うとか似合わないではなく、白衣の持つ優しく母性的なイメージがヒカルのイメージと重なる。一致する。

「そ、そう？　すごく恥ずかしいけど……」

「本当に可愛かわいい。可愛すぎてちょっと引く」

「引かないでよ」

「お前の場合、すべてにおいて手抜きするぐらいが丁度いいぞ」

「よ、よくわかんないけど、佐さ々さ木きくんがそう言うなら、そうするよ」

　まあ。なんて健けな気げな子なのかしら。

「それで、今から何をすればいいの？」

「何もしなくていいよ。そのうち元の世界に戻るから」

「えぇー、そんなのつまんないよぉ」

「駄々をこねるな。また強烈に可愛くなってるじゃないか」

「そ、そんなに可愛い可愛い言われると、ボク、困るよ……」

　指を遊ばせ、俯うつむいて赤くなった頬ほおを隠す。完かん璧ぺきな恥じらい方である。ちくしょう、どこまで可愛けりゃ気が済むんだ。生意気な白ゴボウはどこ行った？

「ま、何もしないのもヒマだし、とりあえず真面目まじめな話でもしよっか」

「真面目な話？」

「せっかくだから。なんつーか、ブームだから」

「うん。いいよ。しよう」

「おう」

　………。

「さ、佐々木くんからどうぞ」

「特にない」

「えー……」

「ヒカルは？」

「………。き、急に言われても出てこないね」

「だろ？」

「つ、次！　次は何する？」

「もういいよ。大人しくしとこうぜ」

「ダメ。なんだか勿もつ体たいないよ」

「お前は初めてだからそうかもしれないけど、俺おれもう飽きてきちゃったよ」

「じゃ、じゃあ、何でもいいから佐々木くんのしたいことをしよう！」

「……俺にそういうこと言っちゃダメだぞ」

「どうして？」

「すーぐ変なこと考えるから。ダメなサルまっしぐらになっちゃうから」

「変なことって？」

「だ、だから、それは……」

　このシチュエーションで変なことといったら……ひとつしかないだろ。

「もしかして……お、お、お医者さんごっこ、とか？」

　ビンゴ！

「ち、違うよねっ、そんなわけないよね、あぁ、ボクなに言ってるんだろう……」

「ヒカルは少しもおかしなこと言ってないよ」

「せ、正解だったの？」

「でも、したいというだけでするつもりはないぞ。いや、したいと思っている時点で人として終わってるけどな」

「……………する？」

　どういう意味があるのか、ヒカルはそっと白衣の襟えり元もとを握った。艶なまめかしいその仕草で俺おれの中の荒々しい何かが産声をあげる。サル覚かく醒せい。

「するかしないかで言うと、具体的な設定はどうするのかという話になる」

「……ごめん。意味がまったくわからないよ」

　俺も俺がわからない。もう自分が見えない。

「つまりナースと患者なのかそれとも看護師と開業医なのかを決めた方がいいぞと天国の両親からたった今連絡が入ったような気がするんだけどどうですか？」

　どうもしねぇよ。なんだよコイツ？　腐ってるよ。

「ええええっ？　そ、そこまで本格的なのはちょっと……」

「何事もやるからには全力を尽くせ」

「さ、さっきは手を抜けって――」

「はい。今日は如何いかがされましたか～？」

「え？　もう始まってるの？　てゆーか、患者？　ボク、患者役に決まったの？　って、佐さ々さ木きくん！　そ、そそそれは！　聴診器はさすがに―――」



　……死にたい。超ちよう弩ど級きゆうウルトラ自己嫌悪が止めどない。心音を聴こうとした直前で現実に戻ってきたからといって許されるはずもない。

　ヒカルの顔も（色んな意味で）見られなくなった。

　他のみんなとも、ぎこちない。医者役を買ってでたくせに胸の違和感の原因も治療法もわからない。まあ、医者でも何でもないしね。

　違和感の原因はともかくとして、連夜の夢旅行の原因は取り除かなければならない。

　渡り廊下でエスパー女教師を見つけた俺は、猛スピードで駆け寄った。

「柊ひいらぎちゃん！」

「は、はいっ……」

　子こ鹿じかのバンビが小さく縮こまってしまった。眼鏡めがねの奥は早くも滲にじみ始めている。怯おびえるその姿が、愛らしい。なんというか、言葉はよくないけど、そそられる。このまま手乗りサイズになるまでいじめてから、嘘うそだよ、と微笑ほほえんで頭を撫なでてあげたい。……うーん、最低の発想だ。俺おれ、まともな大人になれるのかな……。

　おほん、と咳せき払ばらいをして気を取り戻す。

「柊ひいらぎちゃん……いいや、ここはあえて先生と呼ばせてもらいます」

「な、なんで、すか……？」

　震えるバンビとっても可哀想かわいそうだけど、厳しくいきます。

「ここのところ毎日『念写』してるでしょ？」

「え、あ、はい……」

「もう……全面禁止とまでは言いませんが、ほどほどにしてくださいよ。毎晩、頭の中を丸裸にされたら困ります。俺にだって一応、プライバシーが――」

「ふぇ？」

「ふぇ？　じゃありません」

「ど、どうして、佐さ々さ木きくんが裸に……え？　どうして……？」

「いや、実際に裸になったりはしませんよ。頭の……って、聞いてますか？」

「あっ……！」

　と、柊ちゃんは持っていた教科書を廊下に落とした。

　そして、草食動物が初めて俺に険しい目を向ける。

「な、なんですか？　逆ギレですか？」

「そうです！　逆です！」

　ん？　ギレが抜けてない？

「今日の夜、時間ありますか？　なくてもつくってくださいね。大事なお話があります。私の部屋に八時でいいですか？　いいですね？　わかりましたか？」

「……ふぇ？」

「ふぇ？　じゃありません！　わ・か・り・ま・し・た・か？」

　何がなんだかさっぱりわからないけど、一つだけわかったことがある。

　草食動物も怒ると怖い。



　指定された時間より三十分早く、柊ちゃんの住む高級ホテルに着いた。スタッフさんの中には俺の顔を覚えてくれていた人もいて、会釈で軽く挨あい拶さつをしながら最上階を目指す。

「わぁ、本当に来てくれたんですね」

　と、笑顔で出迎えてくれた柊ちゃんは、胸元がざっくりと開いたセーターを着ていて、身長差があるからどうしても際きわどい角度で見えてしまう。目のやり場に困る。

　しかし、目を逸そらそうにも部屋の至る所に与よ四し郎ろうくんグッズが溢あふれているので、本当に困る。写真、ポスター、与四郎くん人形に与四郎くん抱だき枕まくら……。

「これも可愛かわいいでしょ？」

　と、与四郎くんストラップを見せてくれた。

「うわあ、とっても可愛かわいいですね」

　というのは大おお嘘うそだ。あぁ、やっぱり来るんじゃなかったかな。

「柊ひいらぎちゃん、大事な話って何ですか？」

「佐さ々さ木きくん、料理はお肉でいいですか？」

　聞いちゃいねぇな。ま、お腹なかもすいているし、食事しながら聞くとするか。

「ピーマンとニンジン抜きでお願いします」

　ディナータイムとなった。肉料理以外にも、オマール海え老びのナントカ和あえ、とか、フンフフンの冷製スープ、とか、フォアグラがどーしたとか……難解な料理名がずらりと並ぶ超豪華フルコースだった。味も文句なしの絶品。天使の手料理にも匹敵する。

「こ、こうしていると、ふ、ふ、夫婦みたい……」

　といった内容のことをバンビが何度も呟つぶやいてる。

　夫婦みたいかどうかはさておき。仮に柊ちゃんと夫婦になったなら、毎晩こんな料理が食べられるのだろう。卑しい考え方かもしれないが、一人暮らしとアルバイトを経験した今、それがどれほど素晴らしいことなのかわかるようになってきた。加えて、お嫁さんがこんなにも愛くるしい人なら男として本ほん懐かいを遂とげたといっても過言ではないだろう。

　……いかんいかん。こんなこと考えてるとまた変なことになってしまう。

「あの……『念写』のことなんですけど……」

　と、柊ちゃんから本題に入ってくれた。

「えぇっと……どうしようかな……とりあえず、これを見てください」

　ベッドの上、与よ四し郎ろうくん抱だき枕まくらの近くに別のぬいぐるみがいくつかあった。柊ちゃんはトテトテと小走りでそれを取りに行って、間近で見せてくれる。

　他の女性超能力者のぬいぐるみだ。と思う。

　黒髪に栗くり毛げに金髪、と一応の特徴は捉とらえているけど、まっったく似てない。与四郎くん人形と比べると、リーガエスパニョーラと草野球ぐらいの差がある。

「そっくりだと思いませんか？　自信作なんです！」

「そ、そうですね……」

　この人、眼鏡めがねを直した方がいいんじゃないかな。

「で、これがどうかしましたか？」

「はい。これを作るために『念写』をしたんです」

　と、今度は数枚の写真を見せてくれた。そこに写っていたのも他の女性陣で、おそらくこの写真を参考に人形をつくったものと思われる。

「わざわざ念写しなくても、写真撮らせてと頼めばいいじゃないですか？」

「そ、そんな、できません！　頼んだとしても『あぁん？』とか『なんで撮らせなアカンねん』とか『……イヤ』とか言われるだけです。撮らせてくれるのはヒカルさんだけだと思います……」

　その通りかもしれない。関係ないけど、柊ちゃん物まね上手だな。

「つ、つまり、こういうことです」

「わかりました」

「ち、違います、わかってないです！」

　バンビが首と手を左右に振る。なんだか乳児向けのオモチャみたいで愛らしい。

　そのオモチャがとんでもないことを口走った。

「わ、私が念写したのは佐さ々さ木きくんじゃありません。私は、木き元もとさんと管かん崎ざきさんとニーナさんとヒカルさんを念写したんです。だから、逆なんです！」

　………。

「あはははは。今日のバンビは本当におもしろいや」

「ど、どうして笑うんですか？　あと、バンビって何のことですか？」

「バンビというのは柊ひいらぎちゃんのあだ名ですよ。僕が考えたんですよ。可愛かわいいでしょ？」

「え、あ、はい……可愛いです。嬉うれしいです」

　………。

「そ、そうじゃなくて！　どうして笑うんですか？」

「だって、冗談を言うから」

「冗談じゃないです！」

　いやいや。バンビの言うことが本当ならば、あの『夢』は俺おれの妄想ではなく、彼女たちが想像した世界だということになる。

　んなバカな。

　じゃあ何かい？　夜景の綺き麗れいなスポットも大草原も保健室もすべて、彼女たちが望んだものだというのかい？

「それはありえませんよ」

「あ、ありえますよ。第一、念写した本人が言ってるんですから」

　いやいやいやいや。

　エグいミニスカートもイカサマ装備も白衣＆白タイツも彼女たちの妄想？

　ない。それはないって。百万歩譲ってそうだとしても、アレばっかりは違う。

　エプロンと背広だ。玉子焼きと麻酔銃だ。一緒に寝よう発言だ。

　あんなことを二ふた葉ばは想像しない。

　木元二葉があんな想像をすることは天地がひっくり返ってもありえ……ない？

　本当に？

　天地がひっくり返っていたとしたら？

「何があったんですか？」

　エサを蓄えるリスみたいに頬ほおを膨らませた柊ちゃんが、ずいっと顔を近づけてきた。

「な、何とは？」

「知ってます。また私の能力が変な風になって変な世界に行ったんでしょ？　そこで何があったんですか？　みなさんと、ふ、二人きりで、何をしてたんですか？」

「それは……」

　指輪とサルルル～とドクター与よ四し郎ろうと……む～り。言えるわけな～い。

「何ですか？」

「ん？」

「何ですか？」

「あ。この海え老び、美お味いしい。爪つめも立派で、生前はさぞかし立派な武将海老だった――」

「とぼけないでください！　武将海老って何ですか！」

「べ、別に何もしていませんよ」

「嘘うそです！　ど、どうせ、デートとか、一緒に寝たりとか、えええエッチィこととか……エッチィのはないかもだけど……で、でも、ニーナさんならやりかねないし……」

　女性の勘はつくづく恐ろしい。

　バンビはつぶらな瞳ひとみいっぱいに涙を滲にじませる。というか、泣いている。

「ずるいです！」

「え？」

「わ、私だけのけ者なのずるいです！　ずるずるです！」

「ずるずるって……。まあ、そんなに怒らないでくださいよ。今はこうして二人きりなんだし。ね？」

　宥なだめるつもりで言った言葉がバンビの眼鏡めがねをキランと光らせた。

「佐さ々さ木きくん、今日、泊まっていきますか？」

「はいぃ？」

「今日、泊まっていくんです。佐々木くんは」

「……ごちそうさまでした。もう遅いし、僕、そろそろ帰ります」

　席を立った瞬間、赤ん坊のようなバンビの指が俺おれの服を掴つかんだ。

「佐々木くんは今日ここに泊まるんです。わ・か・り・ま・し・た・か？」

　草食動物が一日に二回も怒った。



　本音を言えば、泊まること自体はそんなに嫌じゃない。

　ずるいずるい、と泣き叫ぶバンビが可哀想かわいそうでもある。それに、柊ひいらぎちゃんにも『過去』で世話になっている手前、断るのは忍びない。

　ただ、心配なんだ。この部屋にいると俺の自制心は脆もろくなる。ずるずるになる。突然、与四郎くんグッズたちが愛いとおしくなってくる。多分、部屋に魔法がかかっている。前にも一度、危ない展開になった。今日もなってしまいそうで、とても不安だ。

　ぬいぐるみ作りを手伝いながら、横目でバンビを見る。幸せそうに裁縫をしている。

「……柊ちゃん、眠くないんですか？　もう日付変わっちゃいましたけど」

「眠たくないですよ。今日は朝まで大丈夫です」

「そうですか……」

　くそ、早く寝てくれよ。柊ひいらぎちゃんが眠ってしまえばこっちのものなのに……いや、変な意味じゃなくてね。

「さ、さ、佐さ々さ木きくんは？　眠たくないですか？」

「平気です。三週間は徹夜できます。すこぶる絶好調です」

「そ、そうですか……。眠たくなったら、私に構わずさっさと寝てくださいね」

「柊ちゃんこそ無理しないでください」

「む、無理なんかしてません。佐々木くんこそ無理していませんか？　ほら、瞼まぶたが今にも閉じちゃいそうになってますよ。今すぐ楽になったほうがいいんじゃないですか？」

「ああ、知りませんでした？　これが俺おれの基本形ですよ。いつもは全力で瞼を開いている状態です。だから問題ないです。それよりも、今すぐ楽になれとか言っちゃう柊ちゃんは問題だな～。相当、疲れが溜たまっているんだろうな～」

「そうですね。問題ですね。これは寝ずに反省するしかないですね」

「その反省会、俺も付き合いますよ」

「いえいえ、お気を遣わずに」

「いやいや」

「うふふ」

「あはは」

　こいつは長期戦になりそうだ。

　三時間後――。

　ソファにもたれているバンビがこくりこくりと船を漕こぐ。

　ぎゅっと拳こぶしを握った俺に、達成感と疲労感と虚むなしさが去来した。低レベルな争いに苦労して勝った気分だ。実際その通りだ。

　このやるせない気持ちを明日まで残しちゃいけない、と思い、寝る前に風ふ呂ろに入ることにした。我わが家やよりも広い浴室に入って、ゆっくり湯船に浸つかる。手足を伸ばして、おぅあぁ、とオッサンじみた声を出すと疲れも虚しさも湯水に溶けていくようだ。

「お、お邪魔します……」

「おうあぁあああっ！」

　柊一ひと美み先生がお風呂に入ってきました。湯船に頭を沈めて水中で方向転換する。ちらっと見えた柊ちゃんは、バスタオルを巻いた姿――ではなく、タオルで前を隠しているだけだったような……いやいや、そんなことよりも！

「ひ、ひ、柊ちゃん、ななな何をやってるんですかっ！　寝たんじゃなかったの？」

「一緒に入ろうかな……と」

「もう入ってるじゃないですか！　これはさすがに問題がありすぎます！」

「わ、私も、これはさすがにダメだなと思いました……」

　風呂に入る前に気づいてよ。浴槽に入りながら言わないでよ。二人で入っても体が触れあわずに済むのがせめてもの救いだ。幸か不幸かは微妙だけど。

「あ、私、眼鏡めがねしてないから大丈夫です。何も見えてませんから」

「ちっとも大丈夫じゃないです。俺おれ、両目とも２・０ありますから。下手すりゃ４・０はあるんですから」

　自慢してる場合じゃない、と湯船からあがろうとして――断念した。今、立ち上がるとＮＧだ。たとえバンビの視界に入らなくともそれはもう本当にダメだ。

「……柊ひいらぎちゃん」

「は、はい？」

「真面目まじめな話をしましょう。怖い話でもいいですよ。体の芯しんから冷えるようなやつを」

「こ、怖い話は苦手です……」

　だからこそ意味があるのだが、俺も怖い系は大の苦手なので真面目トークにしよう。

　こんな状況で何を真面目に話すことがある、と軽く自じ嘲ちようして、それでも必死に考えて、質問を思いついた。

「柊ちゃんはどうして教師になろうと思ったんですか？」

「うぅ………やっぱり向いてないですよね……」

「いや、そういう意味じゃなくて、柊ちゃんはお金持ちだから働かなくても食べていけるわけで……」

「小さい頃ころからの夢だったんです」

「夢？」

　最近よく出てくるな、この単語。

「………私、昔から人見知りが激しくて、お友達をつくるのが下手だったんです。それに自分の体質のことも知っていたし……だから、学校にいてもいつも独りぼっちでした」

「俺と似てますね」

「そうなんです！　初めて佐さ々さ木きくんを見た時から同じ匂においを感じていました！」

「う、嬉うれしい、なぁ……」

「でも、そんな私に声をかけてくれる人が一人だけいました」

「もしかして？」

「はい。担任の先生です。もちろん私だけに優しかったのではなく、みんなに優しくて、みんなから好かれていました。私も大好きでした。憧あこがれていました」

「それで教師になろうと？」

「……単純ですよね」

「そんなことないですよ！」

　つい大声を出してしまった。それぐらい感動した。

「この前、ニーナが言ってたんです。夢なんかなくてもお腹なかは減らない――って」

「ふふふ。ニーナさんらしい」

「はい。俺、ニーナは凄すごいなぁと感心しました。でも、柊ちゃんも凄いです」

「そ、そんな、私なんか別に……」

「夢のない俺おれからすれば、夢を持っているだけで凄すごいのに、それを叶かなえてしまうだなんてとんでもなく凄いですよ！」

「……佐さ々さ木きくんはこれから見つけて叶えればいいんです。時間はたっぷりあります」

「だといいんだけど、見つかりそうもないなぁ」

　ちゃぽん、と水面が大きく揺れて、背中に感じるバンビの気配が近づいた。

「じ、じ、実は、もう一つ夢があるんです、私……」

「へぇ。羨うらやましいな」

「で、でも、その夢は叶わないと思います……」

「どうして？」

「だって………と比べたら私、綺き麗れいじゃないし……みたいに可愛かわいくもないし……は大きいけど……よりは小っちゃいし……すぐ泣くし眼鏡めがねだし……おばさんだし……」

「柊ひいらぎちゃん、何を言ってるかちっとも聞こえないんだけど？」

「と、とにかく、無理なんです」

「大丈夫ですよ。一つ目の夢を叶えられたんだから、二つ目も大丈夫」

「………そうだと嬉うれしいな」

「自信持ってください。柊ちゃんなら絶対に叶えられます」

「……わ、私が叶えるというよりは……」

「え？　もう少し大きな声で喋しやべってもらえると――」

「独り言です」

「そうですか。ところで、もう一つの夢って何ですか？」

「……女の子なら誰だれでも抱く夢です」

　だからそれは何ですか、と尋ねても、内緒です、と最後まで教えてもらえなかった。

　ともあれ、真面目まじめトークの効き目は抜群で、いつ浴槽から出ても問題ない状態になっていた。が、浴槽から出ようとする心とは裏腹に、体がブクブクと水中に沈んだ。もともと俺はのぼせやすい質たちで、普段からあまり湯船に浸つかったりもしないのに長時間………

「さ、佐々木くん……も、もう少し傍そばに行ってもいいですか？　……佐々木くん？　……先にあがっちゃったのかな……」

　バンビが俺を発見するのが遅れていたら、湯船に土ど左ざ衛え門もんが浮かんだことだろう。

　後日、ニーナに「女の子なら誰でも抱く夢って何だ？」と訊きいてみたところ、

「パン屋さんやで」

　と、教えてくれた。柊ちゃんなら今すぐにでも叶えられると思うんだけどなぁ。



　――と。

　こんな風にして、俺は慌ただしくも楽しい日々を過ごしていた。

　この幸せな日々はもう少しだけ続く。

　だが、どうやら俺は平穏や安息というものから縁遠いらしい。



　柊ひいらぎちゃんの部屋で意識を取り戻したのは、朝になってからだった。その日は土曜日で、俺おれはバイトが入っていたので、そのまま仕事先に向かった。

　建設現場で鉄パイプの束やアクリルの板などをひたすら運ぶという、これまでで一番の過酷な作業をこなし、疲れた体を引きずるようして家に帰ったのは午後八時を回った頃ころだ。

　部屋のドアを開けると――

「「おかえり」」

　と、出迎えの声が重なって聞こえた。

　ニーナと、ナナさんが部屋にいた。

　これまでの流れから、俺はすぐに状況を把握する。

「……ああ、また柊ちゃんの――」

「夢じゃないわよ」

「え？　じゃあ、どうして……？」

　戸惑う俺をよそに、ナナさんはさらりとトンデモナイことをおっしゃった。

「私たち『未来』から来たの」

「……はいぃ？」



　佐さ々さ木き与よ四し郎ろうにとって最大の試練は、こうして始まった。



    

  
    
      

　二章　恋





　たとえば。

　純粋に誰だれかを好きになったことはあるか？

　純粋に二人の人を好きになったことは？

　四人とか、五人は？



　タイムスリップ経験者の俺おれが言うのも変だけど、目の前に突然「未来から来ました」と言う人が現れると、思考が停止する。もの凄すご～く理解に苦しむ。

　脳が活動を再開するまでの猶予もくれず、ナナさんから質問が飛んできた。

「４×７は？」

「……な、何ですか、突然？」

「いいから答えて」

「28です。いくら俺でもこれぐらいはわかりますよ」

「じゃあ、５の自乗は？」

「……５の事情？　それは生い立ちとか、実は６と仲が悪いとかそういうことですか？」

「江戸幕府第十五代将軍の名前は？」

「ルイ十四世……じゃない、十五世だ」

「ありがと。もういいわ」

　ナナさんはなぜか安心したご様子で、大きく伸びをした。

　ニーナはポンポンと俺の肩を叩たたいてきて、

「それでこそヨシローや」

　とか言いながら、うんうんと満足そうに頷うなずいている。

「あの、まるで話が読めないんだけど……」

「さっき言ったでしょ。私たち『未来』から来たのよ」

「……なぜ？」

「ヨシローくん、最近何か変わったこととか変な出来事とかあった？」

「……まあ、変じゃないことの方が少ないっすね。今もその最中ですし。というか、なぜ未来から来たのか教えてください」

「詳しいことは言えないのよ」

　その言葉にピンときたのは、タイムスリップ経験の為なせる業わざだろう。

「もしかして、タイム・バターライス的なことが理由ですか？」

「そういうこと」

　未来から来た人が過去の（現在の）人に未来の話をすると歴史が変わる可能性が出る。

いわゆる「未来話禁止ルール」だ。俺おれもこれには困らされたので、深くは問うまい。

　とはいえ。

「遊びに来たってわけじゃないですよね？」

「もちろん」

　と、ナナさんは答えたけど、ニーナはテレビゲームをしている。

「言える範囲でいいので、何をしに来たのか教えてください」

「ちょっとした調べものとヨシローくんに命令をしに来たのよ」

　命令とはこれまた物騒な……。

「今日から毎日、その日に何があったのか、どんな些さ細さいなことでもいいから覚えていて。いつか私が訊きくから、その時までちゃんと忘れないように。心配だったら日記でもつけておくことね」

「はぁ……」

「あ、やっぱり今のナシ。日記はつけちゃダメ。あー、でもそうなるとヨシローくんの頭じゃ覚えてられないか……んもう、ホントに面倒な頭よねぇ。さっきの質問の答えもいちいちツッコむのだるいから流したけど、４×7以外は間違いだからね。てゆーか、日本の将軍に何でルイがでてくるわけ？　６と仲が悪いとか言い出した時は宇宙人と会話してる気分だったわ。まあ、とにかくそういうことだから。わかった？」

　わかるわけがない。でも頑張るよ、俺。

「えっと……要するに、これから起こる出来事を覚えていればいいんですよね？」

「私が言ったことそのまま繰り返してどうすんのよ」

「す、すいません」

　部屋に無断で入っている人に家主が謝るのって、どうなんだろう？

「ヨシロー」

　と言って、ニーナがゲームの手を止めた。その直後、ふにゅふにゅと崩れるようにして床に倒れた。これはニーナの能力の副作用、瞬間時空間移動の代償だ。

「ああっ、大丈夫か！」

「んー……やっぱりこうなるなぁ……」

　照れ笑いのつもりかもしれないけど、とてもそうは受け取れない痛々しい笑みを浮かべ、ニーナは意識を失った。

「ナナさん！　タオルを冷やしてきてください！」

「う、うん！」

　指示しながらニーナを抱きかかえてベッドまで運ぶ。その体はホットプレートのように熱く、はぁはぁ、と荒い呼吸もまた温風のようだ。

「俺、薬とか買いに行ってきます。服が苦しそうだったらクローゼットに着替えが入ってますから。それから、えーっと……」

「こっちは私がやっておくから、早く行ってきて！」

　色んなことを後回しにして、とにかく部屋を飛び出した。

　駅前まで全力疾走して、薬局で解熱剤や冷却シートなどを買って、すぐに部屋に戻る。

　ニーナは幾分か呼吸が和やわらいでいた。服もスウェットに着替え終わっていて、ベッドの傍そばには着替えの予備と氷水が用意されてある。さすがナナさん、迅速で的確な処置だ。

　しかし、それでもナナさんは不安な面持ちでニーナの首筋に浮き出る汗を拭ぬぐっていた。

「ねえ、これ本当にこのままで大丈夫なの？」

　と、不安な瞳ひとみをそのまま俺おれに向ける。

「多分、大丈夫だと思います。断言はできないけど……」

「話には聞いていたけど、ここまでだなんて……やっぱりタイムスリップなんてするもんじゃないわね」

「……ですね」

　ニーナの能力はある意味、無敵の能力だけど、その後のことを考えると使うべき力じゃないと思わされる。それを知っていて尚、二人は『今』に来た。

「……これから先、俺に何か起きるんですか？」

　あえて未来に関する質問をしてみた。ナナさんは少しだけ返事に迷ってから、

「大したことじゃないわよ」

　と、言った。言えない、とは言わなかった。



    

  
    
      



    

  
    
      　どうやら俺おれの身に何かが起こるらしい。それが一体何なのか、という具体的な質問をしなかったのは、時間の矛む盾じゆん的な理由ではなく、なんとなく怖かったからだ。

「あ、そうだ。言い忘れてたけど」

　ナナさんは声の調子を明るくして、またまたトンデモナイことをおっしゃった。

「今日、ここに泊まるから」

「えええっ？」

「そんなに驚くことないでしょ。他に行くところがないんだから」

「で、でも、だってそれは……」

「なに？　イヤなの？」

「イヤとかそういう問題ではなくて……それに布団はそのベッドしかないですし……」

　なぜかナナさんの目つきが鋭くなった。悪魔降臨である。

「ニーナはいつもどこで寝てるの？」

「……え？」

「まさか……？」

「ち、違いますよ！　お、俺はトイレで寝ています」

「トイレで寝るバカがどこにいるのよ」

　ここにいるのよ。

「そ、そうだ！　寝袋がありますよ」

　居い候そうろう時代に二ふた葉ばが買ってくれた寝袋を譲り受けたものがある。よかった、これで寝場所問題は解決……しなかった。話題転換のつもりが墓穴を掘っていた。

「ねぇ、寝袋があるのにどうしてトイレで寝るの？」

　すべてを見通した悪魔が微笑ほほえむ。

「……そ、それは、佐さ々さ木き家に代々伝わる健康法でして……」

「ヨシローくぅん、ちょーっとお話ししよっか？」

「……はい」

　それから夜中の二時過ぎまでお説教をされた。もちろん、俺は天使様の前で正座をさせられて、ちょっとでも体勢を崩すと鞭むち（しゃもじやマグカップ）が飛んできた。

　ただ、仕事で疲れていたので、お説教の途中で眠ってしまった。

　翌朝、目が覚めると、ナナさんはニーナと一緒にベッドで眠っていた。美女二人が寄り添うようにして眠る姿に背徳的な興奮を覚えてしまったことと、ナナさんがいつの間にかニーナの（ニーナが持ち込んでいる）部屋着に着替えていることにとっても残念な気分になったことは、俺とアンタだけの秘密にしておいてくれ。

　今日もバイトなので、二人を起こさないようにそーっと身支度をする。

『ガァー』

　と、ベランダに止まっていたカラスが鳴いた。そのカラスには見覚えがあった。二葉の使い魔であるフェルナンドくんだ。

　フェルナンドは目玉を動かして意味ありげにベッドで眠る美女を見つめた。ような気がする。

「ち、違うよ、これは違うんだ、そういうアレじゃないんだ」

　二ふた葉ばのように『動物と会話ができる』わけもないのに必死で弁明する。フェルナンドはそれをどう受け取ったのか、もう一度「ガア！」と大きく鳴いて、羽ばたいてしまった。

「……」

　なんだかとても嫌な予感がする……。彼が二葉に報告しないことを願いつつ「バイトに行ってきます」と書き置きを残してから仕事に向かった。

　夜、部屋に帰ってくると、ナナさんとニーナの姿はなく、テーブルの上に「お邪魔しました」と綺き麗れいな文字で綴つづられた書き置きがあった。

　どうやら『未来』へと帰ったらしい。



　次の日、通学路でナナさんと会った時は本当に妙な気分だった。

「おはよぅ。ねぇ、今日メイク変えたんだけど、どこかわかるぅ？」

「アイラインがいつもより濃いんじゃないですか？」

「……どうしてわかったの？」

　それは昨日家にいたナナさんがそうだったからです、とは言えないので、

「勘です」

「ふぅん。ねぇ、これ可愛かわいい？　似合ってる？」

「はい。とっても」

　この日からナナさんはアイラインを濃いめに引くメイクになった。いやはや、歴史とは不思議なものだ。

　それにしても、俺おれとニーナが居い候そうろうさせてもらっている間、二葉はこんな不思議な作業を毎日こなしていたんだな。改めてアイツの賢さを思い知らされる。

　その二葉は、いつもの曲がり角で立っていた。なんだかいつにも増して不機嫌に見えるのは気のせいだろうか？　というか、気のせいであってほしい。

　真意を確かめるべく、教室に入ってから前席に座る二葉の肩を叩たたいた。

「二葉、怒ってる？」

「……」

　二葉は無言で、見下すような眼まな差ざしを向けてくる。これはアウトだな。やはり報告されていたか……。あのカラス、ご主人様に忠実だもんな。

「ま、待て。怒る前に俺の話を聞いてくれ。あれには深い事情があるんだ。その事情は俺にもよくわからないんだけど、とにかくナナさんとニーナが泊まったのは俺が呼んだとかそういうことでは――」

「何の話だ？」

「……あれ？　フェルナンドから何も聞いてない？」

「聞いてない」

「そ、そっか。それならいいんだ。うん」

　しまった。早まった。でっかい墓穴を掘っちゃったぞ……。

「……タヌキとウシがどうしたって？」

　ほーらきた。

「べ、別に、どうもしてないよ」

「タヌキとウシがお前の部屋に泊まったのか？」

「ん？」

「泊まったんだな？」

「泊まったというか……うん、泊まった」

「………」

　研ぎ澄まされた弾丸で俺おれの体中に穴を開けて、二ふた葉ばは、ぷいっと前に向き直った。真冬なのに多量の汗を浮かべた俺は、改めて二葉の恐ろしさと、意外と空気の読めるヤツだなとフェルナンドに男の友情みたいなものを感じていた。

　この一連の会話はどうやらクラスメイトたちの耳に入っていたらしく、

『淫いん獣じゆうこと佐さ々さ木きまゆ毛が管かん崎ざきさんとニーナちゃんを脅迫して部屋に連れ込み、いかがわしい行為を迫ったが、間一髪のところでクラスメイトのＹくんが助けたので、彼女たちの貞操は守られた』

　とまあ、大体こんな感じの噂うわさ話ばなしが瞬く間に広まった。さすがに尾ヒレがつきすぎなので誰だれも信じないだろうと思っていたけど、悲しいことに、誰もが信じた。

　特に、ニーナ親衛隊の連中とナナさんの信者たちは怒り心頭といった様子で、

『アイツ、どんだけ獣なんだよ』

『マジで殺やらね？』

『だな。それが学園の平和のためだな』

　と、物騒なことを囁ささやきながら、舌打ちしたり指や首を鳴らしたりシャドーボクシングをしたりしている。

　俺の身に何かが起きる、というナナさんの言葉が脳裏をよぎり、ほとぼりが冷めるまで旅に出ようかと本気で考えた。

　ちなみにクラスメイトのＹくんとは山やま田だのことで、噂話の発信源も山田で間違いないと思われる。

　その山田が「大事な話がある」とミシン部員に招集をかけた。

　放課後、誰も部室には行かずに直帰したけれど、次の日も「大事な話がある」と招集がかかったので、渋々ながら部室に集まった。

　二葉は、窓際の隅の席に座って外を見ながらヘッドフォンで音楽を聴いている。

　ナナさんはマニキュアを塗ってヒマを潰つぶしている。隣からヒカルが興味深そうに眺めていて、近寄んな、と姉に小突かれている。

　ニーナは珍しく真面目まじめに読書をしているかと思いきや、ゲームの攻略本だった。

　柊ひいらぎちゃんは何やらソワソワオロオロしていて挙動不審だけど、大体いつもこんな感じだから問題ないだろう。

　ここにいる全員が超能力者であるということと男女の割合と美女率の高さを除けば、どこにでもある放課後の文化部の風景だ。長閑のどかなひとときだ。

　俺おれも切なく危険な立場から解放され、のんびりと山やま田だが来るのを待っていた。

　が、それはすぐに壊れた。予想外の伏兵の手によって破壊された。

「佐さ々さ木きくん。これ、忘れてましたよ」

　と、さっきまで挙動不審だったバンビが確信犯的タイミングでマフラーを渡してきた。

　全身に冷たい汗がぶわっと噴き出る。表情を気取られまいと、机さんと睨にらめっこを開始する。超険しい目で机さんを睨んだまま返事をする。

「ど、どうも、ありがとう、ござい、ます……」

「私もあの海え老びさんは絶対に立派な武将海老だったと思います。あれよりも強そうなのをたーくさん仕入れたので、また！　私の部屋に！　食べに来てくださいね」

「い、いや、でも俺、甲殻類を食べるとジンマシンが出るから……」

「えー？　出てなかったじゃないですか。どこにも。体のどこにも！」

「そ、そうでしたっけ……？」

「私、この目でじーっくり見たからわかります」

「やっぱり眼鏡めがねしてたんですね……」

　ねえ、何で？　どうして今その話をするの？　夕食をごちそうになったのはもう五日も前のことじゃん。次の日にマフラー渡してくれりゃいいじゃん。武将海老って何だよ。

　しぃぃん、と静まりかえった部室の様子をちらっと窺うかがう。

　柊ちゃんはまるで作戦が的中した時の軍師のようなしたり顔をしている。温厚なはずのニーナとヒカルがムッと口を尖とがらせている。ナナ姫は笑顔でいらっしゃる。すべての憤ふん怒ぬを閉じ込めた悪魔の微び笑しようを浮かべている。そして、どこぞのドラゴンよりも凶悪な殺気を放っている人がいる。窓際の隅の席に座っている。

　山田隊長、援軍まだでありますかっ！　自分はもうもちそうにありません！

「ヨシローくぅん、ちょーっとこっちにいらっしゃい」

　大天使長が呼んでいる。ほぼ確実に終末のラッパを吹かれる。行くと終わる。

「い、い、今まだ睨めっこの途中なので、ちょっと席を外せそうにないです……」

「それはいつ終わるのぉ？」

「あ、あと、八時間ぐらい、かな……」

　ビュン、とマニキュアが頬ほおをかすめていった。

「ごめぇん、手がすべっちゃったぁ」

「……き、気にしないでください。手って、すぐにすべりますよね」

　ビュウン、とまた頬をかすめた。ローファーが。

「ごめん、佐さ々さ木きくん。足がすべっちゃった」

「あら、気にしなくてもいいのよ、ヒカル。足もすぐにすべるからねぇ」

「そうだよね、ナナ」

　ヒカル、君までもか……。そんなことじゃ菩ぼ薩さつへの道が遠のくぞ。

「なんや？　なにがあったんや？　ホンマに生意気なメガネやな！」

「ひふぁいふぇすっ、ふぁなしふぇふふぁふぁい……！」

　ニーナがバンビの頬ほおを思いきりつねっている。助けようか迷ったけど流す。柊ひいらぎちゃんが調子に乗ったのも事実だし。

　俺おれはバッと両手で額を押さえた。この流れでいくと次はヤツの番だ。精密機械のようなコントロールでコンパスの針の部分とかを突き刺しにかかる。

　が、鋭利な凶器は飛んでこない。窓際の隅を見ると、弾丸の瞳ひとみと目が合った。

「はぁ……」

　二ふた葉ばは、呆あきれてはいるものの普段よりも軽い溜ため息いきをついて、窓の外に視線を移す。

　……なぜだろう？　この仕打ちが一番キツい。地味だけど、ずしりと堪える。

「みなさん、こんにちは！　いや～すっかり冬ですね！」

　ミシン部部長・山田五十六やまだいそろくがやってきた。登場のセリフも揚々としたその表情も、信じられないほどの鬱うつ陶とうしさだけど、今は彼が神に見える。

　女性陣は誰だれ一人として神様のお顔を見ようとしない。

「そうだな！　最近ホント寒いよなっ」

「突然ですが、みなさんに質問です。冬と言えば何ですか？」

　俺の返事を無視して山田はクイズを出した。

「冬と言えば……鍋なべだ！」

「そうです。冬と言えば、クリスマスです」

　俺の解答（不正解）を無視して山田クイズは続く。

「では、クリスマスと言えば何でしょう？」

「トナカイ！」

「大正解！　クリスマスパーティーです」

　山田はピクリとも反応しない女性陣に拍手をおくる。

「というわけで、クリスマスパーティーをします」

　というわけでもくそもないが、ここでようやく女性陣が黙殺をやめた。

「へぇ。山やま下したにしちゃいいこと言うじゃない」

「山田です。管かん崎ざきさん、絶対にわざとでしょ？」

「見直したで、ヤマザキ」

「山田です。でも、ニーナちゃんの呼びやすい方でいいです」

「本当にいいアイデアだよ、山田くん」

「山田で……ヒカル子こちゃんもそう思う？」

　わかるぞ、山やま倉くら。ここはもう一発かぶせるパターンだよな。

「あ、あの、場所はどこにしますか？　私の家はクリスマスイベントの真っ最中なので、ちょっと無理かもです……ごめんなさい……」

「いいですよ、先生。場所とかはすべて僕が手配しますから」

　こういうことにかけては、山やま田だは卓越した手腕の持ち主である。文化祭の時、コスプレ喫きつ茶さを一人で切り盛りしたのは伊だ達てじゃない。安心して任せよう。

「そういうわけなので、みなさんよろしいですか？」

「いいに決まってるじゃないか」

「佐さ々さ木きくんは呼んでないけどね」

　僕が神を殺す日も近いと思われます。

「参加料一万円払うなら来てもいいけど？」

「……払うよ。払えばいいんだろ」

「じゃ、詳細が決まり次第、連絡しますね」

　山田・神・五十六いそろくは風のように去った。部活をする気はさらさらないらしい。

「やれやれ、大事な話だって言うから何事かと思ったけど、まったく大おお袈げ裟さなヤツだな。ま、悪い話じゃなかったけど。さあ、そろそろ帰ろっか」

　と、ナチュラルに席を立ったけれど、やっぱりダメだった。

　ナナさんにむんずと首根っこを掴つかまれる。

「お座り」

「……わふっ（はい）」

　それから三時間、床に正座をさせられて天使様から事情聴取という名の折せつ檻かん（または、しつけ）を受けた。ヒカルがそれを止めなかったことと口や鼻から流血しなかったことと混浴についてだけは隠し通せたことは、ちょっとした奇跡だと思う。

　柊ひいらぎちゃんは別室に連行されて、ニーナに思いきり泣かされていた。

　二ふた葉ばはいつの間にか帰っていた。



　その日の夜のことだ。

　ピンポーン、と部屋のチャイムが鳴った。チャイムが鳴るということはニーナじゃないので、こんな時間に誰だれだろう、と思いながらドアを開ける。

「どちら様で………」

　もしかしたら、部屋に未来人がいた時よりも驚いたかもしれない。

　なぜなら二葉がいたからだ。

「……どうした？」

「……これ、やっぱりいらない」

　と、前に渡した給料袋を差し出してきた。

「受け取れないよ。これはもうお前に返したんだから、お前の金だ」

「………ん」

　反論の三つぐらい飛んでくるかと思ったけど、二ふた葉ばはあっさりと給料袋を仕舞った。

　そのままドアノブあたりを睨にらみつけて、動こうとしない。

「え？　まだ何かあるのか？」

「……別に」

　そう言うのに、動かない。ジーッとその場に立っている。

「コ、コーヒーでも飲んでいくか？」

　半分以上、言わされているような気分で誘うと、二葉は小さく頷うなずいてから、

「……いいけど」

　と、上から目線で言った。

　部屋にあがった二葉は、ふぅふぅ、と何度も冷ましてコーヒーをちびちびと飲む。

　かれこれ三十分以上、この状態が続いている。俺おれはすでに二杯目のコーヒーを飲み終えていた。そして、ひと言も会話はない。

　出会った頃ころはこの沈黙が恐ろしくもあったけど、今は慣れた。だから、苦ではない。

　苦ではないけど、落ち着かない。愛いとしき我わが家やなのに居心地が悪い。

「二葉」

「……何？」

「お前、猫舌なの？」

「違う」

「じゃあ、早く飲めよ」

「……黙れ」

　そこからまた二十分ぐらい沈黙が続き、二葉はまだコーヒーを飲み終えない。

「二葉」

「何？」

「それ飲んだら帰れよ？」

「……まゆ毛」

「なに？」

「……そろそろ期末試験だな」

「そうだな。てゆーか、いつまでコーヒーを――」

「勉強はしてるのか？」

「してないよ」

「しろ。本当に進級できなくなるぞ」

「……わかった」

「ん」

　またまた沈黙。

「二葉、もう夜も遅いしそろそろ帰って――」

「まゆ毛」

　と、二ふた葉ばは真剣な表情を向けてくる。俺おれもなぜか怯ひるんでしまって、

「な、何だよ？」

「おかわり」

　すっ、とマグカップを差し出してきやがった。

「自分の家で飲め。気に入ったのなら豆ごとあげるから」

「そんなに美お味いしくはない」

　何なのコイツ？

「お前、何しに来たんだよ！」

「う、うるさい！　私は、あれだ、お前に勉強を教えに来てやったんだ！」

「何だその今思いついたような言い方は！　大体、そんなこと頼んでないだろ」

「するのかしないのかどっちだ」

「しない」

「おかわりはどうした？」

「わかってるよ！」

　勢いで返事をしてしまった。仕方がないので台所に行っておかわりのコーヒーを注いでいると、二葉は勝手に俺の学校カバンから教科書とノートを取り出して、テーブルに並べはじめた。

「……え？　マジで勉強するの？」

「する」

「えー……」

「早く座れ」

　なんだかよくわからないけど、勉強会が始まった。

　俺はもともと三行以上の文字を見ると眠たくなる仕様でできているのに、二葉が選んだ教科は英語だった。アンタも知っての通り、俺は英語が大の苦手で、これまでの定期試験でも点数が二ふた桁けたに達したことがないほどだから、二杯程度のカフェイン摂取じゃ太刀打ちできない。麻酔銃で撃たれるよりも強烈だ。しかも「教えてやる」と偉そうに言っていた二葉も「これを解け」「これを覚えろ」ぐらいしか言わない。

　寝落ちてしまうまで五分とかからなかった――。

「まゆ毛」

　ゆさゆさと体を揺すられて、テーブルに突っ伏していた体を起こす。

「……ん？　ああ、ごめん」

「ちゃんと寝ろ」

「そうする」

　立ち上がるのが面倒だったので、膝ひざで這はうようにして歩き、ベッドに乗っかる。

　すぐに眠りに落ちた。

　言い訳になるかもしれないけど、本当に眠たかったから、何も考えていなかったんだ。寝袋もトイレ睡眠法も思い浮かばなかった。

「えっ……。おい、まゆ毛……」

　という二ふた葉ばの声も耳に届かなかったんだ。嘘うそじゃない。



　瞼まぶたを開けた時、真っ先に目に飛び込んできたのは、二葉の顔だった。

　それ以外は何も視界に入らなかった。

　数センチ単位の超至近距離に二葉の顔がある。

　黒々とした弾丸の瞳ひとみに自分の顔が映っている。

　鼻と鼻がかすかにこすれて、二人の唇が――

「うわっ！」

「なっ……！」

　反射的に顔を逸そらすよりも早く、鼻っ柱に平手を叩たたきつけられた。

「痛っ！　ちょ、えっ？　なに？　何がどうなって――」

「こ、断りもなく目を覚ますなっ！」

「今から起きますと宣言してから起きるヤツいないだろ。てゆーか、鼻血出てない？」

「出すなよ」

「出てないなら出てないと言え。んで、その前にまず謝ってみよっか」



    

  
    
      



    

  
    
      「……帰る」

　謝ることを知らんヤツだな。

「わかった。送っていくよ」

「いらない」

「いらなくない。夜道に一人はいくらお前でも危険だ」

「もう朝だ」

「……え？」

　ここでようやく二ふた葉ばの顔以外の景色が視界に入った。確かに夜が明けている。デジタル時計は朝の六時半を示していた。それらを確認した上で、もう一度、

「え？」

　と、言わざるを得なかった。

「……二葉、帰らなかったのか？」

「見ればわかるだろ」

「そうなんだけど……どうして？」

　二葉は一瞬、体をビクンと揺らしてから、顔中をむぐむぐと忙せわしくさせた。

「……夜道は危険だから」

　そんなことを気にするようなタマじゃないと思うけど、まあいいか。

　それよりも――と、新たな疑問が発生する。

「お前、どこで寝たんだ？」

　最後の「だ？」を言い終わる前に、二葉はくるっと背を向けて玄関へと歩き出した。

「帰る。フェルナンドたちに朝ご飯をあげなきゃいけないから」

「お、おう。じゃ、俺おれも下まで行くよ」

「いらない」

「そ、そうか……」

　軽く腰を下ろして靴を履く二葉の小さな背中を見つめていると、最大の疑問が浮かんできた。

　どうしてあんなに近くに二葉の顔があったのだろうか？

　唇に、ほんのわずかな違和感がある。

　それは不思議と懐かしい感触だった。

「……二葉？」

　ドアを半分開けたところで、二葉は立ち止まって、

「何？」

　と、背中で返事をする。

「………さっき、何かした？」

　最後の「た？」に被かぶせる速さで、

「してない。何も」

「……だよな」

　言われてみると違和感なんてどこにもないように思えてきた。

「じゃ」

「おう。また後で」

　二ふた葉ばは一度も振り返ることなく部屋を出て行った。

　俺おれもそろそろ支度をしなきゃ、と思ったけど、頭も体もうまく働かなかった。だから、布団がいつもより温かく感じられる理由もわからなかった。

　あるいは、考えないようにしていただけかもしれない。



　学校での二葉はいつもと変わらなかった。喜怒哀楽を表さないヤツだから、そう見えただけかもしれない。

　すまん。そう見えた、というのは嘘うそだ。俺は、二葉がどんな顔をしていたのか見ていなかった。見られなかった。

　二葉のことだけじゃない。他の女性陣も同じだ。

　ここ数日、なんだか慌ただしかったので忘れかけていた『夢』のことが蘇よみがえった。昨日、二葉が泊まっていったことで再燃した。

　あれは彼女たちの想像した世界――ということに関しては、未だに信じられない気持ちではあるけれど、反面、スッキリと納得もしている。

　なぜなら、夢の中で何度か感じた違和感――想像してない状況が現れたり、帰りたいと思っても帰れなかったこと――のカラクリは、彼女たちがあの世界の創造主だったからだろう。そうでなければ辻つじ褄つまが合わない。

　正直言って、嬉うれしい。あれがすべて「彼女たちの望んだこと」とまでは言わないけど、それでも俺と仲良くしたいと思ってくれたことは、身み悶もだえするほど嬉しい。

　だが。

　苦しくもある。チクチクと針で突かれるような痛みと、全身に重しをのせられたような倦けん怠たい感かんが胸の中に広がる。

　ひどく息苦しい気分だ。何度、深呼吸をしてみてもスッキリしないし、ドンドンと胸を叩たたいてみても治らない。自分で自分を持て余す。

　そんな俺の様子を見て、

『おい、まゆ毛がゴリラの物まねしてるぞ』

『違うわよ。あれは叩いて故障を直そうとしてるのよ。昔の電化製品みたいに』

『アイツって時々、すげぇ斬ざん新しんだよな』

　みたいなことをクラスメイトたちが囁ささやいている。………これは本気で危ないな、俺。

「佐さ々さ木きくん、ゴリラの物まね？」

　と、ヒカルが声をかけてきた。

「……違うよ。頼まれもしないのにゴリラのまねしてたら最悪だろ？」

「ご、ごめん。パーティーの余興の練習かと思って」

「余興でこんなこと披露されたらそれはそれで困るだろ？　ただでさえサルだのイヌだの言われてるのにゴリラまで加わったらもう手がつけられないだろ？」

「ごめんってば」

「で、なに？」

「ちょっと話したいことがあって……いい？」

　ヒカルは俺おれを教室の外に誘った。

　人に聞かれちゃまずい、とヒカルが言うので、屋上に来た。

「昨日のこと、ごめんなさい」

　ヒカルはぺこりと頭を下げる。

「昨日って？」

「靴を飛ばしたり、ナナを止めなかったり……本当にごめんね？」

「ああ、そのことか」

「え？　ボク、他にも何かした？」

「いや。そうじゃないんだ」

　二ふた葉ばが泊まっていったことが鮮烈すぎて、折せつ檻かんされたことを忘れていた。

「まあ、ちょっと驚いたけど、気にしてないよ。てゆーか、人に聞かれちゃまずい話ってこれか？」

「だって、女の子に怒られたなんて、他の人に聞かれたくないでしょ？」

　この子はもう少し心を濁らせた方がいい。美しすぎて直視できない。

「そ、それからね、もう一つ話……ってゆーか、お願いがあるんだけど……」

　頬ほおを染め、両手でスカートを掴つかんでモジモジするヒカルが激烈に可愛かわいくて、ゴリラの物まねをしてしまいそうになった時、カチャリと屋上のドアが開いた。

「あっ」

　と、ヒカルが俺を給水塔の裏に引っ張った。

「何で隠れるんだよ？」

「な、なんとなく……」

　屋上にやってきたのは、同じ学年の男と、我が一年Ｂ組クラス委員の井いの上うえさんだった。

　男は頬を染めモジモジとしている。ヒカルのそれと比べるまでもなく、可愛さの欠片かけらもない仕草だけど、微笑ほほえましい。二人がここに来た理由はすぐにわかった。

　井上さんなら珍しいことでもないだろう。ミシン部所属のエスパーさんたちの陰に隠れがちだが、井上さんだってとても可愛い人だ。文化祭で行われたミスコンでも堂々の八位入賞を果たしている。これはかなり立派な成績だ。

　男の方もなかなかのイケメンだ。釣り合いが取れている。

「ど、どうなるんだろうね？」

「おう……」

　覗のぞき魔と化してしまった俺おれたちはゴクリと唾つばを飲み込んだ。残念ながら……いや、残念ではないけど、告白組の声は覗き組まで届かない。それがまたドキドキ感を煽あおる。親しくもない男に心の中で、頑張れ、と応援している。

　しかし、恋の華は咲かなかった。

　井いの上うえさんが申し訳なさそうにペコリと頭を下げて屋上から走り去る。

　残された男は、金網フェンスをそっと掴つかんで冷たい風に吹かれながら空を見上げてる。抱きしめてあげたくなるほど切ない姿だ。

　そんな彼に対してこんなことを思うのは非道だけど、早くどこかに行ってほしい。

　給水塔の裏から出られなくなってしまった。

「佐さ々さ木きくん、今度、部屋に泊まりにいってもいい？」

　覗きの相棒さんが、どえらいことを申し出た。

「はああ？」

「シーッ！　声が大きいよ」

「突然、何を言い出すんだよ」

「みんな噂うわさしてるもん。佐々木くんがナナとニーナさんを連れ込んだとか。まあ、ナナのことは嘘うそだってわかってるけど……」

　それ嘘じゃないんですよ。詳しくは言えませんけど。昨日、二ふた葉ばも泊まったんですよ。口が裂けても言えませんけど。

「柊ひいらぎ先生のお家うちにも泊まったんでしょ？　だから、ボクも……って」

「ダメ」

「えーっ！　どうして！」

「シーッ！　声が大きい」

　心配になって失恋くんを見ると、まだ黄昏たそがれていた。マジで抱きしめてあげようかな。

「ねえ、どうしてダメなの？」

「どうしても何も、俺たち高校生なんだぞ？」

「そんなこと言い出したら、教師の家に泊まる方がもっとダメだと思うけど」

　白ゴボウからヒカル子こに変わって初めて反抗的な態度をとった。そのふくれっ面がまた異様に可愛かわいいな、ちくしょう……。

「あ、あれは何というか……とにかくダメだ。ヒカルは特にダメ」

「ボクのどこがダメなの？」

「お前がダメなんじゃなくて、俺がダメになる。きっと、お医者さんゴッコじゃ済まなくなるから。いけない手術とかしちゃいそうだから」

「べ、別にしてもいいのに……」

「よくない。というか、女の子がそんなこと言うなよ」

「だって、こうでもしなきゃナナには勝てないもん……」

「何の勝負だよ？」

「……佐さ々さ木きくんて、意外と鈍感だよね」

「そんなことないよ。頭は鈍いけど、心は敏感だぜ」

　ヒカルのバッチリ二重がジーッと俺おれを見つめる。

「でも、ボクと二人で屋上に来ても告白されるとか思わなかったでしょ？」

「……」

　屋上に来てもアンナさんに打ち負かされた苦い記憶しか出てこなかった。

「やっぱり焦っちゃうよ。ボクだけじゃないと思うけど……」

　意図せず声が小さくなっているヒカルの姿は本当に可愛かわいくて、いつもならここでサルになるはずなのに、そんな気配はない。なぜか憂ゆう鬱うつな気分になる。

　確かに俺は鈍感かもしれないけど、ヒカルの言ってくれている意味はわかる。

　胸が張り裂けそうなほど嬉うれしくて、それでいて……

　なんだろう、この感情は？

「……もうやめようぜ、こんな話」

「あっ。ごめんね。別に佐々木くんを困らせるつもりじゃなくて……本当にごめんね？」

「いや、俺の方こそ、なんかゴメン……。泊まるのはアレだけど、遊びに来てくれるなら大歓迎だからさ」

「う、うん。じゃあ、そうするね」

　そこで休み時間終了のチャイムが鳴った。

　黄たそ昏がれの失恋くんはいつの間にか屋上からいなくなっていて、俺たちも屋上から出る。

　それぞれの教室に分かれる手前で、

「ボクが佐々木くんの部屋に行った時は徹夜で遊ぼうね」

　そう言って、ヒカルは笑った。

　その笑顔は悪魔モードのナナさんにちょっぴり似ていた。

　次の休み時間――。

「佐々木くん、ちょっといい？」

　と、井いの上うえさんに言われた。

「……な、何でしょうか？」

　もしかして屋上にいたのがバレていたのか、と内心、ビクビクしながら尋ねると、

「ここじゃちょっと話しにくいの」

　そのまま屋上に誘われた。

　屋上・人には聞かれたくない話・井上さんはイケメンをフッた……これらの要素が俺に分不相応な期待を抱かせる。

　これってやっぱりそういうこと？　いや、それはないって。いやいや、でもでも……。

「佐々木くん」

　井上さんが熱っぽく俺を見つめる。

「はい！」

「死んでくれない？」

「……」

　だから言ったじゃん。恋の話なわけないじゃん。俺おれと屋上の組み合わせはこういう物騒な展開以外にありえないじゃん。何をソワソワしてたの、俺？

「今のはさすがに冗談だけど、佐さ々さ木きくん、アラスカに引っ越す予定とかないの？　引っ越しなさいよ。いいところよ、多分」

「……い、今のところそういった予定はないですね。すいません。というか、これが話しにくい話ですか？」

「佐々木くんて、管かん崎ざきさんと付き合ってるの？」

「ま、まさか！」

「でも色々と噂うわさされてるじゃない。ま、私はこれっぽっっちも信じてないけどさ、本当のところはどうなの？」

　答えにくい質問だなぁ。

「あ、あれはただの噂ですよ」

「じゃあ、管崎さんとそういう関係ではないのね？　本当ね？」

「もちろんです」

「じゃあじゃあ、木き元もとさんとは？　それともニーナちゃん？　てゆーかさ、佐々木くんて何でそんなにモテるの？　私には全然わからないんだけど」

　もの凄すごく答えにくい質問だ。そして、心が痛い。

「べ、別にモテているとかそういうことではないと思いますけど……」

「だったら、佐々木くんはどうなの？」

「どう、とは？」

「管崎さんのこと、どう思うの？」

「どうと言われましても……ナナさんは女神のように綺き麗れいで、悪魔のように怖くも――」

「もう！　はっきりしなさいよ！」

　井いの上うえさんは年上のお姉さん的な威厳を発揮しながら、とどめを刺してきた。

「好きな人、いるの？」

「――っ！」

　落雷に打たれたような衝撃が全身を走り抜けた。

　井上さんの言葉が、一分の隙すきもなく感情に当てはまる。

　言葉になったことによって、深かった霧が一瞬で晴れた。

　彼女たちの顔を見られない理由が、わかった。

　あの『夢』を嬉うれしく、そして、苦しく感じることの理由がわかってしまった。

　それは、ずっと前から心の中に住んでいたのかもしれない。

　今にして思えば、それに気づく場面はいくつもあった。気づいている時もあった。

　だけど、見て見ぬフリをしていた。知らぬ間に心に蓋ふたをしていた。

　だけどもう、それはできない。気づいてしまった。

「ちょっと、なにボーッとしてるの？」

　と井いの上うえさんに言われても、衝撃は抜けきらず、ボーッとしたまま答える。

「好きですよ」

「え？」

「俺おれ、好きな人いますよ」

　心が躍る。絶頂感と全能感に満たされる。同時に、耐え難い恐怖に晒さらされる。

「だ、誰だれなの？」

「……言えません」

　言えば、最低だと罵ののしられる。

　アンタにも侮ぶ蔑べつされるかもしれない。

　それでも。

　誰に何を言われても、もう嘘うそはつけない。

　俺は、彼女たちのことが好きだ。

　この想いは誰にも止められない。



　……のか？



　週末――。

　バイトも掃除も洗濯も釣りも将棋も落語もせず飯も喉のどを通らず、丸々二日間、頭を抱え悩みに悩んだ。

　俺は人間として最低なのではないだろうか、というところから出発をして――そもそも複数の人を同時に好きになるなんてことがあり得るのだろうかあり得たとしても許されることなのだろうか仮に許されたとしてもそれは純粋な恋愛感情と呼べるのか、という地点を経由して――兎とにも角かくにも俺は一体どうすればいいんだ、というゴールに辿たどり着く。

　そしてその着地点は迷宮の入り口となる。

　果てのない螺ら旋せん階かい段だん。上がっているのか下りているのかもわからない。

　アンタならこういう時、誰かに相談したりするんだろうけど、残念ながら俺にはそんな相手がいない。

　……いや、いる。一人いる。しかし、これは危険極まりない賭かけだ。十中八九、負ける賭けだ。それでも悲しいかな、今の俺がすがれる藁わらはこれしかない。

　月曜日の昼休み、山やま田だをミシン部の部室に呼び出した。

「話って何？　こんな場所で佐さ々さ木きくんと二人きりだなんて生き地獄だよ」

「まあ、そう言うなよ。パーティーの参加料二万円払うから。あと、こんな場所ってのはどうかと思うぞ。お前、部長なんだし」

　自分でも高い相談料だとは思うけど、もうコイツに頼るしか他に道がない。

「わかったから、さっさと話してよ」

「もし……あ、これはあくまでたとえ話で、俺おれとは何も関係がないんだけど……」

「うっざ。しょーもない前置きはいいから本題に入って」

「……もし、複数の女性を好きになったとしたら、お前ならどうする？」

　山やま田だはキッと眉まゆをひそめた。

「複数って、何人？」

「四人……いや、五人」

「僕は二十三人だ！」

「……そ、そうか。なんというか、さすがだな……」

「まあね」

「で、お前ならどうする？」

「その前にさ、これって佐さ々さ木きくんの話でしょ？」

「ち、違う！　これは俺の又従兄弟のメル友の――」

「五人は、木き元もとさん、管かん崎ざきさん、ニーナちゃん、柊ひいらぎ先生、ヒカル子こちゃん、でしょ？」

「…………うん」

　山田も勘が鋭いのか、ただ単に俺が浅いのか。多分、後者だろうな。

「ハッキリ言って――」

　山田は久々に男前顔になって、続きの言葉を浴びせてくれた。

「最低だね」

「や、やっぱりそうだよな……」

「当然だよ。産業廃棄物のくせに何を人間みたいなこと言ってるの？　って感じ」

「俺は真剣に訊きいてるんだよ！」

「僕だって真剣だ。ここ数年で一番だ」

「だったらもっと普通に答えてくれよ」

「普通に答えても最低だよ」

「う……」

「でもまあ、僕も男だ。君の気持ちはわからないでもない。あんな可愛かわいい子たちに囲まれたら誰だれでもそうなるよ。むしろ罪は彼女たちの美しさにある。いや、男と女を分けた神の罪だね」

　山田は斜め上らへんを見つめ、ワイングラスを傾ける仕草しながら男前に語る。

　今日の部長、なんだかカッコイイ。

「だから、僕ならどうするかではなく、男としてどうするべきかを教えてあげる」

「おう、頼む！」

　山田は右手の親指と人差し指と中指を立てて、数字の３を示す。

「全員と付き合うか、一人に絞るか、誰とも付き合わないか。この三つだ」

　もちろん彼女たちの意志を考慮しないでのことだけど、と付け加えた。

　一般的な賛否はともかく、俺おれ個人にとっては鋭すぎる意見だ。特に、一人に絞るという点は、意図していないだろうけど深く胸を抉えぐってくる。

　俺は十八歳になったら、彼女たちの中から誰だれか一人を選ぶ。そう約束した。

　誰か一人しか選べない。その一人以外は選ばない。

　そんな当たり前の理屈が胸を締めつける。

「僕としては全員にアタックしてほしい。そして、木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散ってほしい。その姿をデジカメに収めたい。ムービーで撮りたい」

「……」

「でも、本音を言えば、誰にもアタックしてほしくない。万が一、成功したら困る」

「ニーナ親衛隊の隊長だもんな」

「関係ないよ」

「え？」

「そりゃ、ニーナちゃんとそうなるのは嫌だけど、もっと嫌なのは、今が壊れることさ」

「今……？」

「人間関係を壊すのは多くの場合、恋愛が原因だろ？　誰と付き合っても、うまくいってもいかなくても、これまでと同じじゃいられなくなる。そうなってほしくないんだ。人の恋路を邪魔する趣味はないし、邪魔したところで止まらないのが恋というやつなんだろうけどさ、もう少し今が続いてほしい。そう思うよ」

　いつだったか山やま田だが夢を語ったことがある。社会に出るまでの三年間を目一杯、楽しみたいと。その時の山田も今と同じように男前顔で、今と同じようにどこか寂しげだった。

　そして今の俺は山田と同じ気持ちでいる。

　耐え難い恐怖の正体は、山田が語った内容そのものだ。

　これまでの様々な事件を経て、いびつながらも形になってきた俺たち。そんな俺たちの今を、山田を含めたミシン部全員の関係を壊したくない。長く続いてほしい。

　せめて、その時までは。

「山田、ありがとう。俺、自分の気持ちに蓋ふたをする」

「やろうとしてできることじゃないと思うけどね」

「それでもやってみるよ。もし、蓋が外れそうな時や、自分から外す時は真っ先にお前に言うよ」

「いらないよ、そんなの。てゆーか、もう帰ってもいい？」

　部室から出て行く手前で、山田は足を止めた。

「もう一つ、アドバイスしてあげるよ」

「何だ？」

「誰かと二人きりにならないことだね。デートなんて論外だよ？」

「……なるほど。確かにその通りだな」

　そこで山田はニヤリと不細工に笑った。

「じゃ、パーティーはクリスマス当日にやるから」

「あ、その日は――」

「なに？」

　ナナさんと約束が……と言いかけてやめる。二人きりはまずいと言われた直後だ。

「……いや、その日で問題ない」

　この返答が違ったものだったら、俺おれの将来もまた違ったものになっていただろう。

　無論、この時の俺はそんなことを知らない。

「それから、イブの日はパーティーの準備だから」

　パーティーを企画した意図がなんとなくわかった。山やま田だ一流の狡こう猾かつな知恵だ。だけど、俺へのアドバイスは嫌がらせじゃないだろう。

　部室から出て行く山田を今度は俺から呼び止めた。

「あのさ、ここでの話は……」

「わかってる。誰だれにも言わないよ。こんな話、つまらないしね」

　そう言ってくれたけど、俺はある程度、覚悟をしていた。

　しかし、この話が尾ひれのついたロクでもない噂うわさ話ばなしとして広がることはなかった。

　山田は本当に男前なヤツなのかもしれない。

　次の休み時間、俺と男前はナナさんにタコ殴りにされた。



　それからの俺は、ことあるごとに「蓋ふたフタふた……」と自分に言い聞かせた。胸の内で反はん芻すうするだけではなく、実際に口に出してぶつぶつと呟つぶやいた。当然、クラスメイトたちは「キモい」だの「ついに壊れた」だのと聞こえるように囁ささやいていた。その通りだろう。

　それでも言い聞かせた。

　自他共に認める変なヤツだった。

　しかし、本当の異変は何の前触れもなくやってきた。



　英語の授業中、試験前ということもあって皆、真剣に授業を受けていた。

　俺も同じだった。

　その授業の途中で俺は二ふた葉ばの肩を叩たたいた。手をかすかに震わせながら。

「……何？　授業中だぞ」

　二葉は険しい顔でちらりと俺を見る。

「なんか……おかしい……」

「は？」

「問題がわかる……」

「……この前、勉強したからだろ」

「それだよ」

「……どれ？」

「ちょっと勉強したぐらいでわかることが、おかしい。俺おれの頭はそんなに高性能じゃないはずだろ？」

　二ふた葉ばはくるっと体ごと後ろに振り返った。

　先生やクラスメイトたちが俺たちを見てザワザワとしているけど、今はどうでもいい。

「まゆ毛。答えろ」

「うん」

「バイリン？」

「ガル」

「ポテン？」

「シャル」

「……タイム？」

「パラドックス」

「……正解だ」

　脳裏に忘れかけていた『未来から来たナナさん』の言葉が蘇よみがえった。

　――俺の身に何かが起きる。

　これか。



　数日後、二学期末の試験が始まった。



    

  
    
      

　三章　変





　たとえば。

　これまで抱えてきた悩みが消えたとしたら。

　それはやっぱり、嬉うれしいことだろ？



　一週間に及んだ期末試験が終わり、その直後、俺おれは職員室に呼ばれた。それも校長室に。

　部屋には校長先生と教頭先生、担任の谷たに山やま先生以外にも各科目の担当の教師がずらりと勢せい揃ぞろいしていた。当然ながら、柊ひいらぎちゃんもいた。

　校長の座る机には俺の答案用紙が並べられてあり、記されているのは九十点、八十点と軒並み高得点だった。

　我が目を疑う気持ちはまだ残っていたけど、やっぱりな、と納得する方が大きい。

「これはどういうことですか？」

　校長が努めて冷静な口調で尋ねてくる。だが、言葉には疑念が多分に含まれている。

「それは、その……」

　答えようがない。俺自身、自分の身に何が起きたのか掴つかめずにいる。いや、おおよその察しはついているけれど、それこそここで答えられない。

　目を動かして柊ちゃんを見る。うんうん、と頷うなずいてくれた。目配せだけで俺の言わんとすることを読み取ってくれた。

「君は木き元もと二ふた葉ばさんと親しかったね？　席も前後しているとか」

　と、校長は随分と遠回しな言い方をしてくれる。言いたくて言っているわけじゃないんだろうけど、やっぱりいい気はしないな……。

「ちょっと待ってください！」

　と叫んだのは、俺でも柊ちゃんでもなく、谷山先生だった。

「校長先生、コイツは……佐さ々さ木きはそんなことをするような子ではありません。佐々木はいつも真面目まじめに授業を受けていました。それだけじゃない。素行も悪くない。他の生徒が嫌がることも率先して引き受けます。ただ、それが見事なまでによい結果として現れないだけで……それでもカンニングなんて真ま似ねをするようなヤツでは決して――」

「先生、もういいです。ありがとうございます」

　自分から擁護の弁を遮った。先生がどれだけ熱く語ってくれても、校長の顔から疑いの色が消えなかったからだ。

「俺が突然こんな点数を取ったら、そりゃ疑いますよね。もちろん、不正な行為はしていませんが、それを信じられないのも無理ないです」

　校長は最後まで「別に疑っているわけではない」という姿勢を崩さず、結局、俺おれだけが特別に再試験を受けるということで落ち着いた。

「いいのか？」

　と、谷たに山やま先生は気遣ってくれた。いいんですよ、と答えると、

「――で、どうやって覗のぞいたんだ？」

　先生は笑顔でそう言った。冗談だとすぐにわかる。この人が担任でよかった、と心から思った。

　職員室を出ると、柊ひいらぎちゃんが慌てて追いかけてきた。

「さ、佐さ々さ木きくん……ごめんなさい……私、何も言えなくて……」

　バンビはうるうると目に涙を浮かべている。

「いいんですよ。というか、このまま何も言わないでいてください。二ふた葉ばは知っているけれど、他のみんなには再試験が終わってから話します」



　二日後の土曜日、再試験は行われた。

　問題はすべて解けた。



「う、嘘うそや……こんなん嘘や……」

「嘘じゃないって」



    

  
    
      



    

  
    
      「わーわーわー！　なんも聞こえへん！」

　遂ついに学年最下位の座を手にしてしまったニーナが嘆く。

「凄すごいね！　佐さ々さ木きくん、頑張ったね！」

　疑うことを知らないヒカルが褒めてくれる。

「そ、そうなんです！　佐々木くんはやればできる子なんです！　夏休みに私と二人で、二人きりで、勉強した甲か斐いがありました！」

　褒めつつも妙なアピールを交える柊ひいらぎちゃん。

「はあ？　アンタたち本気で言ってんの？」

　クールにツッコんでくれるナナさん。

「……」

　黙して語らない二ふた葉ば。

　日曜日、俺おれたちは管かん崎ざき家に集合した。今、見せているのは普通に受けた期末試験の答案で、皆それぞれに反応を示してくれたが、最終的には同じ場所に辿たどり着つく。

「超能力だよな？」

　確認のために一応、訊きいてみた。

「そりゃそうやろ」

「で、ですね……」

「それ以外にないでしょ」

「……」

「そうかなぁ？　佐々木くんが頑張った成果だと思うよ、ボクは」

「ヒカル、アンタ邪魔だから外で遊んでらっしゃい」

「ご、ごめん。黙っておくよ」

　そこからは自然とナナさんが会話の主導権を握り、進行してくれた。

「なんだか『アルジャーノンに花束を』みたいね」

「何ですか、それ？」

「有名な小説よ。今のヨシローくんみたいに主人公の頭がよくなる話。その主人公は……ヨシローくん、知らない間に人体実験とかされたんじゃない？」

「そんなバカな……とも言いきれませんね。でもまあ、されてないと思います」

「具体的にはどういう状態なの？」

「如実なのは記憶力の上昇です。それに伴って洞察力や思考速度も上がっています」

「うわ……何その言葉遣い。気持ち悪い」

「でも、こういう難しい言葉がスラスラと出てくるんです」

「やっぱり新しい能力者が登場ってことね」

　否定的な意見は許さないという目つきで、ナナさんが一同を睥へい睨げいする。

「でしょうね」

「そうやな」

「そ、その通りだと思います……」

「……」

　ナナさんは満足げに苦笑いという難易度の高い表情をする。

「もう、次から次へとややこしいことに巻き込まれて……世話がやけるわねぇ」

「すいません……」

「いいのよ。仕方がないから手を貸してあげる。もちろん借りは十倍にして――」

「そうかしら？」

　と、甘い口調で否定的意見を述べたのは、焼きたてのアップルパイを運んでくれたナナさんのお母さま――管かん崎ざきモモコさんだった。

　女神様と菩ぼ薩さつ様の母親だということに異論を挟む余地のない美人で、栗くり色いろの髪も二人の娘にしっかりと受け継がれている。そのモモコさんが可愛かわいらしく首を傾かしげて、

「ちょっと変じゃない？」

　と付け加えた。エンジェルの目つきが途端に険しくなる。

「変って何よ、お母さん」

「あら。ナッちゃん、久しぶりに私と喋しやべるわねぇ」

「い、いいから何なのよっ」

「ナッちゃんも案外、鈍いのねぇ。二ふた葉ばちゃんはもう気づいてるみたいだけど？」

「あぁん？」

　ちょっと意地悪な聖母とデビル化寸前の堕天使が二葉を見る。二葉は軽く溜ため息いきをついてから、煩わしそうに唇を開いた。

「……まゆ毛の頭をよくして何になる？」

「こっちが聞きたいわよ。つーか、知ったこっちゃないわよ」

「でも、俺おれも思ってました」

「あ？　何よ、ヨシローくんまで」

「超能力が原因だということは否定しませんけど、頭をよくするだなんて、ご褒美みたいなものですよ、これ」

「……そう。意図がわからない」

「そんなの今までだって同じことじゃない」

「……なら、これは一体どんな能力だ？」

「瞬間記憶能力とか、そんな感じでしょ」

「それだと俺がその能力を使ったということになりませんか？　でも俺の力は火を――」

「だ、だから、アレよ、暴走したのよ。今までと同じように」

「……その考え方、嫌いじゃなかったのか？」

「そうですよ。非論理的です。ナナさんらしくもない」

「こんのキツネザル……」

　と、賢い組（俺含む）の議論が白熱する傍らでは――。

「ナナママ、このおやつ不ま味ずい……」

「ごめんねぇ」

「そ、そんなことないです！　すっごく美お味いしいです！　えっと、すいません……悪気はないんですけど、ニーナさんは舌が変なので……」

「なんやと！　ヒトミ最近、生意気すぎやぞ！」

「な、生意気で結構です！　だ、誰だれかさんみたいな味オンチより全然マシです！」

「ヨシローの文句は言うな」

「ニーナさんのことです！」

「ほらほら、ケンカしないの。ニーナちゃん、ケチャップでもかけてみたらどう？」

「えぇー……それは気持ち悪いよ、お母さん」

「ヒカル、ケチャップ持ってきて」

「やってみるんだ……」

「ちょ、ちょっとニーナさんダメです！　失礼すぎます！　それにもう自分の分は食べたじゃないですか」

「まだ残ってるもんねー」

「あっ、取らないでください！　絶対あげないもん！」

「ケチケチすんな、金持ちのくせに。このケチビ」

「な、な、なんですかそれ！　仮にも教師に向かって言う言葉じゃ――」

「うーるーさーいっ!!!」

　全員叩たたき出すぞ、と街一帯に響き渡るほどの大声でナナさんが叫んで、静寂が訪れた。この自由奔放超能力集団をまとめられるのは彼女しかいないだろう。

「ナッちゃん、下品な言葉使わないの」

「下品にもなるわよ！　大体、お母さんだって――」

「ナッちゃん？」

「う……」

　悪魔の怒りを静められるのはモモコさんしかいないだろう。

　進行役がリタイアしたので、俺おれが司会代行を務める。

「モモコさん」

「なぁに？　ムコ殿ぉ」

「失礼ですが、モモコさんは今回のことに関わっていますか？」

「いいえ。まったくのノータッチ。本当よ？」

「では、モモコさんは俺たちとアンナさん以外にも超能力者に知り合いがいますか？」

「何人か。片手で数えられる程度だけど」

「その中に『人の頭をよくする』といったような能力の持ち主はいますか？」

「いないわ」

「そうですか。ありがとうございます」

　顎あごを撫なで、唇を噛かむ。あれこれと可能性を探ってみるが、犯人の輪郭が見えてこない。犯人という呼び方すらも正しくない感じがする。

「本当に何がしたいんでしょうね？」

　結局、この一点に戻ってしまう。

「ヨシロー、ホンマに賢くなったんやな～」

　と、ニーナは感心しているのか悲しんでいるのかわからない口調だ。

　バン、とテーブルを叩たたいて、沈んでいた堕天使が復活した。顔の半分以上はある大きな大きなタレ目で俺おれを見つめる。

　その意味が、俺にはわかった。

「その様子だと私が今から何をするのか、知ってるのね？」

「はい」

「いつ？」

　俺は壁に貼はってあるカレンダーを確認して、答える。

「十二月八日です」

「場所は？」

「俺の部屋です」

「時間は？」

「夜の八時過ぎに『俺』が帰ってきますので、その前なら何時でも大丈夫でしょう」

「メモとか取ってる？」

「取ってません。禁止されました」

「わかったわ」

「ナッちゃん、何の話？」

　尋ねるモモコさんを、ナナさんは数秒間、見つめて、

「力を上手に使うのよ」

　と、不敵に笑った。

「ニーナ」

「はいはい？」

「出かけるわよ」

「どこに？」

「過去に」

　ナナさんはニーナを引っ張るようにしてリビングの外に連れ出し――

　すぐに戻ってきた。

　十二月八日から帰ってきた。

　間髪入れずに指示を出す。

「ニーナ、私の部屋で寝てなさい。そろそろ副作用が出るでしょ」

「わかった」

「ヒカル、アンタはニーナの看病してあげて。ホントにキツイ症状だけど慌てないでね」

「う、うん」

　ニーナとヒカルは、ナナさんの部屋へと向かった。

　ナナさんは次にモモコさんを見る。

「……お母さん、生意気言ってゴメンね」

　モモコさんは優しく微笑ほほえむだけで、何があったのかは問わなかった。

　そして、俺おれの向かいの席に座り、いよいよ本題に入る。

「じゃ、今日まで何があったのか話して」

「はい」

　あの『夢』のこと。弁当に顔を埋めて寝ていたこと。トイレで眠ったこと。柊ひいらぎちゃんと混浴したこと。二回ほどナナさんに折せつ檻かんされたこと。ヒカルと一緒に告白シーンを覗のぞいたこと。食べたもの飲んだもの。観たテレビ番組。着た服……。

　覚えている限りのことを話した。

　二ふた葉ばが部屋に泊まったことも隠さずに話した。

　ナナさんは途中で――特に混浴と二葉との勉強会の件で――ガルルルと牙きばを剥むきかけたけれど、どうにか堪こらえて最後まで聞いてくれた。

　俺の頭がよくなるような要素はどこにもなかった。

「無駄足だったみたいね……」

「そんなことはないです。ナナさんが『未来』から来て警告をしてくれていなかったら、俺はもっとパニックになっていたはずです」

「……その方がヨシローくんらしい気もするけどね」

　ナナさんは二葉を横目で見る。

「アンタはどう思うの？」

「えっ？」

「え？　じゃねぇよ。ちゃんと聞いてんのか」

「うん。聞いてる。私も……よくわからない」

「……あっそ。先生は？」

「わ、私も、お風ふ呂ろのこと以外は……あ、それが原因だったらどうしよう……」

「泣かないでよ。一緒にお風呂に入ったぐらいで頭がよくなるなら苦労しないでしょ。ま、その件についてはまた改めてお説教するけどね。ヨシローくんも」

「「……はい」」

「とにかく、犯人が現れるのを待つしかないわね」

　そう言って、ナナさんは緊急会議を締めくくった。



　そんな俺たちの行動を監視していたかのように、そいつは現れた。

　俺の部屋の前に立っていた。



　背丈はやや小柄で、細身。

　ジーパンの膝ひざのあたりまで届く黒色のトレンチコートを着ている。

　ツバ付きのニット帽を目深にかぶって目元を隠していて、髪の毛もすっぽりと覆い隠している。男性とも女性ともとれるユニセックスな服装だが、女性だとわかった。顎あごや唇に男にはない柔らかさがあったからだけではない。これまでの流れと直感でわかった。

　コイツが犯人だ。

　黙ったまま、品定さだめするように互いをじっくりと眺める。

「誰だれ……ですか？」

「誰だと思う？」

　やや高めの声。やはり女――それも同年代の少女だ。口調は重く、態度にも落ち着きがある。

「お隣さんの客ですか？」

「違う」

「だろうな。俺おれに用があるなら、まず名前ぐらい言ったらどうだ？」

「教えない」

　今までの俺ならば、この時点でお手上げだ。頭を抱えて「さっぱりわからん」と文句を言っているだろう。しかし、今の俺は頭がいい。

「教えられない理由があるんだな？」

　という質問がすぐに出てくる。が、少女は何も答えない。

　俺は立て続けに質問を浴びせる。ど真ん中めがけて直球を投げ込む。

「お前、超能力者だろ？」

「そうよ」

「俺に何かをしたのはお前か？」

「違う」

　二球目はボールと判定された。ならばと、次は変化球を投じる。

「俺の身にちょっとしたハプニングが生じていることは知ってるか？」

「知ってる」

「お前の仕業だな？」

「違う」

「本当は図星なんだろ？」

「違う」

「とぼけても無駄だ。お前も結婚とか遺伝子とかそういうのが狙ねらいなんだろ？」

「全然違う」

　ファーボール！　というか、最初の「違う」を含めたらファイブボールだ。賢いからといってこんな問答やってられるか。

「何なんだよ！　もう何がなんだかさっぱりわからん！」

「怒らないでよ。争うつもりはないから」

　少女は顔色も表情も変えない。なのに、どこか会話を楽しんでいるようなフシがある。こっちはちっとも楽しくないのに。

「あのなぁ、家の前で待ち伏せされた挙げ句に電波な話をされたら、誰だれだって怒るぞ」

「本当はもう少し前に挨あい拶さつをするつもりだったけれど、邪魔が入ったから今日にしたの。そうせざるを得なかった」

「はあ？」

「管かん崎ざきナナ……やっぱりあの人が一番厄介ね。それを言い出したらニーナ・ヴァレンティこそが……」

　少女は何やらぶつぶつと呟つぶやいている。

「おい。ナナさんやニーナのことも知ってるのか？」

「知ってる」

「あの人たちにも何かをするつもりか？」

「事と次第による」

「そんなことをしてみろ。タダじゃおかないぞ」

　グッと拳こぶしを握り臨戦態勢に入った俺おれをいなすように、

「嘘うそよ。争うつもりはないって言ったでしょ」

「……もういい。用件は何だ？」

　少女はもたれていた背中をドアから放し、俺と正対した。

「そう遠くない未来、あなたは大きな決断を迫られる」

「決断？」

「それを間違えないで」

　少女はするりと俺の横を通り過ぎた。

「待て」

　少女は立ち止まる。だが、振り返りはしない。背中で答える。

「何？」

　頭の中にいくつか浮かんだ質問の中から一つを選ぶ。

「お前……いや、君は、俺とどこかで会ったことがあるか？」

「……さあ？」

　少女は再び歩き出し、視界から去った。

　追いかけることはできたはずなのに、俺の足は廊下にへばりついて動かない。

　奇妙なことに、初対面であるはずの少女に俺は懐かしさを感じていた。

　端的な物言い、落ち着いた声の調子、凛りんとした仕草……知っているような気がする。

　というより、誰かに似ている。



　翌日、いつもの十字路でナナさんと合流して、早速、謎なぞの女について話した。

「はあ？　何それ？」

「俺おれもよくわからないんです」

「本当にその子の仕業じゃないの？　嘘うそを言ってるだけじゃないの？」

「その可能性もあるとは思いますけど、どうもそういう感じがしないんですよ」

「ふぅん……あっそ」

　と、ナナさんが吐き捨てた。

「あっそ、って……。それだけですか？」

「向こうが何も言わないんだから、こっちが真剣に考えても無駄でしょ。それに、なんか面倒くさいのよね、今回の話」

「そ、そんな……手を貸してあげるって言ったのに」

「じゃあ、貸してあげよっか？」

「お願いします」

「ヨシローくんが下す決断なんて一つしかないでしょ？」

　そう言って、ナナさんはギュッと腕を組んできた。

　ドクン、と大おお袈げ裟さなぐらい心臓が音を鳴らす。

「私と結婚するか、一生独身か。このどっちかよ」

「……なるほど」

　妙に納得してしまった。ナナさんか独身かの二択ではないけど、俺が求められる決断となると、やはりそのことに行き着く。

　――嫌だなぁ。

　じんわりとした感情が湧わいて、俺はナナさんの腕を解いた。ナナさんはチッと舌打ちをして冷たい視線を浴びせてくる。でも悪魔というほどではない。

「ヨシローくん、最近ちょっと変よね。つーか、つまんない」

「そう言われても……まあ、変なことになってるのは事実ですけど」

「そーゆー意味じゃない」

「……」

　ナナさんの言っている意味は、わかる。俺の蓋ふたフタ作戦が気に食わないのだろう。でも蓋を外したありのままの気持ちをさらけ出したところで、何もいいことはない。みんなのことが大好きですと宣言しても、みんなが困るだけだ。だから、今のままがベストだ。

「そういえば、期末試験の勝負はどっちが勝ったんですか？」

　と、話題を変えることにした。

「私が勝ったわよ。当然でしょ」

「今回は何点差ですか？」

　ナナさんはほんの一瞬、押し黙り、悪魔から物憂げな素の表情になった。

「……百二十点」

「え？」

「変なのはヨシローくんだけじゃないってことよ」

　ホントに面倒くさい、と溜ため息いき混じりに呟つぶやき、天使の美脚の歩幅を大きくした。曲がり角で立っていた二ふた葉ばの前も足早に通り過ぎ、さっさと学校へ行ってしまった。

　学校に着いてから、他の女性陣にも「謎なぞの少女」のことを伝えた。

「なんだか、よくわからないね……」

　と、ヒカルは首を捻ひねり、

「んっと……よくわかりません、ご、ごめんなさい……」

　と、柊ひいらぎちゃんも首を捻り、

「そんなことよりボスが倒されへんねん……」

　と、ニーナは別件で頭を痛めていた。

　教室で二葉にも伝えた。

　が。

「……そう」

　とだけ答えて、二葉は前に向き直った。俺おれはすぐに手を伸ばし、肩を掴つかむ。

「それだけか？」

「……他に言いようがない」

「まあ、そうだけどさ……」

　二葉がまた前に向き直ろうとする。そうはさせず言葉を放つ。

「お前、どうしたんだ？」

「……どうって？」

「俺も人のこと言える立場じゃないけど、お前この前からちょっと変だぞ」

　管かん崎ざき家で会議をした時、正確にはナナさんが『過去』から戻ってきた時の二葉の様子がおかしかった。どこか上の空で、ナナさんに冷徹な反論すらしなかった。

「何か引っかかることでもあるのか？」

「……」

「いや、俺のことはどうでもいいんだけど、お前が変なのは、なんていうか、調子が狂うというか、心配になるよ」

「！」

　伏し目がちだった二葉がすっと顔を上げ、俺を見つめる。だが、またすぐに逸そらした。いつもは眉み間けんを撃ち抜くはずの弾丸が、ブレザーの胸元あたりで行き場を失っている。

「何か問題とか悩んでいることがあるのなら、苦手かもしれないけど話してくれよ。俺にじゃなくてもいい。ナナさんも心配してるから」

　二葉は眉まゆを動かし、唇を結ぶ。そして、ゆっくりと口を開く。

「……今は言えないけど……お前に言う」

「うん。わかった」

「その時……」

　そこで言葉を句切って、俺おれの目を見た。懇願するかのような切ない瞳ひとみで、俺を見た。

　事実、懇願だった。

「怒らないで」

　口早に言って、さっと前に向き直る。何のことだかさっぱりだけど、

「わかった。怒らない。神に誓うよ」

　二ふた葉ばは振り返らず、前を向いたまま、かすかに頷うなずいた。



　それから数日が過ぎ――。

　山やま田だがクリスマスパーティーについての詳細を伝えてきた。

「部室でやります」

　飾りつけをして料理やお菓子を持ち寄って、手作りのパーティーをしようという案だ。

　本当にコイツはこの手のことが上手い。

　もちろん、みんな大賛成だった。山田史上最も女子に褒められた瞬間だっただろう。

「佐さ々さ木きくん、これ買ってきて」

　と、諸もろ々もろの買い出しを頼まれた。費用は？　という問いかけを気持ちよくスルーされたこと以外は異論ナシ。ま、費用も立て替えておこう。それぐらいの余裕はまだある。

「わかった。週末、買いに行ってくる」

「一人で行くんだよ？」

「……ああ、わかってる」

　そんなわけで、買い出しに行くことにした。

　ピンポーン。

　チャイムが鳴ったのは、丁度、玄関で靴を履いていた時だ。

　そのままドアを開けて応対する。

「どなたです――」

　最後の、か、が喉のどから出てこない。

　そこには二葉がいた。

　雪のように白いコートと、バラのように鮮やかな赤のスカート。

　唇にもほんのりと赤いルージュをひいている。

　何よりも驚いたのは、あの艶つややかな黒髪を、時々ナナさんがするように、緩ゆるくひとつに束ねて右肩にのせている。

　目も言葉をも奪われた。

「おはよう」

　二葉が言った。二葉が朝の挨あい拶さつをした。それがまた脳の活動を停止させる。

「………あ、うん、おはよう……じゃなくて、何？　どうした？」

「ん……」

　眉まゆをピクピク。口をギュッ。二ふた葉ばがむぐむぐ顔をする。

　俺おれは詳しいことはわからないけど、そんなに忙せわしくしたらメイクが崩れてしまいそうで心配になってしまう。

「コ、コーヒーでも飲むか？」

　二葉はふるふると首を小さく横に振る。

「えっと、じゃあ……」

　ぽりぽりと頭を掻かいてみる。

　困ったフリをしてみても、次の言葉はとっくに決まっていた。

　山やま田だの忠告を忘れたわけじゃない。

　色々と言い訳も思い浮かぶけれど、結局のところ、俺は舞い上がっていたんだ。

「俺、今から山田に頼まれたものを買いに行くんだけど……」

「……」

「一緒に行くか？」

「……ん」

　二葉は小さく頷うなずいて、

「いいけど」

　と、久しぶりに二葉らしい上から目線のひと言を発した。

　心が跳ねた。



　マンションを出て南へと歩く。会話はない。

　二葉は三メートルほど後ろをついてくる。なんとなく隣に並んでやろうと思い、歩幅を狭くすると、

「さっさと歩け」

　と、蹴けりが飛んできた。

「わかったから、蹴るなよ」

　むかついたので大おお股またで歩いてやる。

「ゆっくり歩け」

「どっちだよ！」

　十分も歩かないうちに駅に着く。駅前広場には花火大会の時に二葉と待ち合わせをした変な銅像が今日も元気に建っている。

「そういえば二葉、花火の時、俺の服にフランクフルトのケチャップをまき散らしてくれたよな」

「違う。お前がぶつかってきた」

「それこそ違う。お前が放り投げたんだ。浴衣につかなくてよかった、とか何とかわけのわからんこと言ってたじゃないか」

「……浴衣につかなくてよかった」

「……」

　電車に乗って、五つほど離れた駅で降りる。俺おれたちの住む街から一番近い都会だ。

　街はクリスマスムード一色で、あちこちからクリスマスソングが聞こえてくる。

　立ち寄った百貨店もこれまたクリスマス一色。子供のプレゼントを買いにきた親たちでオモチャ売り場はごった返し、宝飾品売り場にはカップルが群がっている。でも今はまだ目当てのものを探すだけで買いはしない。きっとイブの日には人だかりができるのだろう。化粧品や婦人服売り場には男の姿はほとんどなく、ちょっとだけ目の血走った……じゃなくて、気合いの入った表情の女性が、あれでもないこれでもないと物色している。

　二ふた葉ばも時々、足を止めて服を見ていた。これがまた意外にも、なんというか、キャピっとした服ばかりに目を留めている。意外、と言ったけど、今日の服装もそんな感じだし、少女マンガをたくさん集めていたりするから意外でもないのかもしれない。

「ゆっくり見れば？」

　と言うと、二葉は顔をキッと険しくさせる。

「見てない」

「怒るなよ。というか、見てただろ。気に入ったのがあるなら試着してみれば？」

「……」

「お。迷ってる迷ってる」

「だ、誰だれが迷うかっ」



    

  
    
      



    

  
    
      　山やま田だに頼まれたもの――小さなモミの木、それに飾る用の鈴とか綿とか星の形のアレと、同じように部屋を飾りつけるための豆電球や折り紙、紙皿に紙コップ……などなど。ひと通りの買い物を済ませた。思ったよりも時間はかからなかった。

「昼飯でも食べようか？」

「ん」

　店を探して街を歩く。ビルのすきま風が冷たくて、手がかじかんだ。ポケットに仕舞いたいところだけど、荷物がそれを許さない。

「……どれか持とうか？」

　二ふた葉ばが殊勝なことを言ってくれる。

「悪いな。じゃあ、これ」

「それはイヤ」

「頼むよ。このモミの野郎、小っちゃいくせに地味に重いんだ」

「だからイヤ」

　結局、二葉の両手はポケットの中でぬくぬくしていた。

　そんな風にしばらく歩いて一軒のカフェを見つける。

「ここにしようぜ」

　二葉は店と俺おれとを交互に睨にらんでから、

「イヤ」

　と言い、歩き出してしまう。なかなかオシャレな雰囲気の店だったのに、何が気に食わないのかわからない。

　またしばらく歩いて、今度は二葉が店を見つけた。

「ここにする」

「……別のところにしようぜ」

「何で？」

「実はこの店、俺に『変身』したヒカルとナナさんが――」

　そこで気づいた。

　さっき二葉が拒否した店は、二葉とヒカルが映画館の後に行った店だ。

　そうだよな？　と尋ねようとしたら、二葉は何メートルも前を歩いていた。

　テンポよく見つかった二軒以降は次の候補がなかなか決まらなかった。

　俺は「コーヒーの美う味まそうな店がいい」と主張し、二葉は「焼き魚の美味そうな定食屋がいい」と譲らなかった。

「てゆーか、普通は逆じゃないか？　定食屋が男だろ」

「知らん」

「いや、俺も知らないけど」

　散々歩き回った末、パスタ屋さんに決定した。なんとなく俺寄りでちょっと満足。



　俺おれがカルボナーラを、二ふた葉ばがボロネーゼとシーザーサラダを注文する。サラダは二人で食べるつもりだったらしいが、野菜嫌いの俺は遠慮願う。

「レタスとベーコンとチーズだぞ？」

「レタスも苦手なんだよ」

「お前は何が食えるんだ」

「ハンバーグ？」

「野菜の話だ、バカ」

　料理はすぐに運ばれてきた。その味は……

「んー……正直、微妙だな」

「そう？」

　本当にそうでもない様子で二葉はもぐもぐと口を動かす。

「……ま、高級ホテルのフルコースに比べたらどこでも微妙だろう」

「う……」

　忘れかけた頃ころに刺してくれる。話題を逸そらそう。

「お、俺、ここより不ま味ずい店を知ってるよ。ここよりというか、どこよりも不味い店」

「……どこ？」

「国道沿いの喫きつ茶さ店てん。ニーナの行きつけでさ、俺もしょっちゅう連れて行かれるんだ」

「しょっちゅう？」

　二葉の片かた眉まゆがピクリと上がり、目が鋭さを増す。

「……しょっちゅうじゃない。たまに。ホントたまに、だな」

「……お前の食生活は人任せか」

「そ、そんなこと……ないこともないな……」

　二葉は、半分以上残っているサラダを俺の目の前にドンと置いてきた。

「食え」

「頂きます」

　なぜか断れなかった。レタスもやっぱり苦手だ。

　食後のコーヒーを追加注文する。俺はホットで、二葉がアイスコーヒー。

「お前、やっぱり猫舌なんだろ？」

「……違う。寒い時に冷たいもの、暑い時に熱いもの、が好き」

「さすが。ひねくれ者」

「……黙れ。単純バカ」

　アイスコーヒーにミルクとシロップを多めに注ぎ、ストローでかき混ぜる。カラカラと氷の音がして、コーヒーの色が黒から茶色に変わる。

　それを見ていて、不意に思い出した。

　一番最初に見た『夢』のこと。正真正銘、俺が想像した世界。優しくて明るい二葉――俺が「二葉さん」と呼んだ人――とも一緒にこうして向かい合ってコーヒーを飲んだ。

　あの時の彼女はアプリコットティーだった。

　それは、当時の俺おれが二ふた葉ばのことをよく知らなくて勝手に想像した二葉の好きなもの。

　今度はちゃんとアイスコーヒーの美う味まい定食屋に連れて行ってやれるだろうか？

　そんな愚にもつかないことを考えて、コーヒーカップを置いた。

「二葉」

「……何？」

「話があるんだろ？」

　コーヒーをかき混ぜていた二葉の手がピタリと止まる。

「……ん」

「俺も、ある」

「え？」

「俺もあるから、お互い話をしよう。その方がフェアな感じがする。それに、お前も言いやすいだろ？」

　二葉はコーヒーをひと口飲んで、座っている椅い子すの位置を直した。

　弾丸の瞳ひとみはどこか頼りなく、どこか優しい。

「私は二つ……いや、三つある」

「軽いやつから頼む」

「私から？」

「俺からでもいいけど、その後はお前の三連発になるぞ？」

「……私からにする」

「おう」

　といっても、二葉はなかなか切り出さない。むぐむぐ顔で、体も落ち着きなく動く。

　気長に待つこと五分、ようやく第一声。

「……今日だ」

「ああ。今日でちょうど一年だな」

　二葉はぎょっとして目を開く。

「し、知ってたのか？」

「昨日、思い出したんだ。これも頭がよくなったお陰なのかな？　そういえば、あの日は誕生……」

　危うく口が滑りそうになって、必死で呑のみ込こんだ。

「……何だ？」

「あ。コーヒー美お味いしい」

「それはもういい。何を言おうとした？」

　二葉が身を乗り出した。遠近法がフル活用されて、大きな吊つり目めが随分と近づいたように感じる。その大きな目が食い入るように俺を見ている。睨にらむでも蔑さげすむでも見下ろすでも見上げるでもない。興味深げに真っ直ぐに。コイツ、今日はやけに表情豊かだな。

「いや……何でもない」

「お前もそればっかりだ」

「あんまり言いたくないんだよ」

「言え」

「だから……昨日が俺おれの誕生日なんだ。で、あのオーディションは誕生日の翌日だったな、と思い出したんだよ」

「本当か？」

「嘘うそついてどうするんだよ」

「………そう」

　二ふた葉ばはいからせていた肩の力を抜いて、ストローに口を伸ばす。

「……ん？　一個目、終わり？」

「終わった」

「感想とか言った方がいいか？」

「いらない」

「じゃあ、次はどうする？」

「お前の番」

「よ、よし」

　いざ話すとなると緊張してきた。コーヒーを飲んで、椅い子すの位置を直す。

「なあ、二葉。俺、変わったかな？」

「……いつと比べて？」

「バカな頃ころと比べて」

「……それは、まあ」

「やっぱりそうだよな」

　自分でも自覚はある。

　俺は賢くなってから、本をたくさん読んだ。読よみ耽ふけった。読み漁あさった。

　ついこの間まで理解不能だった文字の羅列が、物語が、知識が、情報が、法則が、理解できる。身み震ぶるいするほど刺激的だ。

　バカだった頃に見えなかったものが、見える。

　知らなかったことを、知れる。

　それはアルバイトをして初めて給料を貰もらった時と同じぐらい喜びを感じる。

「こんなこと言うと怒られるかもしれないけど、今のこの状態が結構気に入ってるんだ。本当にご褒美なんじゃないかなって思ったりもする」

「……」

「もっと言うと、このまま戻りたくないとさえ思う」

「どうして？」

「この頭なら大学も夢じゃないだろ？　やっぱり憧あこがれるよ」

「……そう」

「ナナさんとニーナが一生懸命、この原因を探ってくれたことには本当に感謝しているんだけど、正直なところ、原因なんてどうでもいい。今がこのまま続けばいい……こういうのって不謹慎かな？」

「うん。不謹慎」

「だよな……」

「でも――」

　二ふた葉ばはアイスコーヒーを勢いよく最後まで吸い込んでから、

「お前が楽しいのなら、私は何も言わないよ」

「――っ！」

　ヤバい――と本能が危険信号を鳴らす。

　蓋ふたが外れてしまいそうだ。

　違うだろ、二葉。そんなに可愛かわいい喋しやべり方をするなよ。

　ヤバいヤバいヤバい――と本能が激しく警笛を鳴らす。

　プルルルル――

　俺おれの携帯電話が着信音を鳴らした。

「おわっ！」

　携帯電話と本能のシンクロっぷりが見事だったので、思わず跳び下がってしまった。

「……何だ？」

「い、いや、ちょっとビックリして……」

「……電話、出ろ」

「お、おう」

　表示された相手の名は山やま田だ。当然、無視。

　プルルルル――

　また着信音。今度はナナさんからだ。うーん……どうしよう？

「タヌキからだろ？」

「えっ？」

「私にもさっきからずっと電話がかかっている」

「出ろよ」

「……お前が出ろ」

「お、おう」

　通話ボタンを押した。

『どうして管かん崎ざきさんの電話だと出るの？』

　山田の声だった。

「お前こそ、どうしてナナさんの電話でかけてくるんだよ」

『一緒にいるからに決まってるだろ』

「ああ？　どうしてナナさんとお前が――」

『そんなことより、買い物は？』

「したよ。そんなことより、どうしてナナさんとお前が――」

『じゃ、今すぐ部室に持ってきて』

「……どうして？」

『準備してるから』

「あ、そうなんだ」

　だから一緒にいるんだね。

『とにかく早く来て』

「あ、待て――」

　山やま田だは一方的に通話を切り、ツーツーツーと虚むなしい音がする。

　こいつは困ったぞ……。

　パーティーの準備に行くことはやぶさかではない。むしろ行きたい。しかし、二ふた葉ばとの話もまだ終わっていない。今、切り上げるのもなんか違う気がする。

　いやあ、これどうしよっか？

　二葉の顔を見る。ツンと澄ました仏頂面で二葉も俺おれを睨にらんでいた。

「行くぞ」

　と、席を立った。

「どこに？」

「学校。パーティーの準備だろ？」

「どうしてそれを？」

「タヌキからのメール」

「ああ、なるほど。で、でも、話は？　まだ二つ残ってるぞ」

「それは………もういいんだ」

　俺たちは店を出て、学校へと向かった。

　まさか二葉とナナさんがメールアドレスを交換しているとは思いもよらなかった。



　電車を降りたあたりで、新たな問題が発生していることに気づいた。

　おそらく部室にはナナさん以外のみんなもいる。部員全員に招集がかかったのだろう。

　そこへ今から俺と二葉が一緒に行く。二人同時に現れる。

　……これはちょーっとばかりまずくないか？

　何がまずいのかも、もひとつハッキリしない。けど、非常によろしくない。それだけはハッキリとわかる。頭ではなく本能で察知している。道の先に死の匂においを感じる。

　どうしようかと考えている間にも学校は近づき、学校に近づくにつれて焦りが募って、二葉はやけに早足でズンズンと進み、俺の考えがまとまらないうちにガラッと部室のドアを開けてしまった。

　予想通り、全員いた。ナナさんとニーナと柊ひいらぎちゃんとヒカルと山やま田だがいる。

　一同は談話を止めて、登場した俺おれと二ふた葉ばを見る。皆、キョトンとした顔をしているが、唯ただ一人、ナナさんだけがニコッと微笑ほほえんだ。魔界から強いのが転生している微び笑しようだ。

「ヨシローくぅん？」

「ち、違うんです。二葉とは今さっきそこで偶然に会ったんです」

「違う」

　と、二葉がぼそり。

「うん、違う。間違えた。さっきそこでって言うと本当にすぐそこって感じがするけど、本当は校門の前で偶然に会ったんです」

「違う」

　と、二葉。

「あー違う。また間違った。偶然に会ったのではなくて、なんとなくこれぐらいの時間に行こうか的なことを事前に示し合わせたっぽいから偶然というのは語弊がなくはないかもしれません」

「一緒に買い物して昼ご飯を食べてから来た」

　二葉は真実を淡々と述べて、そそくさと窓際の指定席に座る。その二葉を含めてミシン部の皆さんが凍いてつくような視線を浴びせてくださる。中でも山田はひと味違った意味で呆あきれている。

「ああっ、そうだ、この地味に重いモミのヤローをどこに置きま――」

「ヨシローくぅん？」

「……な、何でございましょうか？」

　ナナさんは顎あごで教卓を指す。

「落語やって」

「…………え？」

「ここで、今すぐ落語をやって。好きなんでしょ？」

　さすがサディズムの体現者。肉体的暴力のみならず、精神的苦痛を与える術すべも熟知していらっしゃる。

「す、好きですけど、俺はアマチュア……といいますか、ずぶの素人なので……」

「ヨシローくん、返事は？」

「……わん」

　教卓の上に正座をした。扇せん子す代わりにマジックペンも握った。

　まゆ毛亭サルの助、初舞台です。

「えー、嫌よ嫌よも好きのうち、てなことを申しますが、人間、嫌いなものは嫌いなわけでして、かく言う私もピーマンやレタスなどの――」

「あ、『饅まん頭じゆうこわい』ですね」

　柊ちゃんが爽さわやかに横やりを入れてくれた。

「そうです。柊ひいらぎちゃんも落語好きなんですか？」

「は、はい！　私も大好きです！　こ、これって凄すごいことですよね！」

「凄いかどうかは……」

「饅まん頭じゆうがこわいって何やねん？　食べるもんやろ、饅頭は」

　と、ニーナが柊ちゃんに尋ねる。

「そういう話なんです」

「どんな話？」

　と、ナナさん。

「いや、ナナさん、それを今から不肖サルの助が話すので――」

「えっと、長屋に集まった人たちが苦手なものについて話をするんです。その中の一人が『俺おれは饅頭が大の苦手だ、見るのもこわい』と言い出すんです」

「ちょ、柊ちゃん、そのへんにして――」

「それでそれで？」

「その人はみんなから嫌われているんです。だから、意地悪をして『アイツに饅頭をあげよう』ってことになるんですけど、実は嫌いじゃないんです。大好きなんです。嘘うそをついているんです」

「で、最後はどうなるの？」

「みんなが意地悪で持ってきた饅頭を『こわいこわい』と怯おびえるフリをしながら食べるんです。で、お腹なかいっぱいになって最後に『今度はお茶がこわい』って言うんです」

　あぁ、オチまで完走……。

「う～ん、ようわからん」

「私も。大体さ、好きなものを何で嫌いって言うわけ？　好きなら好き嫌いなら嫌いってハッキリ言えばいいじゃん」

「そ、それがこの話の楽しいところです」

「ふぅん……」

　タヌキさんは何かを閃ひらめき、ニヤリと悪い顔になって天敵のキツネさんを見る。

「私、アンタのこと心から親友だと思ってるわ」

「……私も」

「死ぬまでずっと離れずに一緒にいたいって感じよねぇ」

「……同感だ。お前には一秒でも長く生きてほしい」

「あら、すっっっごく嬉うれしい。アンタのそういう真っ直ぐで素直なところ憧あこがれる」

「こっちこそ。お前のその豊かな胸には正直、嫉しつ妬とする」

　……なんて低次元でハイセンスな攻防だ。こめかみに浮き出た血管がピクピクしているナナさんも、どこか活き活きしているように見えるのは俺だけだろうか？

　そのナナさん、最終的には「やっぱわかんない。キモい」と饅頭ごっこに飽きて、

「じゃ、ヨシローくん続きやって」

「えー……こ、こんな高いハードルはプロでも越えられませんよ……」

「いいからやりなさい」

「うぅ……」

　その時。

「届いたよーっ！」

　と、いつの間にかいなくなっていたヒカルが部室に入ってきた。本当にいつの間にいなくなったんだろう……？

　ヒカルは大きめの箱を抱えていて、それを机の上に置いた。

「何それ？」

　と訊きいても、ヒカルは「ふふふ」と笑って答えない。

　他のみんなを見渡す。柊ひいらぎちゃんもヒカルと同じように笑っている。山やま田だは不愉快そうに顔をしかめている。鬼姫ナナさんも鬼の部分が取れて美しき姫に戻っている。二ふた葉ばは窓の外を見ている。そして、ニーナが堪えきれないといった太陽の笑顔で箱を開けた。

「じゃーん！」

「あ……」

　それが何を意味するのか、ひと目でわかった。誰だれだってわかるだろう。

　箱の中身は、まん丸なショートケーキ。

　すぐに二葉を見る。

　二葉は窓の外を見たままだった。頑かたくなに顔をこちらに向けようとしなかった。

「一日遅れだけど、誕生日おめでとう！　これ、ナナが作ったんだよ」

「せやから味は保証できんけどな」

「ああ？　んなわけねぇだろ……ってこともないんだけど。時間がなかったし、仕上げはお母さんに任せたから……まあ、それでも不ま味ずいわけがないんだけどねっ」

「あ、あの、後日また改めて私のホテルで盛大に……」

「僕の誕生日は来月の――」

「ヨシローどないしたん？　なにボーッとしてんの？」

　どうしたもこうしたもない。そりゃボーッともするさ。

　だから、言いたくなかったんだ。

「あーっ、ヨシローが泣いてる」

「ち、違うよ！　な、泣くわけないだろ！」

　というのは嘘うそだ。嘘に決まってる。

　改めて、みんなの顔を見渡す。二葉と山田以外はみんな笑ってくれている。二葉と山田だって心の中じゃ笑ってくれているだろう。

　特に二葉。お前なんだろ？　というか、お前しかいないもんな。ホント、どうかしているよ。こんなのちっともお前らしくないじゃないか。

　こんなの……

「全然、嬉うれしくない。俺おれはケーキがこわいんだよ……」

　顔を上げて、天井を見つめる。

　そうしなきゃ男らしくないものが落ちてしまう。

　天井を抜けて、雲も突き抜けて、空も越えて、どこかにきっとある国を見つめる。

　そこに住んでいる人に語りかける。

　生んでくれてありがとう。

　生まれてきて本当によかった。本当に本当に幸せだ。

　これっぽっちも嘘うそじゃない。

「ほな、食べよか」

「うん！　でも、その前に」

　と、ヒカルがケーキに年の数だけロウソクを立てる。

「――あ、火がないや。誰だれかライターかマッチ持ってない？」

　誰も持っていなくて、誰もが山やま田だを見つめた。

「……わ、わかったよ。絶対に僕の分を残しておいてよ！」

　山田は発火道具を調達するために部室から出て行った。

　そこでナナさんが俺を見る。

　賢い俺はすぐに察した。

「なんか、自分で火をつけるのも変だけど……」



    

  
    
      



    

  
    
      　と、俺おれはニヤニヤしながらロウソクに指を近づける。

　そして、俺は超能力を使った。

　使ったはずなんだ。

「………あれ？」

「どうしたの？　早くしてよ」

　もう一度、能力を使った。

　使ったのに―――指先から炎が出ない。

「あ、あれ……」

「ヨシローくんってば。何やってんのよ」

「………出ない。炎が出ない……」

　超能力が使えない。

　和やかで幸せな空気に包まれていた部室が、音を失った。

　皆、呆ぼう然ぜんとして俺を見ている。二ふた葉ばも窓の外ではなく俺を見ている。

　俺は誰だれに言うわけでもなく、呟つぶやいた。

「……嘘うそ……だろ？」



　人生なんて一瞬で変わる。

　何かが壊れるのもまた、一秒あれば充分らしい。



    

  
    
      

　四章　乱





　たとえば。

　大切にしていたものが壊れたとしたら。

　壊さないようにしていたものが壊れたとしたら。

　壊してしまったら。

　アンタはどうする？



　自分は人と違う――。

　そのことに気づいたのは物心ついてすぐだった。

　その事実が与えてくれたものは、俺おれの場合、劣等感だった。それは「人と違う部分」が優越感をくれるような代物じゃなかったからだろう。

　奇妙で、ちっぽけで、不思議だけど、役には立たない。

　それが生まれつき俺に備わっていた力。俺の超能力。

　諸悪の根源。

　俺が抱える悩みのすべては、元を辿たどればその一点から派生している。

　これさえなければ。

　これさえなくなれば。

　何度、夢想したかしれない。子供の頃ころからの夢だったといってもいい。

　だが、この役に立たない力を必要としてくれる人たちが現れた。

　人生が変わった。

　価値観が百八十度変わった。

　悩みは悩みとしてあるけれど、劣等感を抱くヒマもない忙しい日々が訪れた。

　そういう日々を過ごすうちに、人と違うことを受け入れていこうと思えた。

　自分と同じ悩みを持つ人を大切にしたいと思った。

　壊したくないと願った。

　ところが、突然に、これまで俺を苦しめていたものが消えた。

　消え失せた。

　夢が叶かなった。

　それはきっと喜ぶべきことなのに。

　それなのに。

　どうして俺は喜べないのだろう？



　あれからケーキを食べることはなく、パーティーの準備もせず、俺おれたちは別れた。

　ひと言も会話はなかった。

　翌、日曜日。バイトを無断欠勤した。趣味も洗濯も掃除もしない。本も読まない。何もせず何も考えず、ひたすら眠っていた。ニーナが遊びに来ることもなかった。

　週が明けて月曜日――。

　朝の通学路、いつもの十字路にナナさんはいなかった。いつもの曲がり角に二ふた葉ばの姿もなかった。

　二人は学校を休んだ。

　俺は学校に着いてすぐ、校長室に呼ばれた。職員室の奥にあるその部屋に向かう途中、柊ひいらぎちゃんと目が合った。

　すっ、と目を逸そらされた。

　……仕方ない。仕方ないことだ。

　校長室には、校長と谷たに山やま先生と俺の三人だけで、校長の座る机には再試験の答案用紙が並べられてある。そこに記されている点数は正規の試験よりも優秀なものだった。

「職員会議で話し合われた結果、問題ないと判断しました」

　校長がにこやかな顔で喋しやべる。

「これからもこの調子で精進してください」

「はぁ」

　何だ？　それだけか？　もっと他に言うべき言葉があるだろ？

　だが、校長はニコニコしたままで俺の望むことを言ってくれない。

　なんだか無性に――



　腹が立つ。



　我が校では、試験の結果や順位を廊下に貼はり出すようなことはしない。それでもどこからか情報は漏れる。噂うわさのタネになる。格好の餌え食じきになる。

　教室に戻ると、クラスメイトたちがひそひそと囁ささやいている。俺を見て囁く。本当にひそひそと聞こえないように囁く。だから、何を話しているのかは聞こえない。

　でも、おおよその察しはつく。井いの上うえさんが「そんなことを言っちゃダメよ」と真面目まじめなクラス委員の顔で注意をしている様を見れば、ほぼ決まりだろう。

　だからといって、俺から何も言うことはない。好きに囁けばいい。

　一年で最後の授業が終わり、昼過ぎには家に帰った。

　次の日も朝の通学路で恒例の口論を聞くことはなかった。

　学校では年末の大掃除が行われ、それが終わると生徒たちは帰宅組と部活組に分かれる。

　俺も帰宅組なので、早々と教室をあとにする。

　下駄箱を開けると、淡いピンク色の封筒が入っていた。

【部室で待ってる】

　綺き麗れいな文字で綴つづられていた。



　部室のドアを開けると、ナナさんが背を向けて立っていた。ぼんやりグラウンドを眺めているその顔がどんな表情なのかは見えない。

　声をかける前に彼女はこちらに気づいた。

　西日に照らされて赤茶色に輝いた巻き髪が、ふわりと揺れる。

「来てくれたんだ」

　そう言って、天使は薄く笑った。

　懐かしい光景だ。

「初めて会ったのもここでしたね」

「うん」

「そして、嘘うその告白をされた」

「怒ってる？」

「まさか。いい想い出ですよ」

　ナナさんは机の上に腰を下ろす。長い足をぶらぶらとさせる。数秒、床を見つめてから顔を上げる。それもまた初めて見る表情だ。

　少し怯おびえている。

「今日は、嘘じゃないよ」

「……」

「本当の告白」

「……はい」

　ナナさんが俺おれを見つめる。

　大きな大きなタレ目が俺を見つめる。

　でもそれは、恋する少女の瞳ひとみではなく、悲痛な訴えが混じっている。

「私はヨシローくんのことが好き」

「……」

「好き。ヨシローくんのことがちゃんと普通に好き。でも……」

「ナナさん、もういいですよ。わかってますから」

「私がわからないの！」

「……」

「ヨシローくんのこと好きだけど、この気持ちが本物かどうか……わからない。超能力者じゃないヨシローくんが好きなのかは、わからない。ごめん……」

　アンタにお願いがある。

　どうか彼女のことを悪く思わないでほしい。わがままな人だと思わないでくれ。

　ナナさんはそんな人じゃない。絶対に違うんだ。

　俺おれと彼女にとって、俺と彼女たちにとって、これは避けては通れない事情だ。俺が能力者であるかないかは、彼女たちにとっても人生のかかった重大な事柄だ。これがなければ出会っていない。これがなくなれば縁を切る。本来、そういうものなんだ。

　それでも彼女は切らずにいてくれる。

　ただの人間に、ただの男になった俺を見てくれている。悩んでくれている。真っ直ぐに自分の心と向き合い、正直に打ち明けてくれている。

　嬉うれしく思う。少なくとも俺は、こんな彼女のことを素敵だと思う。

「謝らないでください。ナナさんは悪くないです」

「そんなことない……」

「仕方ないですよ」

「……少しでいいの。ほんの少しでいいから、時間ちょうだい？」

「そうですね。まだ俺の能力が本当になくなったと決まったわけじゃないし」

「……うん」

「もし、能力が戻ったら、その時はまた一緒に学校行きましょう」

　ナナさんは何度も何度も頷うなずいた。ごめん、ごめん、と何度も謝った。俺は怒ってないと何度も言った。何度言っても彼女は謝った。

　本当に怒ってなどいない。

　ただ、ほんの少し寂しいだけさ。



　家に帰ると、ニーナがいた。

「おかえり」

「……ただいま」

「おかえり……」

　太陽は輝かない。テレビもついていない。らしくもなく神妙な面持ちでテーブルの前に正座をしている。拳こぶしをぎゅっと握っている。

「ヨシロー、ごめんな？　ウチ、アホやからどないしたらエエかわからんくなって……」

「いいよ、別に。気にしてない」

「でもでも！　ウチ、決めたから！」

「……何を？」

「この部屋に引っ越す。ここに住む」

「い、いや、それは……」

「んじゃ、毎日遊びに来る！」

「……ありがとう。でも、それは無理矢理に決めることじゃない」

「無理矢理ちゃうもん！」

「そうだとしても、今はその気持ちだけで充分だよ」

「……」

　最近の俺おれはダメだ。涙もろくていけない。ニーナも泣き出しそうになっている。

　こんなの俺たちらしくない。

　俺は両手で思いっきり顔を引っ張って、その変顔をニーナに見せつける。

「な、なにその顔？」

「これは『なんだか腹が減ってきた』の顔だ」

「……へへへ、ウチも」

　と、ニーナはもっと変な顔をした。

「じゃ、行きますか？」

「行こう行こう♪」

　俺たちは部屋を出た。行き先は一つしかない。

　が――。

「嘘うそや……」

　目的地に着いたニーナは愕がく然ぜんと肩を落とした。

　国道沿いにあるニーナ行きつけの店、喫きつ茶さベロニカは閉まっている。

　ドアには貼はり紙がみがされてあり、そこに『閉店のお知らせ』と綴つづられていた。

「なんで？　ヨシロー、なんでなん？」

　ニーナが俺の服を掴つかんでブンブンと揺する。

「何でって、それは俺にも……」

　そこで偶然にも、店からヒゲのマスターが出てきた。マスターは俺たちの存在にすぐに気づき、苦笑いを浮かべて申し訳なさそうに頭を下げた。

「おっちゃん！」

　ニーナが駆け寄り、俺にしたようにマスターに詰め寄る。

「なんで？　なんでなくなるん？　ウチ、毎日来るようにするから！」

　マスターは困った笑みを浮かべることしかできない。

　俺はニーナの肩にそっと手を置いた。

「ニーナ、もうやめろよ」

　マスターは俺に再度、会釈をしてからその場を去った。

　地面に膝ひざをつき、それでも「なんで？」とニーナは繰り返す。

「仕方ないよ、ニーナ。仕方ないことだ」

「……」

「いつかは壊れるんだ。ずっと同じじゃいられないんだよ」

　自分自身に言っているみたいだ。自分の言葉が胸に染み渡る。

「……それはウチらのこと？」

　俯うつむいたままニーナが言った。

　俺は何も答えられず、ニーナもそれ以上は何も言わなかった。



　そして、終業式。

　十字路にナナさんはいなかった。

　ニーナは教室の真ん中で黙り込んでいる。

　柊ひいらぎちゃんとヒカルはあれから俺おれに接してこようとしない。

　前席にいるはずのアイツも姿を現さない。

　仕方ない、仕方ない、と言い聞かせる。

　頭じゃ納得しているのに、心が波立つ。

　クラスメイトたちは今日も囁ささやいている。俺を見て、俺のことを噂うわさしている。昨日よりも声が大きくなっている。だから、聞こえる。ロクでもない噂うわさ話ばなしが聞こえてくる。

　仕方ない。

　カンニングなんてしてないけど、仕方ない。だってこれはカンニングみたいなものじゃないか。仕方ない。言わせておけばいい。

　谷たに山やま先生はまだ来ない。早く教室に来てほしい。そうすればクラスメイトが黙る。

　でも来ない。

　聞こえるように囁かれる。中にはあえて大声で言うヤツもいる。

　静かにしてほしい。俺のいないところでやってくれ。

　うるさい。黙れ。

　お前らに何がわかる！

「――っ！」

　席を立とうとした。怒鳴りつけてやる寸前だった。

「まゆ毛」

　と聞こえて、前の席に黒髪の少女が座った。すーっ、と波が収まっていく。

「二ふた葉ば……お、おはよう」

「……」

　二葉は何も答えない。でも、それでいい。それが、いい。

　不機嫌さ丸出しの表情で何も言わずにいてくれるだけでいい。

　――のに。

「まだ戻らないの？」

　二葉は言った。俺の机に肘ひじをのせて、若干、前のめりになっている。

「……」

「まゆ毛？」

「……あ、うん、まだ、戻らない」

「そう」

「そうなんだ」

　だからもういいだろ。前を向いてくれ。

　だけど、二葉は喋しやべる。苦手だと言っていたのに、喋る。

「前に、変な女に会ったと言ってただろ？　そいつとは会っていないのか？」

「……うん」

「そいつの仕業かどうかはわからないけど、やっぱり何かしらの原因はあると思う」

　もういい。

「私にも……一つ、心当たりがある」

　もういいんだよ。

「それは、その……」

　もうやめてくれ。

「ま、前に、言おうとした話で……」

　そんな話は聞きたくない。

「それが原因かどうかはわからないけど……」

　わからないままでいい。

「とにかく、原因さえわかれば元に戻れるかもしれない」

　元の俺おれって何だ？

　どうしてみんな新しい俺を嫌うんだ？

　お前まで新しい俺を拒むのか？　何も言わないと、言ってくれたじゃないか。

「おい、まゆ毛。聞いている――」

「もういい！」

　ドン！

　力任せに机を叩たたいた。

　教室が水を打ったように静まりかえる。

　二ふた葉ばも目を見開いて驚いている。

「もういい！　聞きたくない！　知りたくもない！」

「……」

「そんなに元に戻ってほしいか？　お前はそれにこだわるか」

「そうじゃない。私は――」

「まあな、これはこれでお前らしいよ。それでこそ木き元もと二葉だ」

「違う」

「何が違う！」

「……」

「ちょ、ちょっとヨシロー、なんやわからんけど落ち着いて」

　ニーナが仲裁に入ろうとする。

　けど。

「うるさい！」

　一喝して、退けた。ニーナは足を止め、その場で固まる。

　教室にざわめきが起こる。

　親衛隊の連中は今にも飛びかかってきそうな構えだ。

　それを睥へい睨げいする。

　俺おれが睨にらむのは教室にいるクラスメイトだけじゃない。

　これまで俺を蔑さげすんできたすべての人を睨みつける。

「お前らみんな、うるさいんだよ」

　これまでバカにしてきた男の反乱に、クラスメイトは怒りよりも戸惑っている。

　そこに畳みかける。

　心はもう俺自身から離れて、感情が体を支配する。

　感情が口を動かし、言葉を吐かせる。

「何がそんなに気に食わないんだ？　俺がテストでいい点数を取って、それの何が悪い？　お前らに何の迷惑がかかるんだよ！」

　誰だれも言い返しはしない。憎らしげな視線だけを向けてくる。

「今までだってそうだ！　俺がお前たちに何かしたか？　したことがあるか？　バカにされて、笑われて、ぞんざいな扱いをされても、それがすごく悔しくても、俺はお前たちに何もしてないぞ！　今度は俺がお前たちをバカにしてやろうか？」

「佐さ々さ木きくん、ごめん。私たちが悪かったから、もう怒ら――」

　クラス委員の井いの上うえさんが皆を代表して謝罪しようとした。

　それを――

　パン！

　という音がかき消す。その行動がさらなる静寂を生む。

　横っ面を殴られた。

　木き元もと二ふた葉ばに。

　ゆっくりと顔を動かし、弾丸の瞳ひとみを睨み返す。

「……何するんだよ」

「お前、友達が欲しかったんじゃなかったのか？」

「！」

　淡々として冷徹な二葉の言葉が胸の奥の奥に突き刺さる。

　ここでやめておくべきだった。

　そう思えるのは、ここでやめられなかったからだ。

「……そうだよ。俺は友達が欲しかった。たくさん欲しかった。携帯電話のアドレス帳を友達の名前で埋め尽くしたかった」

「まだ遅くない」

「それこそもういいんだ。たったの五人、いや、六人だけど、友達ができた。その六人は百万人にも匹敵するかけがえのない友だ。だから、もういいんだよ」

「……私たちのことか？」

「他にいないだろ」

　ふぅ、と気怠い溜ため息いきをついて、二ふた葉ばは一拍の間を置いた。

「私は、お前のことを友達だなんて思ったことはない」

　ぐにゃり、と視界が歪ゆがんだ。

　頭の中が真っ白になって、なぜか笑えてきた。

「……はは、そうか。わかったよ。お前がそういうつもりなら、俺おれだって同じ態度で臨むまでだ。ま、もうあの約束なんて意味はないんだろうけどな」

「違う！　そういうつもりじゃ――」

「黙れ、二葉」

「……っ」

「この先、俺が元に戻ったとしても、あの約束は守らない」

「……」

「俺は、お前だけは選ばない」

「……」

　弾丸の瞳ひとみからぼろぼろと大粒の涙がこぼれ落ちた。

　木き元もと二葉が、泣いた。

「……わかった」

　二葉は突風のように俺の横を通り抜け、そのまま教室の外へと走り去る。

　クラスメイトたちは、俺が怒鳴ったことなど忘れていただろう。



    

  
    
      



    

  
    
      　俺おれだってそうだ。

　二ふた葉ばの涙しか頭に残らなかった。



　夜が明けて、クリスマスイブ。冬休みの初日。

　昼過ぎ、俺は学校へ向かった。

　予定していたパーティーの準備など、もはや必要はないだろう。そんなことはわかっていたけど、部室に向かった。

　部室には山やま田だがいた。いると思ったから来た。山田に謝りに来た。

　山田は健けな気げにも部屋の飾りつけをしている。昨日、俺が吠ほえた時に山田も教室にいて、一部始終を知っているはずなのに。

「遅いよ。早く手伝って」

「山田……」

「なに？」

「……パーティーには誰だれも来ないと思う。すまん」

「……」

　山田は作業の手を止めて、机の上に座った。

「実はさ、こうなる気がしてたんだ」

「……」

「ずっと前に、僕が『不思議な夢を見る』って言ったこと、覚えてる？」

「ああ、覚えているよ」

　それはまったくの嘘うそだったけど、一瞬だけ「山田も能力者か」と疑ったことがある。

「あの夢をまた見たんだ。クリスマスパーティーに誰も来ない夢。もしかして予知夢ってやつかな？　僕、ひょっとしたら超能力があるのかも」

「……そうかもしれないな」

「君みたいに？」

「え……？」

　心臓が止まるかと思った。

　そんな俺を見て、山田も驚いている。

「やっぱり超能力者なんだ……」

「お前……カマをかけた、のか？」

「うん、まあ。君たちの会話の中にそんな単語が混ざっていたのを何度か耳にしたことがあったから。でも、信じてはいなかったけど……」

「……」

　俺は山田にすべてを打ち明けた――。

　俺が超能力者であること、彼女たちも超能力者であること、彼女たちが俺に言い寄ってくる理由、その理由がなくなったこと……すべてを洗いざらい話した。

「山やま田だ、お前も本当に超能力者かもしれない」

「へ～」

　と、山田は興味がなさそうに間抜けな返事をする。

「驚かないのか？」

「驚いてるけど、そんなに面白い話でもない」

「どうしてだよ？　もし男の超能力者なら、みんなにモテるんだぞ？　結婚してくれって言われるんだぞ？　お前、そういうの大好きだろ？」

「それのどこが楽しいんだよ。女の子は追いかけるからこそ楽しいんじゃないか」

「……なんというか、さすがだな……」

「で、君は追いかけないの？」

「俺おれは……。それにもう、俺には追いかける資格が――」

　はあと、二ふた葉ばでもしないぐらいの長い長い溜ため息いきを山田が俺の顔面に吐きかけてきた。

「だから君が嫌いなんだ」

「な、何だよ、急に」

「昨日、狂ったように喚わめいていたから教えてあげるよ。僕は君のことが嫌いだ。生理的に受けつけない。息をしていることすら腹立たしい」

「……いい加減にしろよ、さすがに怒るぞ」

「君の頭がよくても悪くても、君が超能力者でもそうじゃなくても、僕は君が大嫌いだ」

「……」

「君はどうなんだ？　彼女たちが超能力者だから好きなのか？」

「それは……」

　俺は彼女たちが迫ってくれたから好きになったのか？

　彼女たちが普通の人だったら、関係なくなるのか？

　どうなんだ、俺？

　ガッ！　と山田が俺の胸ぐらを掴つかんだ。恐ろしい形相で睨にらまれる。

「さっさと追いかけろよ。そして、僕が超能力者じゃないことを証明しろ」

　俺はただただ驚いてしまって、こくこく、と頷うなずくしかできない。

　山田はパッと手を放し、実に山田らしい文化部員面に戻った。

「うわ～汚いものさわっちゃった。ちょっと手を洗ってくる。多分、明日まで手を洗わないと汚れが落ちないだろうから、後のことヨロシク」

　そう言って、ドアへと歩き出す。

「や、山田！」

「なんだい？」

「お前……いくら何でも男前すぎるぞ」

　男に言われても気持ち悪い、と言って、山田は部室から出て行った。

　俺おれはポケットから携帯電話を取りだし、未だに慣れない手つきでメールを作成する。



　ずっと前からの約束を果たします。

　答えを出します。

　必要でなければ無視してください。

　部室で待っています。



　そのメールを一斉送信で、送った。



　二時間後――

　まず最初に来てくれたのは、柊ひいらぎちゃんだった。

　小刻みに震える子こ鹿じかのバンビはもうすでに涙を浮かべている。

「柊ちゃん、ありがとう」

「い、いえ、そんな……」

　柊ちゃんはちょこんと椅い子すに座った。



　さらに一時間後――

　ニーナが来てくれた。

　ぎこちない足取りで、何度か躓つまずきながら椅子に座る。

「ニーナ、ありがとな」

「か、かまへんかまへん」

　太陽の笑顔には程遠いけど、八重歯を見せてくれた。



　さらに一時間後――

　ナナさんが現れた。こちらから言葉をかける前に、

「ヒカルは来ないわ」

「……そうですか」

「来なくてもわかる、佐さ々さ木きくんがその人を思い浮かべるだけで、その人に『変身』するだろうから行かなくてもいい……って、言ってた。もちろん、アイツは変身しないことを願っているからね」

「……」

　何と返事をすればいいのか、言葉が出てこない。



　それからさらに長い時間、待った。

　が、二ふた葉ばは現れなかった。

「来ないわよ、あのチビ」

　痺しびれを切らしたナナさんが、タイムアップを告げる。

「……そうみたいですね……」

　自分じゃ自分の顔が見えない。

　ただ、俺おれの表情で勘のいい彼女たちはわかっただろう。

　それでも、答えを求めてきた。

　俺の口から聞きたい、と言ってくれた。

　俺もそうするべきだと思った。

　だから――





　一人の名前を告げた。





　陽が暮れて、あたりが闇やみに包まれる時間になっても、俺は部室に残っていた。　

　まだ白ゴボウだった頃ころのヒカルが俺に告白をしてくれた時、俺は偉そうに言ったことがある。

　――誰だれかを好きになることは決して悪いことじゃない、と。

　それは嘘うそだ。

　誰かを好きな気持ちが、誰かを傷つけることもある。

　自分を必要としてくれた人を泣かせることにもなる。

　好きにならなきゃよかった、と後悔が押し寄せて、それでも尚、諦あきらめきれない想い。

　人を好きになるということはきっと、無様で格好悪いことなんだ。

「さ、佐さ々さ木きくん……？」

　柊ひいらぎちゃんの声がして、部屋の明かりがついた。

「ま、まだ、いたんですか……？」

「柊ちゃんこそ」

「私はここの教師ですから。そのこと忘れてませんか？」

　眼鏡めがねの奥が真っ赤に充血していて、それでもバンビは気丈に笑ってくれる。

　その顔が眩まぶしくてまともに見られないけど、目は逸そらさない。

　それはしちゃいけない。

「すいません。もう帰ります」

「あっ、ちょっと待って……！」

　赤ん坊の指が俺の服をキュッと掴つかんで、

「これ、内緒にしておこうと思ったんですけど……」

　と、一枚の写真を見せてくれた。柊ちゃんが念写をした写真だ。

　そこには二ふた葉ばが写っていた。俺も写っていた。

　場所は俺おれの部屋。

　俺がベッドで眠っている。

　二ふた葉ばが寝ている俺に唇を重ねている。

　そんな写真だった。

　写真を持つ手が震えて止まらない。

　あの時だ。覚えがある。今いま頃ごろになって唇の感触が蘇よみがえってきやがった。

　そして、このことだ。

　話があると言っていた内容だ。心当たりがあるといったことだ。

　怒らないでくれと頼んできたことだ。

「あのバカ……こんなことが原因なわけないだろ……」

　でも怒った。二葉を怒った。約束を破った。

　二葉を泣かせた。

　頭がよくなったからどうした？

　俺は以前にも増して大バカ野郎だ！

「ここにいる場合じゃないですよ、佐さ々さ木きくん」

「……はい」

　俺は部室を飛び出した。が、すぐに戻る。

「柊ひいらぎちゃん！」

「は、はいっ……！」

　驚きで小さく跳ねて、そのことを恥ずかしがる可愛かわいいバンビ。

　いつから知っていたんですか？

　前々から気づいていたんでしょ？

　それでも普通に振る舞ってくれていたんでしょ？

　だからあえて俺を避けてくれたんでしょ？

　頭の中に訊ききたいことが溢あふれる。だが、訊きたいことよりも聞いてほしいことがある。

「柊ちゃ……柊先生」

「はい」

「俺、やっと……たった今、夢が見つかったよ」

「それは何ですか？」

「教師になる。柊ちゃんや谷たに山やま先生みたいな教師になりたいです。またバカに戻ったとしても、何年かかっても大学に行って、夢を叶かなえるよ」

　愛すべきエスパー女教師は、初めて教師っぽい威厳を見せて、

「頑張りなさい」

　と言った。

「はい！」

　返事をして、部室を飛び出して、またまた戻ってくる。

「柊ひいらぎちゃん、もう一ついい？」

「ふぇ？」

「柊ちゃんの副作用って、何ですか？」

　バンビは赤色の発光体となってオロオロソワソワしだした。

「あ、あの、それは、本当に……エッチィ……ことなので私の夢を叶かなえてくれる人にしか教えられません」

　ますます知りたくなったけど、今度こそ本当に部室を飛び出した。



　いつもの曲がり角を二ふた葉ばの住むマンション方面へと曲がる。全力疾走のノンストップで駆けて、ロビーに到着。すぐにパネルキーで三○三号室を呼び出す。

　何度も呼び出す。

　なのに、あの無愛想な声は返ってこない。

「くそっ……！」

　オートロック式のドアを見る。どうやっても開きそうにない。

　一いつ旦たん、ロビーの外に出て、どこからか侵入できないか探る。でも、そんな隙すきはない。

　すぐにまたロビーに戻る。何度も何度もチャイムを鳴らす。

「二葉！」

　返事は返ってきていないのに、インターホンに向かって叫ぶ。

「いないわよ」

　と、背後から声が聞こえた。

　ナナさんが立っていた。

　呆あきれかえった顔で腕を組んでいる。

「ウロチョロしたり叫んだり近所迷惑でしょ。通報されるわよ？」

「そんなことより、二葉がいないってどういうことですか？」

「……こっち来て」

　ナナさんはマンションの裏手にある非常口へ俺おれを誘った。

　そして、その非常口のドアノブに手をかざす。

　カチャリと鍵かぎが開いた。ナナさんが『念力』で鍵を開けた。

　背後に立つ俺を見ようともせずマンション内に入り、エレベーターに乗る。俺も続く。

　三階で降りる。

　ナナさんは無言のまま、三○三号室の鍵も開けた。

「こういうことよ」

「………」

　部屋には一切の家具がなかった。

　テーブルも、少女マンガが並べられていた本棚も、ベッドも、すべてなかった。

　カーテンのない窓からは外の景色がハッキリと見えた。

　俺おれは本当にどうしようもないヤツだ。大バカ野郎の十乗だ。

　普通にバカだった頃ころの俺ならば、ここまでの間違いは犯さなかっただろう。

　いつだって失ってから気づく。

　壊してから思い知らされる。

　自分が大切だと思うよりもずっとずっと大切なものだということに。

「キス、したんでしょ？」

「……いや、それは……」

「隠さなくてもいいわよ。アイツから聞いたんだし」

「……」

　ナナさんは苛いら立だたしげに栗くり色いろの髪をくしゃくしゃと掻かく。

「あの日……ヨシローくんが超能力を使えないとわかった日に、家に来たの。で、散々に泣きつかれたのよ」

「二ふた葉ばが、ナナさんに？」

「そうよ。あれは私のせいかもしれないって、そればっかり何日間も延々と聞かされたんだから。ホント、超うざかった」

「……それで二人とも学校を休んでいたんですか？」

「だ、だって、放っておけないでしょっ」

　フン、と鼻を鳴らしてから、ナナさんは声のトーンを一段落とした。

「……そんな二葉の姿を見て、思ったの。私の気持ちは本物なのかなって。だから、そう言ったでしょ？」

「は、はい」

　ナナさんは二葉のことを名前で呼んでいることに気づいていない。

「負けているとは思わなかったけど、勝っているとも思えなかった。だってさ、アイツは一ミリも自分のこと考えないんだもん。朝から晩まで、まゆ毛まゆ毛まゆ毛……変な宗教かと思ったわ。でも……そういう気持ち悪さ、私にあるのかなぁって……」

　アンニュイな表情からデビルに移行して俺を睨にらむ。

「だから、もう少し時間ちょうだいって言ったのに、バカとバカが大おお喧げん嘩かして、どっちもテンパッて、片方は『答えを出す』とか言い出すし、もう片一方は引っ越すし。ま、当然よね。ヨシローくん、アイツを選ばないって言ったんだから」

「……二葉、どこに行ったんですか？」

「アラスカ」

「アラスカ？」

「嘘うそよ。つーか、知らないわよ」

「ですよね……」

「もうあきらめたら？」

　俺は悪魔顔のナナさんを睨み返す。

「それはできません」

「私も」

　と、ナナさんはさらに険しく俺おれを睨にらむ。

「私はあっさり身を引いて陰ながら応援するような女じゃない。今日、はっきりとそれがわかった。私はヨシローくんのことが好き。本当に好き。本物の気持ち」

「ナナさん……」

「前に言ったでしょ？　三年後には絶対勝つって。三年後かどうかは知らないけど、この気持ちが冷めてヨシローくんに飽きるまで降りるつもりないからね。こーゆーの主義じゃないけど、泥臭くても勝ちを拾いに行くわ」

　泥臭いだなんてとんでもない。

　胸を張って宣言するその姿は、高貴な光を放っている。

　勝ち気で、誇り高く、攻撃的で、それでいて誰だれよりも女性らしい。美しい。

　絶対に言葉にはしないけど、俺は彼女のこんなところが好きで好きで仕方がなかった。

「どーするの？　今ここで私に乗り換えても許してあげるわよ？」

「いいえ。それはしません」

「……じゃあ、さっさと行って連れ戻してきなさい。あの根暗チビ、勝ち逃げなんて絶対許さないんだからっ」

「でも、どこに行けばいいのか……」

「頭いいならわかるでしょ？」

　そう言われて、気づいた。いなくなった二ふた葉ばに会える方法に。

「だけど、これは……」

「今さら気を遣ってんじゃないわよ」

「いや、気を遣うとかよりも――」

「あーもう！　心配しなくても『昨日から私の家に来てる』わよっ！　ったく、どいつもこいつも私に頼ってきてホント世話がやけるんだからっ。ほら、さっさと行きなさい！」

「い、行ってきます！」

　ナナさんは俺の背中を叩たたき、とどめにケツを蹴けり上げてくれた。

　マンションを飛び出て、走る。走る必要はないけれど、走らずにはいられない。

　最短タイムで自宅前に到着する。でも、部屋には戻らない。行き先はここじゃない。

　俺は――考えてみれば――初めて、ニーナの部屋のチャイムを鳴らした。

『はいはい？』

「ニーナ、手を貸してほしい」

『……何で？』

「二葉に会いに行く！」



　行き先は『昨日』だ。



    

  
    
      

　終章　嘘うそ





　たとえば。

　誰だれにも言えない悩みを抱えていたとして。

　劣等感に押しつぶされそうになっていたとしても。

　それを必要としてくれる人もどこかにいる。

　だから――



　まさかこんな日が再び来ようとは思いもしなかった。

　しかも、俺おれから頼むことになるなんて。

「本当にいいのか？」

　マンションの外に出てきてくれたニーナは、俺のお願いを快く承うけてくれた。

　その快諾っぷりが逆に不安になる。

「副作用、キツいんだぞ？」

「ほな、やめるか？」

「……いや。やめない」

「んじゃ、ウチもやめへん」

　ニーナは、すっ、と手を差し出す。

　その手を繋つなぐ。

「でも、ホンマにちゃんと行けるかわからんよ？」

「失敗してもいい。多分、大丈夫だと思う」

　ナナさんのセリフがそれを証明してくれている。

「ほな、行くで」

「おう、頼む！」

「頼まれたる！」

　ニーナはギュッと目をつぶり、「んっ！」と念じる。能力を発動させる。



　そして、俺たちは時空を超えた――。



　文字通り、一瞬で目的地に着いた。

　場所は、タイムスリップ着地点としてお馴な染じみの我が部屋。

　新聞で確認した日付は、十二月二十三日。

　ここまでは大成功。

　ただ、時間は自信がない。

　今は午後十二時三十分。

　二ふた葉ばとケンカして以降は記憶がないから、自分が何時に帰ってきたのかわからない。

　こんなに早くに帰ってきていないとは思うけど、断言もできない。

　しかし、時間設定が遅いと二葉が遠くに行ってしまう。間に合わない。それじゃ何にも意味がない。

「ははっ」

「なになに？　なんかオモロイことあるん？」

「いや、おもしろくないことだ」

　思わず自分への嘲ちよう笑しようがこぼれた。

　頭がいいといったって、こんなモンだ。たかだか知れてる。こんなモンで何をいい気になっていたんだ、俺おれは。

　本の中にはたくさんのオモロイが詰まっていた。

　でも、本の外にはもっともっとオモロイが溢あふれているじゃないか。

「なあなあ、ここでちゃんと合ってる？」

「おう、バッチリだ！」

「さっすがニーナちゃ～ん」

　と、Ｖサインをして、あどけない八重歯を輝かせる。

「体調はどうだ？」

「ん～……まだ大丈夫やけど、そろそろかも」

「よし。じゃあ、乗れ」

「まだ大丈夫やで」

「いいから乗れって！」

「ほいっ」

　びょん、とニーナが背中にしがみついた。そのまま背負って部屋を出る。

　マンションを出て学校方面へと走る。

「今からどこ行くん？」

「ナナさんの家。ニーナちゃんを預ける」

「そっかそっか。じゃ、預からせたる」

　ナナさんの家を目指して、走る。

　こうしてニーナを背負って走るのも何回目だろう？　すっかり慣れたものだ。

「ニーナ」

「はいはい？」

「前から思ってたんだけどさ」

「なんでしょ？」

「ほんっっっとに胸が大きいよな！　背中がむにゅむにゅする！」

「さっすがヨシロー！　おサル～」

「ああ！　俺おれはおサル～だからな！　ニーナには本当に困らされた！」

「困らせたった！」

　いつもの十字路から二十メートル手前の地点で、

「あーっ！　ヨシロー！　ヨシローが来た！」

　放心状態でトボトボと歩く『佐さ々さ木き与よ四し郎ろう』の姿が前方に見えた。

「回避！　回避や、ヨシロー！」

「………行きますか？」

「ええっ？　それはアカンやろ」

「大丈夫！　あのバカは気づかない！」

　なぜなら俺にその記憶がないからだ。

　とはいえ、歴史が変わらない保証はどこにもないけど。

　でも行ってやる。

「わーっ！　ホンマかヨシロー？」

「ホンマ」

「ホンマにホンマかっ！」

　ぐんぐんスピードを上げて佐々木与四郎に迫る。天然パーマと金髪ツインテールが風を切る。さすがに俺もニーナも声は出せなかった。

　心臓が色んな意味で破裂しそうになって――

　横を通り過ぎてやった！

「あはははは！　ホンマにセーフやった！」

「あのバカ、どこ見て歩いてやがる！　ざまぁみろ！」

　爽そう快かいだ。痛快だ。これだけは断言できる。

　今の俺は『昨日の俺』に勝っている。

　案外、簡単なことだな。

「ヨシロー……」

　十字路を右に曲がったところで、ニーナがギュッと腕に力を入れた。

　俺も意識せずにスピードを落としていた。

「何だ？」

「……これからも友達でおってくれる？」

「……」

「フタバとおサル～になっても、ウチと仲良うしてくれる？」

　うなじに一粒の滴しずくが落ちた。温かい水が。

　同じものが俺の目にも浮かんでいる。走っていなければ真下に落ちているだろう。

　永遠にナナさんの家に着かなければいいと思った。

　この道がずっと続けばいいと思った。

「当たり前だ」

「……ホンマに？」

「ニーナにツッコめるのは俺おれだけなんだろ？　俺は相方なんだろ？」

「……うん」

　また一段と腕に力が込められた。

　俺だって同じ気持ちだよ、ニーナ。

　お前ほどの相方は世界中を探しても絶対に見つからない。

　最高で最強の相方だ。

「コンビは解散しないからな！」

「うん！」

　それでも道は終わり、目的地は必ず訪れる。

　管かん崎ざき家のチャイムを押して、モモコさんに事情を説明して、ニーナを預けた。

「ほな、さいなら」

　と、ニーナは背中で言った。

　顔は絶対に見せようとしなかった。

「さいなら」

　閉まったドアに告げて、俺は管崎家から走り去った。



　いつもの十字路を右折して、二ふた葉ばのマンションを目指す。

　走っていれば十分ほどで着くだろう。

　その道程が一時間にも、二時間にも、もっと長い時間にも感じられた。

　景色がスローモーションで流れる。

　これまであった出来事が走そう馬ま燈とうのように思い出される。

　大好きな人たちのことが万感の思いとなって溢あふれる。



　ナナさんは本当に凄すごい人だ。ニーナを預けた時、改めてそう思った。

　彼女は明日、俺に選ばれないことを知っていたんだ。知った上であの場に来てくれた。さらにその夜には愚ぐ図ずる俺のケツを叩たたいてくれた。本当に凄くて、本当に敵かなわない。



　同じことはヒカルにも言える。

　ヒカルも知っていた。知っていたからこそ、来なかったんだ。嘘うそのつけない性格なのを自覚しているから気遣ってくれた、なんてよく考えすぎかもしれないけど、アイツの場合、どれだけよく考えても足りないぐらいだ。どこまでも優しいヤツだ。

　それに、ヒカルは俺のことを超能力抜きで好きになってくれた人だ。あの頃ころは白ゴボウだったけど、白ゴボウじゃなかったら、俺は今こんな風に走っていないだろう。



　柊ひいらぎちゃんも凄すごい。危なっかしくていつもヒヤヒヤさせられたけど、芯しんの強い立派な教師だ……と思う。色々と問題は多いけれど、あの愛くるしさですべてが許せてしまう。俺おれはあんな先生になりたい。



　ニーナほど楽しい子はいない。あの碧あおい瞳ひとみよりも心が澄んでいる。いつも笑って、いつでも他人の幸せを真っ先に考える。それを自然にできる。人には見えないものが見える。天才的なバカ。やることなすこと全部、愛あい嬌きようがある。もしも、誰だれかに生まれ変わることができるのなら、俺は迷わずニーナの名前を叫ぶ。



　こんな素敵な人たちを捨てて、俺は走っている。

　二ふた葉ばの元へと息を切らしている。

　消去法ならば誰一人として消せやしない。

　それが許されるのならば、許してほしい。

　でも――。

　俺は二葉に会うために走っている。

　理由なんてない。

　アイツが特別なだけだ。



　トラックが走り出した。

　引っ越し屋さんのトラックが、俺が到着すると同時に、走り出した。

　待ってくれ！

　その言葉が言えない。喉のどから出てこない。窒息寸前の荒い息が邪魔をする。

　ならば、と追いかける。まだ走れる。

　が、左右の足がもつれて派手に転んでしまった。

　トラックは瞬く間に小さくなっていく。

　情けない――と嘆くのは今じゃない。

　すぐさま起き上がり、ロビーに入る。

　まだいるかもしれない、とパネルキーを押す。

　返事はない。

　それでもチャイムを鳴らす。願いを込めてボタンを押す。

　あの無愛想な声が聞こえてこない。

　何度呼びかけても返ってこない。

　くそ！　くそ！　くそっ！

「ちくしょう！」

　また間に合わなかったのか、俺は！

　何度、同じことを繰り返せば気が済むんだ、俺は!!



「……うるさい」



　聞こえた。

　とびっきり不機嫌な声が、聞こえた。

　振り返る。

　弾丸が俺おれを貫いた。

　木き元もと二ふた葉ばが、そこにいた。

「……何をしてる？」

　眉み間けんに深い溝をつくり、ただでさえ吊つり上あがった目をさらに鋭くさせる。

　怒っている。

　そりゃ、そうだ。

　二葉はついさっき、学校で俺とケンカしたばかりだ。

　自分を泣かせた憎き相手が目の前にいるのだから、怒るのは当然だ。

「……おい、まゆ毛。何とか言え」

　呼吸を整える。

　中腰だった体を起こす。

　背筋を伸ばして、真正面から向き合う。

「俺はもう超能力者じゃない」

「……は？」

「元に戻れる保証がない以上、そう考えるべきだろ？」

「……」

「その上で、言いたいことがある。だから、ここまで来た」

「……何？」

「好きだ」

「！」

　弾丸の瞳ひとみが過去最高に大きくなった。

　いつも固く結ばれているはずの唇も大きく開いている。

　今さら言われたって困るよな？

　今さら何を言ったところで取り消せないことはわかっているんだ。

　それでも言わせてくれ。

　言わずにはいられないんだ。

「好きだ、好きだ、大好きだ！」

　あのオーディションで初めて会った時から好きだった。

　あの偶然を、偶然だと思ったことはない。

　あれは運命以外の何物でもない。

「俺おれはもう超能力者じゃない。今さらこんなことを言う資格もない。お前の望みを叶かなえてやることもできない。能力を消してやれない。約束を果たせそうにもない」

　だけど。

「だけどもう、嘘うそもつけない」

　だから。

「俺は、お前が好きだ」

　だから言わせてくれ。



「俺は十八歳になったら目の前にいる木き元もと二ふた葉ばと結婚する」



　言えた。

　思いの丈を言えた。

　やっと一つ目のことが、言えた。

　でも、本当に伝えたいことはこれじゃない。

　二葉は目を見開いたまま、言葉をなくしている。

　言葉を思い出す前に続けさせてもらう。

「それが嫌なら、学校に残れ」

　頼むからどこへも行かないでくれ。

「俺が消えるから、俺がどこかへ行くから、お前は学校に残れ」

「……な、何を言って――」

「みんな待ってるよ」

「……」

「ヒカルも、柊ひいらぎちゃんも、ニーナも、ついでに山やま田だも、クラスのみんなも、誰だれよりもナナさんが待ってる」

「……嘘だ」

「嘘じゃない！」

「……」

「頼むよ。俺はバカだから壊してしまったけど、お前は壊しちゃいけない。俺のせいで、お前まで失うことはないんだ！　お前は失っちゃいけないんだ！」

「……」

「そりゃ、あんなことがあったから、戻りづらいとは思うけど、それは本当に申し訳ないけど、でも大丈夫だ」

「……何で？」

「簡単なことだからだ。喋しやべりかければいい。お前から喋りかければ、みんな、すぐに元に戻るよ」

「………喋るの苦手だと――」

「じゃあ、もう一つ付け足そう。それさえあれば、完かん璧ぺきだ」

「……何？」

「……」

「何なんだ、言え」

　ちくしょう。

　これは俺おれだけの秘密にしておきたかったんだけどなぁ。

　まあ、いいか。

「お前は……笑うと完璧なんだ」

　教えてやった途端、二ふた葉ばは険しい形相になった。緩ゆるんでいた眉まゆも唇も目つきも、途端に鋭さを取り戻した。

　そして。

　はぁと、溜ため息いきをついた。

「……お前の言いたいことはわかった」

「そ、そうか。戻ってくれ――」

「でも、さっぱりわからん」



　……ん？



「私は学校を辞めたりしない」

　え？

「で、でも、引っ越すんだろ？」

「引っ越すだけだ」

「だからそれが会えなくなるぐらい遠くに――」

「この近所だ」

　ええ？

「……何で？」

　二葉は一瞬だけ、むぐっとした。

「『未来から来た』とかいうバカ二人を居い候そうろうさせて出費が多かったから、親に怒られた。今よりも狭くて安いマンションに強制転居だ。どこかのバカのせいで」

　えええ？

「じゃあ、学校は？」

「辞めないと言っている」

　えぇー……。

「……んん？　もしかしてお前、三つの話の一つはこれか？」

　二葉の顔が、むぐむぐっとなった。

「………そうだ」

「すぐに言え！　これのどこが言いにくい話だ！」

「そ、それは、引っ越しの理由を言うとまたバイトだの借金だのと言い出すから――」

「今その理由を言ったじゃないか！」

「な、流れだ！」

「それから、あ、あ、ああ、あのことも、言えばいいだろ」

「……何のこと？」

「だからそれはつまりその……お、俺おれが寝ている間にキ――」

　ボッフーン、と二ふた葉ばがカバンを顔面にぶち当ててきた。

「な、な、なんのことだ！　知らん！」

「お前なぁ……大体、どっちなんだよ？　あんなことしたり、部室に来なかったり」

「……何のこと？」

「くっ、さっきから何のことばっかり……お前が俺の答えを聞きに来なかったんだろ！」

「いつ？」

「明日」

「それだ！」

「どれだ！」

　二葉がこめかみをギュウギュウと押さえつけ頭痛を和やわらげようとしている。

「……どうも引っかかると思ったら……」

「何のこと？」

「お前、また『未来』から来たのか？」

「そうだよ」

「すぐに言え！」

「ええっ？　言ってなかった？」

「ひと言も言ってない！　このバカまゆ毛！」

「そ、そこまで言わなくてもいいだろ！　俺だって必死だったんだよ！　タイム・バターライスのこととかも考えて動いていたから――」

「そこ！」

「どこ！」

「……お前、今、すっっっっっごくバカだぞ」

「……んん？」

　確かに。この脳の働き具合の鈍さは懐かしいものがある。

「……もう一度、訊きく。部室というのは何のことだ？」

「明日お前が来ないんだよ。部室に。俺の答えを聞きに」

「……それはどうしてだと思う？」

　んんん？

「さっぱりわからん」

「今ここで聞いているからだ！」

「ああっ！　なるほど――って、バカが帰ってきたああああ………」

「の、能力はどうだっ？」

　超能力を使ってみた。

　指先に小さな小さな何の役にも立ちそうにないショボイ炎が灯った。

「うわああ、戻ってるうぅぅぅ………」

「なぜ嘆く！」

「わ、わからん。でも、なんだかとても複雑な気分だ……」

「バカ！　喜べ！　これで胸を張って私と結婚できるぞ！」

「そ、そうか。そうだな！」

「やったやった！」

「やった！　元に戻った！」

　――と、手を取り合ってピョンピョンと跳ねてしまった。

　俺おれと。

　あの木き元もと二ふた葉ばが。

「あっ」

「……っ！」

　光速で我に返った俺たちは、弾はじけ飛んで手を放す。

　二葉は黒髪をぶるんとなびかせて、背を向けた。

　さて。

　この場合「手を取り合って」の部分も重要だけど、それよりも。

「二葉……」

「………何？」

「お前、今……笑った？」

「…………まさか」

「い、いや、絶対に笑ったよ！」

「………」

「二葉」

「何？」

「もう一回」

「……イヤ」

「頼むよ！」

「絶対にイヤ」

　俺は二葉の顔を見てやろうと、前に回り込む。

　二葉はそれをさせまいと、背を向ける。

　俺がまた前に回り込む。二葉が背を向ける。

　くるっ。

　二人で回る。

　くるくるっ。

　何度も回る。

　くるっ。くるくる。パチパチパチ。

「……パチパチ？」

　誰だれかが拍手をしている。それも適当な感じの張りのない拍手だ。

　音の方向を辿たどる。

「あーっ！　お前は……」

　黒いトレンチコートに、目深にかぶったツバ付きニット帽。

「謎なぞの女！」

　が、そこにいた。

　謎の女は、どこまでも淡々とした口調で答える。

「続けて。ラブラブダンス」

　その瞬間、二ふた葉ばがサッと俺おれの背後に隠れた。赤くなった顔を女に見られないようにしたのだろう。

　……なにこの可愛かわいさ？　反則じゃね？

　――などと茹ゆだっている場合じゃない。

「な、な、なにバカなことを言ってるんだ、まったく、もう……」

「仲がよくていいじゃない。それに私、こういうの見慣れてるから」

「はあ？　……ったく、本当に謎なヤツだな。お前は一体、何者なんだよ？」

「私はただお願いに来ただけよ」

「決断がどうとかいうアレか？」

「そう。そして、あなたはちゃんと願いに応こたえてくれた」

「……わからん。ちゃんと説明してくれ」

　謎の女は、すっ、と右手の人差し指を立てた。

「あなたの超能力が消えたり頭がよくなったのは、誰の仕業でもない。あなたの超能力の副作用」

「俺の……副作用？」

　そういえば、みんなにはあるのに俺には副作用がないことがずっと不思議だった。

「あなたは十五年に一度、超能力が使えなくなって頭がよくなる」

　長っ。

「何だそれ？　年数を除けば、副作用の方が本物の能力よりもスペッツ高いじゃないか」

「スペック」

「お、おう。わかってる」

　つまり、今回の騒動は全部、俺の副作用が原因だったということか？

「その副作用が原因で二人が大ゲンカすることはわかっていた。問題はないと思ったけど万が一のことがあったら困るから、心配になって見に来た。でも、それは杞き憂ゆうに終わってくれた。ありがとう」

　少女はペコリと頭を下げた。

「い、いえ、こちらこそ」

　何がこちらこそなのかは俺おれにもわからない。

「じゃ、そういうことで。あんまり人前でイチャイチャしないように」

　少女はくるりと反転する。

　その時、ちらっと見えた少女の微笑ほほえみが、そっくりだった。

「――ああっ！　お前……いや、君はもしかして――」

　少女は俺たちに背を向けたまま、

「教えない」

　と言って、ニット帽を取った。

　帽子の中に仕舞い込まれていた髪が、ふわりとなびく。

　艶つややかな長い黒髪が。

　やっぱりそうだ。

「そういうことだったのか……」

　きゅっきゅっ、と二ふた葉ばが服の裾すそを引っ張る。

「……誰だれ？」

「ん？」

「とぼけるな。言え。知り合いだったのか？」

　さて、どうやって説明しようかな。

「知り合いといえば知り合いだな」

「誰だ？」

「名前はわからない」

「は？」

「ま、そのうちわかるさ」

「……？」

　もう見えなくなった黒い背中に心の中で語りかける。

　心配かけてゴメンな。

　またいつか会おう。

　君に会える日を心から楽しみにしているよ。

　その日まで、ゆっくりと名前を考えさせてもらう。

　でも、あだ名はもう決まってる。

　そうだろ？

　プチ。



　まだ俺おれの後ろにいて、裾すそを掴つかんでいる二ふた葉ばに話しかける。

「二葉」

「……何？」

「さっきのことなんだけど」

「笑ってない」

「いや、そうじゃなくて」

「何？」

「もう一回、言ってくれない？」

「……何を」

「個人的には『やったやった！』がいい」

「イヤ」

「じゃあ『胸を張って――』の後の言葉」

「喋しやべるの苦手だと言った」

「……やっぱり、さっき笑ったよな？」

「……」

　グン、と裾を引っ張られた。

　体勢を崩された俺は、顔の高さが二葉と同じになって――

　ちゅ。

　水を弾はじくような音がした。

　二葉はパッと俺の前に出て、

「教えない」

　舌を出して、笑った。



　なあ。

　これはどう考えても反則だろ？



    

  
    
      



    

  
    
      


　エピローグ





　あれから。

　俺おれと二ふた葉ばは高校を卒業と同時に同どう棲せいを始めて、二年遅れの俺の大学卒業を待ってから、めでたくゴールインした。



　というのは、嘘うそだ。

　ん？

　いいだろ。これぐらい言わせてくれよ。

　本当のあれからは、そんなに変わっていないんだ。

　いや、ほんの少しは変わったかな。



　朝。

　んごお、というイビキの音で俺は目が覚める。

　隣にはニーナが寝ている。

「うわっ！　おい、ニーナ！　起きろ！」

　合い鍵かぎは返してもらったんだけど、どうやらスペアキーを無数に作っていたようだ。

　まあ、ニーナの場合は鍵が意味を成さないんだけど……。

「んあ？　ヨシロー、おあよ」

「うん。おあよ……じゃない！」

「朝からそないにカッカッしたらアカンよ」

「怒るよ！　勝手に入ってくるなと何度言えばわかるんだ！」

「まあまあ。ウチらコンビは一心同体やん」

「こういうコンビネーションはいらない！」

「そんなん言うて、寝てる時ウチのおっぱいむにゅむにゅするくせに～」

「し、しないよ！」

「昨日もしてたよ」

「………え？　マジ？」

「おサル～が相方やと困るな～」

「……ねえ、マジで？」

　そこへ。

「ニ、ニ、ニーナさん！　また勝手に！　何度言ったらわかるんですか！」

　柊ひいらぎちゃんが怒鳴りながら勝手に我わが家やへ入ってくる。

「ヒトミ、エエとこに来たな。ヨシローがむにゅむにゅしてきて困ってるんや」

「嘘うそついてもダメです！　ほら、早く帰って支度してください！　遅刻しますよ！」

「も～……この、うるさメガネ」

「な、な、なんですかそれは！」

　バンビが怒りながらニーナを部屋から追い出す。

「まったくもう……」

　プンプンしながら持参の超豪華弁当をテーブルに並べ始める。

「柊ちゃん」

「は、はいっ……あ、大丈夫です、むにゅむにゅなんて信じてませんから……で、でも、本当にしたいなら、わ、私ので……」

「柊ちゃん」

「は、はい？」

「出てってください」

「ふぇ？」

「ふぇ？　じゃありません」

　バンビはオドオドが少し直って、悪い方向に進んでいる。



　怒ど濤とうの朝はまだ終わらない。

「ヨシローくぅん、おはよぉ」

　いつもの十字路で妖よう精せいさんが腕を組んでくる。

「お、おはようございます……」

「ねぇねぇ、今日のメイクいつもとどこが違うかわかるぅ？」

「さ、さあ……？　そんなことよりもナナさん――」

「佐さ々さ木きくん、おはよ！」

　妖精さんの妹が反対側の腕を組んでくる。

「ねえ、ボク、今日メイク変えたんだよ？　わかる？」

「ヒカル、そんなことよりも手を――」

「変えたって偉そうに、私のグロスを使ってるだけじゃない」

「使ってないよ。ナナのものはボクに合わないんだよね。派手だし」

「あ？　アンタこの頃ごろマジ生意気なんだけど」

「ねえ、佐々木くん、いつになったらボクを部屋に呼んでくれるの？」

　ヒカルは少し……いや、かなり強くなった。

「そ、そんなことより、お二人さん、腕を放してもらえませんか？」

「いやよぉ」

「ボクもヤだ」

　こうして、いつもの曲がり角に差しかかってしまう……。

　不機嫌さ全開の無愛想仏頂面が険しい形相で仁に王おう立だちしている。

　それを見つけたタヌキ様は、なぜか活き活きしだす。

「あ～ら、おチビちゃん。今日も小っちゃいわねぇ」

「……お前もな」

「あぁん？　私の何が小さいんだ、コラ」

「胸」

「テ、テメェ、直球で言うんじゃねぇよ」

「……胸」

「今、違う言い方が思いつかなかっただろ？　浅いんだよキツネっ」

　とかなんとか毎朝恒例の口論は学校まで続く。

　時折、前を歩く二ふた葉ばは振り返って、ヒカルの手を解こうともがく俺おれに、

「………」

　と、無言のまま弾丸を撃ち抜く。

　毎朝こんな感じ。これが昼・夕方・夜と続く。

　羨うらやましい？

　そう思う気持ちもわかるけど、俺としては毎日、寿命が縮む思いだ。

　俺はちゃんと答えを出したはずなのに――と訴えると、二葉以外の女性陣は口を揃そろえてこう言う。

「十八歳になるのはまだまだ先だ」

　結構、キツイだろ？



　とにかくまあ、朝がそんな感じだから、教室に入ってからはもっと地獄だ。

「二ふた葉ば」

　と、肩を叩たたいても、振り返ってはくれない。

「………」

　小さな背中から殺気としか表現できないオーラが放たれている。

「ふ、二葉……？」

「……」

「二葉～？」

「……」

「二葉ちゃん？」

「黙れ。ちゃん付けするな。気持ち悪い。鳥肌が立つ。あー気持ち悪い」

「聞こえてるなら返事しろよ」

「……」

　多分、もう少ししたら振り返るので、それを待つ間に俺おれたち以外のことを話そう。



　喫きつ茶さベロニカのヒゲマスターは、高校の近くに新しい店を出した。なんでも、ニーナが通いやすい場所を探していたらしい。

　新しい店の名前は、喫茶ベロニアン。味は言うまでもない。



　クラス委員の井いの上うえさんには、なんと、彼氏ができた。お相手は屋上の時の黄たそ昏がれくんだ。傍はた目めには仲なか睦むつまじい二人だが、

「管かん崎ざきさんの話しかしないんだよな……」

　と、黄昏くんが愚痴っていたのを聞いたような聞いていないような……。



　谷たに山やま先生は毎日、適当に仕事をしている。そう見えて仕方ない。まあ、そういう緩ゆるさが先生の魅力なんだけど。ただ、俺の成績が断トツの最下位に戻った時、

「それでこそ佐さ々さ木きだ！」

　と、頭を撫なでてくれたことにはかなりの疑問を感じる。



　山やま田だが企画したクリスマスパーティーは新年会に形を変えて行われた。山田が超能力者なのかは謎なぞのままだが、もう不思議な夢は見ない、と言っていた。山田も超能力に興味がないらしく、そのことが話題にのぼることはない。

　ちなみにニーナ親衛隊の数は百人を超えたそうだ。



　そうそう。

　新年会で思い出したけど、俺おれは年末年始と久々に叔父さんの家に帰った。

「ねえ、俺はどうして『与よ四し郎ろう』なの？」

　と、名前の謎なぞについて訊きいてみたところ、

「お祖じ父いさんが命名した。自分の名前を与える、と強引に名付けた」

　あれには兄貴（俺の父）も閉口していた、と叔父さんは教えてくれた。嫌な予感がしたので迷ったけれど、訊いてみた。お祖父さんの名前を。

「佐さ々さ木き四し郎ろうだ」

　四郎を与えるで与四郎。

　まさか新年早々に泣くとは思わなかった。



　――って、いつの間にか俺の話になっているな。

　ついでといっては何だけど、もう一つ。

　俺は三学期の始業式、クラスメイトたちに謝った。そのことが俺の好感度を一気に上げ、今では挨あい拶さつから他愛もない会話まで皆、気さくに話しかけてくれる……わけがない。

　学校一の嫌われ者は健在だ。



「……何？」

　と、二ふた葉ばがようやく振り返った。

「二葉、怒ってる？」

「……怒ってない」

　セリフと表情が見事に一致していない。

　でも、最近わかってきたんだ。二葉が難しい顔をする時は本当に怒っているのではなくその逆なのかもしれない、と。

　たとえば。

「お前がだらしないのは今に始まったことじゃない」

　とか言われて、

「そんなことない。俺はお前一筋だ」

　なんて歯の浮くようなセリフを真顔で言ったりすると、

「………っ」

　眉まゆをこれでもかというぐらいひそめて、ギリギリと奥歯を鳴らして、

「……だ、黙れ。この、春まゆ毛」

　と言葉を微妙に詰まらせて言い返してくる。これって照れているように見えないか？　それが本当だとしたら、二葉はこれまで一度もツンツンだったことはなく、その逆だったことになる。ま、それは贔ひい屓き目めが過ぎるだろうし、ツンだろうがデレだろうがどっちでもいいんだ、俺おれは。

　ただ――

「……何？」

「いや、何でもない」

「またそれか」

「またこれだ」

「お前の考えていることぐらいわかる」

「聞こう」

　二ふた葉ばは長い長い溜ため息いきをついてから話しだす。

「プチとかいう子供のことだろ？　あの子が一いち途ずさの証明だとでも言いたいんだろ？」

「……」

「いいか、まゆ毛。あの子がなぜ過去に来たのかを考えろ」

「考えるのは苦手だ。解説してくれ」

「あの子が心配したのはお前が私を選ばないという過去だ。いや、今だ。つまり、未来は変わるということ。未来なんて今をどう生きるかで簡単に変えられるんだ」

　だからあんなものは証明にも何にもならない、わかったかエロまゆ毛ザル、と吐き捨て、どこか勝ち誇った顔で前に向き直る。

　珍しく長く、随分と真面目まじめに、とっても良いことを言ってくれたけど……

「二葉」

「しつこい」

「大ハズレだ」

「……は？」

「俺が考えているのは、そんなことじゃない」

「………う、嘘うそつけ。強がるな」

「嘘じゃない。俺が考えていたのは、たまにはお前の口からも優しい言葉が聞きたいな、ということだ」

「…………」

　眉まゆをピクピクさせて、唇をギュッと結ぶ。顔中を忙せわしくむぐむぐさせる。おー、これはかなり言いたくない時だ。

「ま、無理強いはしないけどな」

　そうフォローを入れたのに、悔しそうに一層、顔をむぐむぐっとさせて、ハッと何かを思いついた。

　二葉がヘッドフォンを差し出してくる。

「ん？」

「……ん」

　聴け、ということらしいので、ヘッドフォンを耳にあてがう。

　流れてきたのは落語だ。それも、

「饅まん頭じゆうこわい、か」

　二ふた葉ばは、こくん、と頷うなずいてから、

「タヌキは足が太くて短い。ウシはスタイルが悪い。小ダヌキは性格悪い。コガネムシは貧乏だ」

　そこまで言って、すう、と息を吸い込み、俺おれを見つめる。

「私は佐さ々さ木き与よ四し郎ろうが大好きだ」

　極めつけに、俺だけにしかわからないように薄く笑った。

「………」

　どっちの意味だよ、とも言えず、俺は顔の火ほ照てりを悟られないように机に突っ伏す。

　反則すぎるだろ、これは。



　――さて。

　これまで本当に長々と話してきたけど、遂ついにエンドマークをつけるときが来たようだ。



　たとえば。

　アンタも超能力者だとしたら。

　超能力じゃなくてもいい。

　人に言えない悩みやコンプレックスを抱えているのならば。

　俺たちの話を思い出してほしい。

　その劣等感を必要としてくれる人は、どこかにいる。

　歯車が重なり合うように、ピタリとはまる人がどこかにいる。

　その人に出会うために必要なことは、難しいことじゃない。

　たとえばそう。

　テレビ番組のオーディションを受けてみるなんてのは、どうだ？

　まあ、何だっていい。

　動けばいい。

　一歩踏み出せば、景色は変わる。変えられる。

　こんな俺にもできたんだ。

　アンタならきっと――いや、絶対にできるさ。

　嘘うそじゃない。



　さあ、最後は俺らしく「嘘」で終わろう。



　この物語はまだ終わらない。

　というのは――



『佐さ々さ木き与よ四し郎ろう！　出てこ～い！』



　グラウンドから拡声器を使って誰だれかが俺おれの名を叫んでいる。

　……何だ？

　窓を開けて、外を見る。

　グラウンドには私服姿の少女が五人、歩いている。

　だが、遠くて顔まではハッキリと見えない。

「……まゆ毛、何ごとだ？」

「さっぱりわからん」

『佐々木与四郎！　出てこ～い！』

　もう一度、叫ばれた。

　教室がざわめく。いや、学校全体がどよめいている。

「なんやなんや？」

　ニーナはなぜかワクワクしている。

「と、とりあえず行ってくるよ」

　教室を飛び出すと、二ふた葉ばとニーナもついてきた。

　隣の一年Ａ組からナナさんも出てきた。

「ヨシローくん、またややこしいことに巻き込まれたのっ？」

「さっぱりわからないんです！」

　職員室からは柊ひいらぎちゃん、一年Ｄ組からはヒカルも出てきた。

「さ、さ、佐々木くん、なんですか……？」

「ねえ、ボクにもちゃんと教えてよお」

「だーかーら、さっぱりわからないんだよ！」

　というのはちょっぴり嘘うそだ。鈍いはずの脳が活性化している。

　――プチはどうやって『過去』に来たのか？

　プチは俺と同じ『発火能力者』なので、考えられる可能性は二つ。

　未来のニーナと一緒に来たか、それとも――だ。

　百聞は一見にしかずってことで、グラウンドまで駆けた。

　そこにいたのは……

　一人は、黒髪が美しい吊つり目めの美少女。

　一人は、栗くり色いろの髪をした足の長～い美少女。

　一人は、隣にいる栗くり毛げの美少女に瓜うり二ふたつのこれまた美少女。

　一人は、金色の髪に碧あおい瞳ひとみの悩殺体型美少女。

　一人は、小柄で童顔のメガネっ娘こな美少女。



　俺おれの周囲にいる女性陣と「なぜか」そっくりな美少女が五人、そこにいた。

　……なんとなく嫌な予感がする。

　俺の嫌な予感は的中率が百パーセントに近い。



　黒髪吊つり目めの少女が聞き覚えのある声で、

「せ～の」

　と小さく音頭を取り、全員が一斉に口を開いた。

　ただ俺だけを見つめて、言った。

　驚きよう愕がくのひと言を。



『初めまして！　お父さん！』



　前言撤回。

　どうやら最後の言葉はこれしかないようだ。



　………嘘うそだろ？
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あとがき





　たとえば。

　目の前に突然、怪獣や幽霊やエイリアンや魔法使いなんかが現れて、それを打倒すると問題が解決できるのならば、どれだけ楽だろうか、と思うことがあります。

　でも、目に見える敵が現れるなんてことはそうそうなくて、ほとんどの場合、敵は自分自身の中にいたりします。そして、そいつは怪獣よりもずっと強くて、僕なんかはいつも敵前逃亡です。ひたすら逃げの一手です。〆切りより怖いです。

　そういう強いヤツと真正面から戦える――僕が主人公・与よ四し郎ろうに託たくしたのはそんな想いでした。

　与四郎はヘタレで、おバカで、ダサくて、どーしようもない男だけど、それでも「自分」という敵と戦います。なぜだかそこで怯ひるまない。簡単なことは何ひとつできないくせに、難しいことにチャレンジしようとする。でも返り討ちにされる。完膚無きまでに叩たたきのめされて、泣き言を撒まき散ちらして、ボロボロになって、また挑戦する。

　で、勝つ。一勝九敗……いや、一勝九十九敗ぐらいのペースで勝つ。今回の話のテーマでもあり、強いヤツの中でも最も凶悪な恋とか愛とかいう敵にも失敗を繰り返しながら、勝つ。最弱なんだけど最強の男――それが佐さ々さ木き与四郎です。もちろん、僕が託した想いより何倍も成長した姿です。僕の想像を遥はるかに超えて与四郎は強くなってくれました。

　どうやら彼はこれからも大変な厄介事に巻き込まれ続けていくようですが、それでも、一勝九十九敗のペースで生きていくことでしょう。

　そして、その話はもう僕には教えてくれないようです。ここから先は、彼と彼の大切な

人たちだけの物語。

　そんなわけで「ぴにおん！」はこれにて閉へい幕まくです。



　タカハルさん、短い期間でしたが共に戦い続けてくれてありがとうございます！　関西に帰ってきた時はぜひぜひ酒でも飲みましょう！

　こうした方がいいよ、という意見がズバズバ当たるプチ予言者の担当さん、これからもずっと僕を導いてください。言うまでもなく、変な方向にじゃなくて。

　本という形にするまで尽じん力りよく頂いたすべての方々に感謝を。

　感想や書評を書いてくださった方、心温まるファンレターをくれた方、一ページだけでも目を通してくれた方……などなど、読者の皆々様へ。ここで感謝の想いを綴つづるよりも、少しでも楽しんでもらえる物語を届け続けることで恩返しをしたいと思います。

　それでは、また違う形で逢あいましょう。
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